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本作品は縦書きでレイアウトされています。
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　私は、片想いをしている。




「夢を見た？　どんな夢？」

「ん……落ちる夢」

「なんだそりゃ。受験生だからって気にしすぎだろ」

「その落ちるじゃなくて、下に下に落ちる夢！　……確かに受験も気になってるけど」

　隣で他愛たわいのない話をしながら、今日もコンビニの梅干しおにぎりを頰張っている斎さい藤とうという幼おさな馴な染じみに、私は恋をしていた。

　だけどこの恋は実らない。だって……

「ねえ斎藤。私のクラスに田た中なかさんっているじゃない？」

「おお」

「田中さんがね、放課後、斎藤に話したいことがあるんだって」

　私はさりげなく伝えた。クラスメイトの頼みごとを。

　斎藤は「は？」と、年相応の男の子らしい反応。

「それで、今日の放課後、校舎の屋上に来て欲しいって」

「…………」

「よかったねー斎藤。前に田中さんのこと可愛いって言ってたもんね」

　からかってみたけど、まだ変な顔してる。本当は嬉うれしいくせに。

　それから斎藤はちょっと無口になって、自転車を押しながら悶もん々もんとしていた。

　そりゃあ、学年で一番モテる女の子に呼び出されたらね……

「あのね斎藤」

「……なに」

「私……斎藤……が」

　友人を出し抜き、先に告白してしまおうか。

　そもそも先に斎藤を好きになったのは、私だったはずだ。

「ううん。……放課後、校舎の屋上だよ。忘れないでね」

　だけど、怖い。そんな勇気ない。

　いつも、思っていることを口に出せない、情けない私。

　人生の分岐点とも言える、高校三年生になったばかりの頃のこと。




　　　　◯




　高校受験に失敗して、両親を大きく失望させたことがある。

　両親や兄の母校である私立の難関校に、私は受からなかったからだ。

　凄すごく、頑張ったつもりだったんだけど、届かなかった。

「泣くなよ。……いいじゃねーか、一緒の高校に行けるようになったんだから」

　そう言ったのは、同じマンションに住む幼馴染の斎藤だった。

　合格発表があった日の夕方、私がドアの前にしゃがみこんで一人で泣いていたから、同じ階に住む斎藤に見つかったのだ。

　そっか。斎藤と一緒なら、いいか。

　むしろ第二志望校の方が家からも近いし、学食も美味おいしいと聞くし、制服だって可愛い。

　両親のためではなく、自分のために安あん堵どし、未来への期待を持てた。それが私にとっての、一つの救いだった。

　高校に入ってからは、斎藤とほぼ毎朝一緒に登校したし、学校の廊下ですれ違えば言葉を交わした。忘れた教科書をお互いに借りることもあったし、部活を引退してからは一緒に帰ることも多い。

　私たちが付き合っていると勘違いしている人も居たけど、そんなことはない。

　ただ、確かに私はこの三年間、斎藤が好きだった。

　だけど、いつまでたっても告白する勇気が持てず、私たちの関係は幼馴染のまま。

　多分、私は自分に自信がないのだ。

　告白してしまったら、この居心地の良い幼馴染の関係も終わるし、彼を困らせるだけだろう。だから、それがとても、怖くて。

　最近なんて受験勉強を言い訳に、気持ちを伝えることを避けてきた。

　それなのに、




「あのね、小お田ださん。あたしも、斎藤君が好きかもしれない」




　そう耳打ちしたのは、クラスメイトの田中さんだ。

　女の子らしくて可愛くて、感じのいい子だ。当然、男子にもモテる。

　だけど時々突拍子もないことを言ったり、夢見がちなところもあったから、女子の間では少し変わった子だと言われていた。

　可愛くて少し変わった子は、同じ女子の反感を買いやすい。

　もともと田中さんは別の女子グループに加わっていたけれど、何があったのか、ある時から無視され始めて仲間外れにされていたようだ。

　高二で彼女と同じクラスになり、私が声をかけてお昼ご飯を一緒に食べるようになる。

「ねえ小田さん。このヘアピン見て。小田さんと一緒の、色違いにしてみたの！」

　田中さんは、どこに行くにも私について来て、とにかく私と同じでいようとした。

　例えば使っていたヘアピン、お気に入りの文房具など。持ち物は何でも色違いのお揃いにしようとしたし、私服も徐々に私に似てきたっけ。

　多分、私に嫌われたくなかったんだと思う。私と話を合わせたかったんだと思う。

　一方で、私も田中さんに楽しいことを色々教えてもらった。田中さんは図書委員で、本や漫画が凄く好きみたい。オススメをいくつか貸してくれたし、彼女はこっそりと自分でも小説を書いていると、教えてくれた。

　私は家が厳しくて、本はともかく漫画は一切禁止だったから、田中さんに借りた物語をこっそり読むのが新鮮で楽しかった。彼女の創作小説の話を聞くのも。

　そう。私たちは色んなことを共有しあった。趣味も、秘密も、好きな人のことも。

　だけど……

　好きな人まで、私と同じにしなくてもいいじゃない。

「斎藤が、好き？」

「うん。かっこいいし、優しいじゃない。図書委員で一緒だから、同じ当番の日にちょっとだけ進路のことを相談したの。そしたら凄く真剣に考えてくれて。小説家になりたい、なんて夢……馬鹿にしないでくれて、嬉しかったんだ」

　内心、ざわついていた。

　確かに斎藤と田中さんは、私を介して関わりを持つことも多かったけれど、田中さんは私が斎藤のことを好きだと、知っていたはずだから。

「来年で卒業だし、あたし、勇気を出して告白しようと思うんだ」

「…………うん。凄いと思う」

「ほんと!?　本当にいいの!?　ありがとう小田さん！　あのね、少し協力して欲しいことがあって。明日あしたの放課後なんだけど……」

　本当は「嫌だ」とか、「私が斎藤のことが好きだって知っているくせに」とか、言いたかった。だけどまるで言葉が出てこない。

　田中さんが相手なら、敵かないっこない。

　例えば二人が上手うまくいったら、私はただのお邪魔虫だ。




　　　　◯




　ああいう時に本心を隠して、当たり障りのないことばかり言う自分が嫌いだ。ずっと。

　田中さんは私に了解を得たし、何も悪いことはしていない。

　結局、身を引いて後悔するくらいなら、友人を牽けん制せいし、出し抜いてでも最初に告白した者が勝ちなのだ。むしろ勇気があるくらい。

　悪いのは、田中さんのように何かを失う勇気もない、私。

「いや、もういい。受験が最優先。恋なんて……もういい」

　恋にうつつを抜かしてる輩やからは、みんな受験に落ちてしまえ。

　そんな黒い感情を順調に育てながら、私は放課後、トボトボと校門を出た。

　ちょうどその時、見知らぬ〝金髪〟の男が真横を通り過ぎて……

「……？」

　横目で少し見ただけだが、ぞっとするほど整った顔立ちの青年だった。新しい英語の先生なのかもしれないと思いながら、振り返る。

「あ……」

　そのせいで、屋上にいる斎藤と田中さんの人影を見つけてしまった。二人が向き合って、何か話している。ちょうど今、田中さんは斎藤に告白しているのかな。

　胸がますますザワザワッとした。

　田中さんに遠慮して、私はこのまま斎藤に何も言えず、高校を卒業するのだろうか。

「やっぱり……嫌だ」

　告白してもどうせ斎藤に振られる、とか、田中さんに軽けい[image: 蔑]べつされてしまう、とか。

　二人を同時に失うかもしれないのが怖い。だけど、このままだともっと後悔する。

「私、やっぱり斎藤に好きだって伝えたい……っ」

　踵きびすを返し、まるで青春映画の一コマのように、走る。走る。

　私は出たばかりの学校に戻る。放課後の校舎には西日が差し込み、私の走る廊下を、駆け上る階段をオレンジ色に染めていた。

　もしかしたら、田中さんはもう告白してしまったのかもしれない。

　もしかしたら、斎藤はそれを受け入れたのかもしれない。

　だけど、私は───

「斎藤、田中さん……っ！」

　バタンと音を立ててドアを開け、屋上に出た。

　今日の夕焼けは、なぜだか異様な赤さを帯びて、空いっぱいに広がっている。

　反対側に開けた場所があるので、きっとそこに二人がいる。私は深呼吸を一つして、そちらへ向かう。

　親友を裏切ってでも、好きな人に告白したい。

　そう、覚悟は決まっていた、はずだった。

「……え？」

　だけど、何かがおかしい。

　夕焼け空以上に、真っ赤に染まったコンクリートの床。

　広がる、血の海───横たわる、二人の体。

　私がそこで見たものは、血だまりに伏せて動かなくなっている、斎藤と田中さんだ。

「あ……っ」

　目に映るものが現実だと思えなくて、私は息をすることもできず、ただ立ち尽くしていた。徐々に血の気が引いて、体が震え始める。

　なに、これ。

　二人、は、死んでるの……？

「何度、生まれ変わっても……」

　背後から声がして、ドキリとして振り返る。

　そこには上着のフードを深く被かぶった男がいて、彼は血のついた手でそのフードを取った。

「あ……」

　さっき校門ですれ違った金髪の男だ。だが人のものとは思えない、柘榴ざくろ色に光る瞳ひとみで私を睨にらみ、手には血濡ぬれたナイフを持っている。

　もしかして、この男が斎藤と田中さんを刺したの？

　何もわからない。何もわからない。あるのは大きな恐怖だけ。

　私はふらふらとおぼつかない足取りで屋上の端まで逃げた。

　ここは屋上だ。出入口も男のいる方にある。

　逃げ場のない場所で、手すりから身を乗り出し「助けて、助けて、助けて！」と何度も叫ぶ。

　でもあまり声は出ていなかったかもしれない。ここから見える運動場では、生徒たちが部活をしている様が見えるのに、誰も私に気がついてくれないから。

　────ドスッ。

　背中を圧迫するような感覚の後、痛みが体を駆け巡る。

　私は自分の身に起こったことを理解していた。

　私もナイフで刺されたのだ。斎藤や、田中さんと同じように。

「メイデーア」

　男が私の耳元で、一言、囁ささやく。

　何かのスイッチが入ったかのように、私の中で不思議な音がカチッと鳴った気がした。




「何度生まれ変わっても、俺は、お前を、必ず殺す」




　その言葉の意味もわからず、私は男に押されて、この体は屋上からズルリと落ちて、落ちて、落ちて───

　何かが砕けて壊れる、嫌な音がした。




　ああ……

　どこで、なにを、どう間違ったら、人生こんな終わり方になるんだろう。

　厳しい両親の言いなりで育ち、それでも期待には応こたえられなくて、自分に自信もなくて言いたいことも言えない。好きな人にも想いを伝えることは出来なかったし、仲のよかった親友と、真正面から向き合い喧けん嘩かすることも出来なかった。

　例えば田中さんに、私も斎藤が好きなんだとハッキリ言っていたなら？

　例えば今朝、友人を出し抜いてでも斎藤に「好き」だと伝えられていたなら？

　結果的に、誰もこの屋上に来なかったなら？

　私がこの〝片想い〟に決着をつけていたなら、私たちの結末は少しでも変わっていたのだろうか。それとも何も変わらなかったのだろうか。




　もし生まれ変わることがあったなら。

　今度こそ好きな人に、ちゃんと〝好き〟だと伝えられる、勇気と自信に溢あふれた自分でありますように。








第一話　マキアとトール









　メイデーア。

　それは、誰かが最初に叫んだ、この世界の名前のこと。




　南の大国ルスキア王国。

　その東端に位置するデリアフィールドのヒース荒野ですら、朝焼けはとても綺き麗れいだ。

　この日、早朝から魔法の勉強をしていた私は、珍しく魔術書をほったらかしにして窓辺からぼんやりと外を眺めていた。

　昨日、妙な世界の夢を見たの。

　女友だちに遠慮して、好きな男の子に告白すらできなかった、意気地なしで冴さえない女の子の夢。

「バカな子。好きな男には惚ほれ薬でも盛って、ライバルから奪ってやりゃよかったのに。私だったらそうするわね」

　夢の中の〝知らない誰か〟だけど、本当に御愁傷様。最後は突然出てきた謎の男にみんな殺されるバッドエンド超展開だし、何かもう、いかにも夢って感じ。

「マキア、起きているかい」

「あ、はい。お父様」

　部屋をノックして顔を覗のぞかせたのは、ワイン色の髪とあご髭ひげが渋い紳士だ。

　父、エリオット・オディリールである。

「今日はお前の十一歳の誕生日だ。ちょうど市場に行こうと思うが、プレゼントも一緒に買うかね」

「もちろん！　そのために早起きしていたようなものです」

　私は窓辺の出っ張りから飛び降りて、壁に立てかけた鏡の前に立つと、それなりにワクワクしながら支度を始める。

　私の名前は、マキア・オディリール。今日で十一歳の、小さな魔女だ。

　目め尻じりのつったアーモンド型の目元は、ぱっちり二重と長い睫まつ毛げに縁取られ、一族特有の〝海色〟の瞳を大事そうに抱いている。

　リボンで飾った薔ば薇ら色の長い髪。揺れると艶つやが綺麗に波打ち、お母様はこの髪をベルベットのようだと言う。

　我ながらとんでもない美少女だけど、真顔だと眉み間けんにシワがよってどこかふてぶてしい。

「ニッ」

　なのでわざと微笑んで見せると、途端に悪巧みしてそうなニヒルな笑顔になる。

　口の端を指で吊つり上げ、無理やり大きな笑顔を作ると、真っ白で並びの綺麗な歯が作り物のようで怖いだけ。毎日お祖母ばあ様特製の歯磨き粉で歯を磨いているせいね。

　おかげで誰もがこう言う。

　これは将来、オディリール家らしい極悪の魔女になるぞって。

「よし。準備完了」

　臙えん脂じ色のドレスの上から黒い薄手のローブを羽織って、右手の中指にはめている白銀の指輪を確認する。

　そして部屋を飛び出し、屋敷の螺ら旋せん階段を駆け降りる。玄関にはお母様がいた。

「マキア、忘れ物はない？　迷子になったらフレディを呼ぶのよ。可愛すぎて誘拐されそうになったら、思い切りつねってやりなさい」

「はい。火傷やけどするまでつねってやります！」

　お母様は懐からチェリー色のリップを取り出し、私の小さな唇にしっかり塗る。これは外出時のおまじない。

　そして頰にキスをして、耳元で囁いた。

「いいこと、お誕生日だからって、お父様に無茶を言ってはいけません。だけど本当に欲しいものがあるのなら、しっかり交渉なさい。良い魔女とは欲しいものを必ず手に入れる女のことよ。それで私もお父様を手に入れたの」

「いーなー。私もお父様が欲しいです」

「ダメよ。お父様はお母様の旦だん那な様だもの。でもね、今朝のカード占いでは、マキアが欲しいものを見つけると出たから、あなたが何を持って帰るのか楽しみに待っているわ」

　欲しいもの、か……

　馬車に乗り、どこまでも続く広大な荒野を見渡しながら、それが何なのか考えていた。

　この荒野を〝デリアフィールド〟という。荒野の真ん中にポツンと建つ、槍やりのようなとんがり屋根のお屋敷こそ、我がオディリール家の住まいだ。

　オディリール家はデリアフィールドを任されている男爵家であり、由緒正しき魔術師の家柄だ。私はその一人娘。

　父も母も、魔術師であり魔女である。

　私もまた、十六歳になる年に魔法学校に入学し、卒業したらしばらく王宮魔術師として王宮で働く。そしてゆくゆくはお父様の後を継ぎ〝魔女男爵バロネス〟になるだろう。

「マキアは、何が欲しいかな」

「新しいマンドラゴラの苗が欲しいです、お父様。あと、上質な朝焼けの雫しずくと虹にじ蜘蛛ぐもの糸と、チョコレートとキャラメルと」

　足をブラブラさせ指折り数えるのは、ここ最近練習している魔法薬の材料と、大好きな甘いお菓子。お父様は困ったように笑い、首を傾げた。

「そんなものは誕生日でなくとも買ってあげよう。マキアは本当に魔法の勉強が好きだね。私がマキアの年の頃は、魔法の勉強なんて嫌で仕方がなかったというのに……。今朝も早起きして勉強してたろう？」

「だって魔法は最高です！　やればやるだけ、できるようになるんだもの。魔法学校にも絶対落ちたくないから、今から頑張ってるんです」

「アッハッハ。なぜ今から受験の心配をしているのだろうね。マキアほどの才能があったら、心配しなくとも一発で合格できる」

「うーん。わからないけど不安なんです」

　なぜだろう。幼い頃から、私は魔法学校の受験に対し、妙な不安を抱いていた。

　昨日の夢で見た冴えない女の子も、どこかの学校の受験を心配していたしね。

　あれ、多分私の深層心理を表しているわ。

「マキアには特別な才能が備わっている。我が家はかの有名な〈紅くれないの魔女〉の末まつ裔えいであるが、マキアはお祖母様の見立て通り、その魔女の力を色濃く受け継いでいるようだ。だからこそ、時には勉強から離れ、本当に欲しいものを強請ねだってもいいんだよ。かの魔女は、欲しいものを何としてでも手に入れたというからね」

「本当に欲しいもの……うーん」

　腕を組んで、小さな体をくねらせて考える。

　お父様はこう言うけれど、今の私は魔法に夢中だし、お人形も、ドレスも靴も、もう十分に持っている。

　だけど、本当は一つだけ、願いごとがある。

　物心ついた頃から、抱いていた〝誰かに会いたい〟という謎の渇望。

　その人がどこにいるのか、誰なのか、なぜ会いたいのかもわからない。

　ど田舎どころではない辺へん鄙ぴな場所に住んでいて、兄弟もいないから、私はただ近い年頃のお友だちが欲しいのかもしれない。







　さて。私とお父様がやってきたのは、馬車で３時間かかる港町カルテッドだ。

　カルテッドは表向き華やかな街だが、路地裏に入ると各国の〝よろしくない〟品物が手に入る闇市があり、お父様はよくここで魔術に使う材料を揃える。

　十一歳の子供が誕生日に来るような場所ではないけれど、特に怖くはない。

「これはこれはオディリール卿きよう。例のものは手に入りましたよ。ささ、こちらへ」

　御ご用よう達たしのお店でお父様は何かを買うようだった。

　店主がお父様を奥へと招く。お父様は私に、店の中を見ているようにと言いつけた。

　世界の骨こつ董とう品を扱う店だ。曰いわく付きのものも多く、古書が「アケテ、アケテ」と囁ささやいていたけれど、

「やかましいわね。開けたらどうせ、私のこと引き摺ずり込むんでしょ」

　私、知ってる。こういうの開けちゃダメなのよ。

　という訳で、本に重たい置物を載せたりしていたら、窓越しに馬車を見つけた。

　ボロを纏まとった一人の少年が、その馬車から黙々と積荷を降ろしている。

「あの子……指輪なしで魔法を使ってる」

　思わず窓にへばりつく。私より少し年上かしら……

　幾つもの木箱を重ね、軽々と持ち上げているように見えるが、実は荷箱に浮遊魔法をかけている。杖つえも呪じゆ文もんもなく、ただ自らの感覚だけで。

「凄すごい、凄すぎるわ。浮遊魔法って難しいのに！」

　その男の子が気になって店を飛び出た。

　ボサボサにのびた黒髪。ひどく瘦やせた体。そしてその髪の間から見える瞳ひとみは、印象的な〝菫すみれ色〟で、神秘的な光を抱いている。

　魔術師の世界では、最高位と言われている瞳の色だ。

「ねえ。何をしているの」

　話しかけてみると、その子は横目で私を見ただけで、再び視線を落として作業に勤いそしみ、面倒臭そうに答えた。

「何って見たらわかるだろ。積荷を降ろしてるんですよ、貴族のお嬢様」

　やけに嫌味ったらしく聞こえたけど聞き間違いじゃなさそうだわ。

「魔法を使って荷物を浮かせてるんでしょう？　私さっき、見たわ」

「…………」

　その子は作業の手を止め、睨にらむように私を見下ろす。

　長めの前髪から透けて見えるその瞳は、やはり紫水晶のように美しい。

「私、これでも魔女なのよ。それで、あなたの魔法が面白いなって」

「面白い……？」

　その子は目元に嫌悪感を滲にじませ、フッと鼻で笑う。

「奴隷仕事を見ているのが面白いなんて、さすがはお金持ちのお嬢様だ。見た目の通り、意地が悪い」

「な……っ」

　こっちは純粋に褒めようと思っただけなのに。

　思わずムスッとしてしまい、腕を組んでそっぽを向く。

「じゃあ言い直すわ。凄いわねって言いたかったのよ。呪文も杖も指輪もなしで魔法が使えるなんて天才だから。それに私は意地が悪いんじゃなくて、意地が悪く見えるだけ」

　少年は、私の話を聞いているのかいないのか、荷箱を降ろす仕事を再開する。

　チャリ……チャリ……

　少年の足元から金属音がした。彼の両足は、歩幅しかない鎖で繫つながれている。

「ねえ、その足の鎖……」

「ああ。これが奴隷の証あかしですよ」

　私が眉間に深いシワを刻んでいると、少年は声を上げて軽快に笑った。

「あははっ。鎖で繫がれた奴隷を見たのは初めてですか？　なーんでこんな世間知らずのお嬢様が、闇市なんかに来てるんだか」

　最後の荷箱を降ろしてその上に腰掛けると、彼は大人びた表情で私の顔を覗き込む。

「なあお嬢様。この世界には親の借金のカタに売られたり、誘拐されて奴隷になる子が大勢いるのが現状ですよ。俺は西のフレジール皇国出身で、親に売られてこの国に連れて来られた。ま、あんたにはそれがどういうことだか、わからないでしょうがね」

　……わかるわよ。それが酷ひどいことだってくらい。

　カルテッドで禁止されているはずの奴隷売買が横行しているという話は、聞いたことがあった。特に異国の子供を、この国の大人が買うことがあるんだとか。

「足、痛いでしょう、凄く腫はれてるわ」

「そりゃあまあ。ずっと外してないですから。足が腐り落ちるのも時間の問題ですね」

「なら……私が鎖を切ってあげる」

　私はその場にしゃがんで、少年の両足を縛る鎖を握り締めた。

「メル・ビス・マキア───鉄の鎖は溶け落ちる」

　第一呪文と第二呪文を丁寧に唱えると、指輪が淡く光り、握った場所から鎖が赤く熱を帯びてドロドロと溶ける。これは私の得意な【火】属性の熱魔法であり、呪文で指定した鎖以外にその熱は伝わらない。

　飄ひよう々ひようとしていた奴隷少年も、これにはびっくり。鎖だけが綺き麗れいに溶け落ち、足には何の火傷もないことに目を丸くさせていた。

　溶けた鉄には、オディリール家特製の氷塩でもふりかけておきましょう。

「どう？　魔法って凄いでしょう？」

　得意げに顔を上げるも、少年の表情は硬かった。

　さっきまであんなに生意気な態度だったのに、今は何かを恐れているかのようだ。

「小僧！　積荷は運び終わったのか！」

　怒声が聞こえ、少年は私を隠すように前に立つ。

　やがてここへやってきたのは、頭にターバンを巻いたガタイのいい男だった。

　いかにもな海賊風情で、この少年の主人らしい。すぐに少年の足あし枷かせが外れていることに気がつき、「ああっ!?」と野太い声をあげる。

「どういうことだ!?　てめえ逃げようとしやがったな！」

　男は少年の顔を、その大きな拳こぶしで殴る。体の軽い少年は、そのまま背後の荷箱に体を激しく打ち付け、咳せき込んだ。

「な、何するの！　その子の鎖を勝手に溶かしたのは私よ！」

　恐れもあったが、私は男の前に飛び出し両手を広げて睨み上げた。

「あ？　なんだこのキーキー声の生意気なガキ」

　しかしあまりに体格差があったので、胸ぐらを掴つかまれて宙に持ち上げられてしまう。

「あああ、下ろして下ろして！」

「ほほう。こりゃまだまだ乳臭いガキだが、とんでもねえ上玉だ。どこのガキだか知らねーが高値で売れるぞ」

「親分、その娘は貴族ですよ！　手を出してはいけません！」

「うるせえ、俺に指図するな！　貴族の娘がこんなところにいるわけねーだろうが！」

　注意した少年を、今度は思い切り蹴け飛とばす。

　少年は痛みで顔を歪ゆがめ、頭や口の端からは血を流していた。

　その時、空から「カアカア」と一羽のカラスが舞い降り、男の頭を嘴くちばしで突つついた。

　男は悲鳴を上げ、私をブンブンと振ってカラスを追い払おうとする。酔いそう……っ。

「マキア、外にいるのかい？　……おや」

　ここでカラスの鳴き声を聞いたお父様が、店から出てきてくれた。

　カラスはお父様の肩にとまる。あの子はお父様の使い魔、フレディ。

　お父様は男に掴み上げられている私を見て、スッと怖い顔になった。

「オ、オ、オディリールの旦だん那な様!?」

　どうやらお父様を知っているようで、男はすっかり青ざめている。

　私は静かに笑みを浮かべ、そろーっと手を伸ばし、男の腕を思い切りつねった。

「痛っ、このクソガキ何してやが……あっつっぅう！」

　私は熱体質を持つ【火】の申し子。私がつねればもれなくそこが火傷やけどするし、この火傷はなかなか治りづらい。

　男はやや焦げ臭い腕を振るって、パッと私を放した。危うく地面に尻しり餅もちをつくところだったが、直前に体が僅わずかに浮き、ワンクッションの後にふわりと下ろされる。

　これは奴隷少年の浮遊魔法だ。彼は必死な顔をして、私にその手をかざしていたから。

　───うん。決めた。

「お父様！　私、この子が欲しい！」

「え？」

「絶対、絶対、この子が欲しいです！　お父様」

　私はお父様に駆け寄って強い眼まな差ざしで訴えた。私が指差していたのは、奴隷少年。

　流石のお父様も、これにはびっくり。もちろん奴隷少年も、その主人である男も。

「ふむ。奴隷か……うーむ」

　お父様がやっとまともに悩み始めると、ターバンの男が腕を押さえながら首を振る。

「こいつは、こいつはいけません旦那様！　いくら旦那様のご要望でもこいつだけは！　こいつ目の色が珍しいらしく、すでに買い手が付いておりまして」

　しかし父は男を無視して、奴隷少年の前髪を払い、瞳を覗のぞき込んでいた。

「菫色の瞳か。魔力を最も宿しやすい、神秘の色だ」

　奴隷少年は何も言わない。

　お父様が顎あごを掴んで顔を引き寄せても、物もの怖おじせずじっとお父様を見返している。

「お父様。その子さっき、魔法を使っていたんです。杖も指輪も、第一呪文も持ってないのに。きっと誰にも教えられず、無意識にやってのけたのだと思います。凄い才能だわ！」

「なるほど。マキアの見立ては正しいかもしれないな。類たぐい稀まれな魔力の持ち主だ」

「ねえお願いです、お父様。私、いつか王宮魔術師として働き、お金を返します。だから、お誕生日に免じてこの子を買って下さい！」

「十歳のお前が親に借金するつもりかい？　アッハハハハハハ！」

　お父様、腹を抱えて爆笑。私は「今日から十一歳です」と訂正。

「では一つ聞いておこう。マキアはこの子を、いったい何に使うんだい？」

「使うだなんてとんでもない。この子に私たちを使ってもらうんです」

　私はただただ必死だった。誕生日プレゼントが無理なら、ああ言ってこう言ってと、あらゆる強請ねだり方をしようと思っていたのだ。

「まずは門下生に置くべきです。強い魔術師を輩出するのは、オディリール家の復興に繫がる……そうでしょう、お父様？」

　オディリール家は五百年続く魔術の名門だが、衰退の一途を辿たどっていることを私は知っていた。荒野を出て王都に行けば、没落貴族だとか、悪い魔女の一族だとか言われて、[image: 蔑]さげすまれていることも。

　没落の理由は色々あったが、後継者不足が何より深刻だ。一族復興のためには、数多くの優秀な魔術師を我が家から輩出しなければならないのだった。

　お父様は「ふむ」とあご髭ひげを撫なでる。私の意見を、様々な角度から思案していたのだろう。

「なるほど、お手上げだよマキア。では奴隷商よ、この子を買いたいのだが」

「だからこいつはダメだって言ってるでしょう！　もう買い手がついてるんですよ！」

「それでも買うわ。私、この子が欲しいの」

　私が強く見上げると、ターバンの男は面倒臭そうに舌打ちした。

　しかし徐々に、男の目元はとろんと溶けて、ぼんやりした顔つきになる。

「で、いくらだね？」

　お父様が後押ししてくれた。

　私たち親子の海色の瞳ひとみは、少しばかり魔力を帯びていたかもしれない。







　言い値で買った奴隷少年は、馬車に乗せても警戒心を解くことはなく、無意識だろうが魔力をピリピリと纏まとっていた。

「知ってるぞ。あんたたちオディリール家の魔術師だろう。人の生皮を剝はいで、血を抜いて、目玉や骨を魔法の材料に使ってるって聞いたことがある。俺のことも、何かの魔法に使うつもりなのか？」

　私とお父様は顔を見合わせた。

　我慢しきれずお父様が噴き出し、膝ひざを叩たたいて笑う。こう見えて笑い上戸だ。

「アッハッハ。いや～なかなか警戒心の強い子だね。捻ひねくれ者はこっちの世界じゃ将来有望だが」

　お父様は宝石のついたステッキを、元奴隷少年にシュッと突きつけ、

「いかにも、我々はオディリールの魔術師だ。だからこそ、君が類い稀な強い魔力の持ち主であると、我が娘のマキアが気がついた。今まで何度か、不思議な力を使ったことがあるだろう？」

「……それは」

　少年は目を逸そらしつつ「便利だったから」と答えた。

「それこそが〝魔法〟だ。君には才能がある。ゆえに、それを育てたいと思っている」

「……育てる？　奴隷のこの俺を？」

「もう奴隷じゃないわ。あなたは私と一緒に魔法の勉強をするのよ。私、ずっと同じ年頃の魔術師のお友だちが欲しかったの」

「お友だち？」

　少年はまだまだ解せないという顔をしている。

　そう言えば、私はまだこの少年に大事なことを聞いていない。

「あなた、名前はなんて言うの？」

「俺に名前なんてない。親に売られた時に、一緒に捨ててやりましたよ」

　忘れたわけではないのだろうが、一度捨てた名を私たちに言うつもりも無いらしい。

「じゃあ、そうねえ……ううーん」

　この時、私は腕を組んで体をくねらせながらも、無意識にこの世界の【古いにしえの魔法】を、一つ使った。

「なら私が新しく名前をつけてあげる。あなたの名前は〝トール〟よ。絶対にこれがいいと思うわ！」

「…………」

　天啓のように、降ってきたその名前。

　少年は化かされたような顔をしていたけれど、前髪の隙間から見える強い眼差しは、迷いなく私を見つめていたと思う。




　デリアフィールドの屋敷に戻ると、お母様が使い魔の蛇を連れて出迎えてくれた。

　そして「まあまあ」とお母様なりに驚いた顔をしている。

「この子はいったいどうしたの？　いけないものを買ってくるとは思ってたけれど、少年を買ってくるなんてびっくり。どういうことか説明して、エリオット」

「マキアが私に借金すると豪語して買ったんだ。名はトール。これもマキアが名付けた」

「まあ、何それ面白い！」

「だろう。君は面白がると思っていたよ、ジュリア」

　両親がイチャイチャし始めたので、私はトールの手を引いてお風ふ呂ろ場ばに連れていく。

　お風呂場では使用人のダミアンが掃除をしていた。

「あんれまあ、マキアお嬢様。いったいどうしたんです、この薄汚れた子」

「闇市で奴隷を買ったの」

「奴隷を買った??　これまたオディリール家の魔女らしき悪道でございますなあ。何かの生いけ贄にえにするんですかい？」

「違うわ。多分お父様は使用人兼、門下生に置くんじゃないかしら。あ、この子お風呂に入れてあげて。私はお洋服を用意して、傷薬を持って来るから」

　パタパタと忙しく風呂場を出ていく。

「使用人兼、門下生ねえ。お前さん、名前は？」

「……トール」

「歳は？」

「多分、十二」

　あの子はツンケンしていたが、私のつけた名前をちゃんと言ってくれた。

　お風呂から上がると、今度はお母様に髪を切られたのだけれど、

「まあ見て、マキア。あなた意外と面食いだったのねえ」

　どうやらこの子、ボサボサ頭とボロボロの服のせいで気がつかなかったが、目鼻立ちの整ったとんでもない美少年のようだ。髪を短く切りそろえると、切れ長で二重の涼しげな目元が、すごく誰かに似ている気がしたんだけど思い出せない……

「瘦やせてしまっているけれど、ちゃんと食べて鍛えれば、見目麗しい少年になるでしょう。魔術師に見た目は大事よ。美しいって、それだけで魔力なの」

「……はあ」

　流石のトールも、お母様のどこか艶なまめかしい雰囲気に吞のまれつつある。

　そう、それこそが魔力というもの。

　お母様は妖よう艶えんな美女だけれど、その美び貌ぼうこそが魔力を帯びており、声を発するだけでも立って歩くだけでも人を翻ほん弄ろうできる。

　トールの髪を切ったあとも、上機嫌で「夕飯はご馳ち走そうにしましょう」と言いながら、この部屋を出て行った。お母様はこの家の奥様ではあるが、料理が趣味で、これをやってないと暇で仕方がないらしいので、自ら台所に立っているのだった。

「トール、体の傷を治すわ」

　私は、オディリール家特製の魔法薬〝リビトの傷薬〟を持ってきていた。これは柔らかな軟なん膏こうで、鎖で繫つながれ青く膿うんでいた足首に塗ると、たちまち傷が治るのだった。

　あとは殴られたり、蹴けられたりしてできた傷。身体中にアザや傷があったから。

「どう？　もう痛くない？」

「……ええ」

「服も着替えて。うちには男の子がいないから、お父様の子供時代の古着で悪いけど」

　それにしても、髪を整えまともな服を着ただけで、さっきまで奴隷の子だったとは思えない、気品すら漂う佇たたずまいだ。

　見た目が整っているのと、十二歳の子供にしては大人びた雰囲気のせいだろうか。

「これは、お情けのつもりですか、お嬢様」

　だけどトールは鏡ごしに私を見て、皮肉たっぷりに鼻で笑った。

「俺に情けをかけて、こんな風に小こ綺ぎ麗れいにしてやって。それで俺が喜んでいると思い込んでいるんだ。俺は感謝の言葉の一つや二つ、言った方がいいんですかね？」

「それは……」

　トールは私のエゴだって言いたいんだろう。

　そう思うのも無理はない。結局、奴隷商からトールを買い取ったことに変わりはなく、トールにしてみれば買い取り手が別の人になっただけの話で。

「確かに……私はあなたを、親にお金を借りて買った。否定しないわ。だけど、それはあなたが魔法の力を持っていたからよ」

「魔法？　魔法が使えたら助けてもらえるのか？　あの場所には奴隷なんてたくさんいたのに。俺なんかよりずっと不器用で、酷ひどい仕打ちを受けていた哀れな子どもたちが！」

「そうよ。だって私は、あなたしか見つけられなかった」

　これは、酷く不公平な話かも知れない。

　だけど、多分、噓をついてもこの子は見抜く。私を信用しないだろう。

「あなたを見つけられたのは、あなたに魔力があったせいよ。私、ひと目見てすぐに分かった。あんなところで、奴隷として終わらせていい子じゃないって」

　そして私は、その名を口にした。

「だって、この世界は〝メイデーア〟だもの」

　メイデーア。この世界をこの名で呼ぶ者はだいたい魔術師である。

　この世界で最初の魔術師が、そう名付けた。

「……メイデーア？」

「この世界の総称のことよ。もう、一般人には忘れられた名前らしいけれど。メイデーアは、各国の歴史的な大魔術師が、善かれ悪かれ時代を動かしてきた世界なの」

　私はこの部屋の本棚から一冊の童話の絵本を取り出すと、トールをソファに座らせた。

「知ってる？　『トネリコの勇者』のお話」

　トールはしばらく黙って、私の持つ本の表紙を見つめていたが、やがて首を振った。

　だが、その瞳には興味の色が滲にじんでいる。

「五百年前、この世界には偉大な魔術師が三人いたの。一人目は〈黒の魔王〉、二人目は〈白の賢者〉、そして三人目は〈紅の魔女〉。彼らは力くらべをするうちに、やがて世界を巻き込む戦争を引き起こしてしまった。五百年前の魔法大戦よ。これが、メイデーアの魔法の技術を一気に押し上げたと言われているわ……」






雪国の獣たち

四肢を折られて繫がれた

黒の魔王の奴隷にされた




湖の精霊たち

騙だまされて鍋なべで煮込まれた

白の賢者に忠誠を誓うまで




美しき乙女たち

燃え果てるまで火ひ炙あぶりだ

紅の魔女は紅ぐ蓮れんのごとく嫉しつ妬と深い




ああ怖い

扉の向こうの魔法使い！








　一ページ目は、そんな童謡ではじまる。

　ルスキア王国の子どもなら皆知っている歌だが、トールはピンとこないみたい。

「トネリコの勇者ってのは？」

「三人の魔術師の暴走を止めた、一人の若者のことよ。彼は黄金の剣を手に、四人の仲間を引き連れて、三人の魔術師を打ち滅ぼしたの」

　童話には、子供にもわかりやすいよう、その過程はとても簡易に描かれている。

　トネリコの勇者は、まず自分の師匠だった〈白の賢者〉を倒した。

　次に、魔物を従えて一国家を築いていた〈黒の魔王〉を葬った。

　そして最後に、最も凶悪だった〈紅の魔女〉の自爆に巻き込まれて死んだ。

　こうして世界は、勇者の命を礎に平和になったという。

「我がオディリール家の先祖こそ、三人の魔術師の一人〈紅の魔女〉よ。五百年前の大戦で、メイデーアの真ん中にドでかい穴を開けちゃった」

「紅の魔女は……聞いたことがあるかもしれない」

「そうでしょう？　この世界で一番悪い魔女のことだもの。おかげで子供を脅かす代名詞になっちゃった」

　オディリール家の先祖〈紅の魔女〉は、最終決戦で〈トネリコの勇者〉を巻き込み、大爆発を起こしたという。

　その力を受け継いでいるせいか、私のようなオディリール家の女子は【火】の申し子である確率が高い。だからトールの足の鎖を溶かす熱魔法を、簡単に使うことができた。

「この世界における魔法の才能は、良い意味でも悪い意味でも、世界を動かす力になりうるの。気に入らないことがあるなら、魔法を磨いて、大魔術師になって、そしてあなたが世界を変えればいいじゃない。この三人の魔術師のように」

　パタンと、本を閉じる。

　歴史に名を残したような大魔術師は、誰だって、この世界を変えたいと思って何かを成し遂げたのではないかな。

　理想を抱き、その夢を追いかけて……

　それが最終的に、どんな結末を迎え、悪者として語り継がれてしまっても。

「……お嬢様、あんた変わってますね」

「そう？　私はいたって正気のつもりだけど」

　クスッと笑い、私はトールに向き直ると、自らの胸に手を当てた。

「改めて名乗るわ。私はマキア・オディリール。得意な魔法の属性は【火】で、魔法薬の勉強も大好き。あとどこでも寝られるという特技があるわ。底意地が悪そうな顔はきっと〈紅の魔女〉譲りよ。私はこの世界で一番悪い魔女の、末まつ裔えいなのだから」

　たとえこの世で一番嫌われ、憎まれた魔女の末裔であろうとも、私はそのことを誇りに思っている。ゆえに私は、ご先祖様から譲り受けたものは大切にして、彼女のような偉大な魔女になりたい。

「あなたがまた鎖で繫がれるようなことがあったら、私が必ず溶かしてあげる」

　今日、自分が名付けた〝トール〟に、私は手を伸ばした。

「だから、二人でメイデーアを動かせるような大魔術師を目指しましょう。私、ずっとね、お互いを高め合えるような〝誰か〟を、探してたの」

　トールはしばらくこの手を見つめていたが、

「……はあ。わかりましたよ、お嬢様。とりあえず、あんたについてってみます。意外と面白そうなので」

　相変わらず嫌味っぽく笑い、結局この小さな手を取った。

　彼の心にも、私を利用して成り上がってやろうという野望くらいは、灯ともったのかもしれない。




　この世界は、現代も魔術師たちが運命を左右するメイデーア。

　私とトールの出会いが、のちのメイデーアの歴史を大きく動かすことになるなんて、この時の私たちは知る由も無い。








第二話　塩の森









　今日も夢を見た。

　意気地なしの冴さえない女の子が、刺されて落ちてく夢。

「変なところで寝たからかしら？　……ふああ～、へっくち」

　麻袋の中からもぞもぞと這はい出しながら、私はあくびとくしゃみを同時にして、体をブルッと震わせた。

　アトリエの、しかも麻袋なんかで寝たのがバレたら、トールに怒られてしまう。使用人ですらそんなところじゃ寝ないぞって。

　ここはオディリール家の屋敷にある、魔法薬の調合をするアトリエだ。

「お父様とお母様にはまだ早いって言われたけれど、今日こそちゃんと〝リビトの傷薬〟を調合してみせるわ。もう３回失敗してるし、次はないわよマキア」

　私は自分に言い聞かせ、長い髪をポニーテールにして気合を入れる。

　オディリール家の屋敷は、近くの農村の子どもたちに幽霊屋敷と馬鹿にされるほど廃れているが、これでも歴れつきとした魔術師の名門で、『この世界で一番悪い魔女』の末裔である。

　私はそんな我が家の、次期魔女男爵バロネスマキア・オディリール。

　まだ十一歳の少女でありながら、赤いリップの挑発的な悪女面で、両親は私が生まれ落ちた時、この顔を見ただけで「最悪の魔女になるだろう！」と歓喜し、さらには赤子のくしゃみがお父様のあご髭ひげを燃やしてしまったので「最強の魔女になるだろう！」と号泣したという。

　かの〈紅くれないの魔女〉のように、わがままで悪どい魔女になるに違いないと周囲は噂したが、両親は「期待されているのだ」と徹底的に肯定し、私の自信と誇りに変えてくれた。

　私は自分が嫌いではない。

　この見た目も好きだし、頭だっていい。失敗を恐れず何事にも挑戦する度胸もあるし、少ない使用人を労ねぎらう心だって持ち合わせている。毎年、お誕生日には手書きのカードと魔法のポプリを贈っているしね。

　だけど、この自尊心を揺るがせる存在が現れて……

「おかしい、おかしいわ。私、赤ちゃんの頃からオディリール家の百年に一人の逸材と言われ続けて、必死で頑張ってきたのに、たった半年でトールに追い抜かれるなんてっ！」

　踏み台の上に立ち、魔法薬の素材を正しくぶち込みながら、ブツブツ呟つぶやいていた。

　そう。私が買った奴隷のトール。

　彼の魔法の才能は、私の予想をはるかに超えるものだった。

　本格的に魔法の勉強を始め、たった半年で私と同等、いや、魔法によっては私以上の力をつけて、その才能を開花させつつあるのだ。

　昨日だって、私が〝リビトの傷薬〟の調合をミスして爆発騒ぎを起こし、トールに鎮火を助けてもらう羽目になったからって、あの野郎、私をからかうように笑って、

『マキアお嬢様って、案外普通なんですね』

　ですって。

「あああああ。生意気！　生意気だ！　私の才能を普通だなんて……っ！」

　今じゃすっかりライバルで、私の闘志に火がついている。

　トールは一応、オディリール家の門下生であり、使用人という立場だ。

　とにかく気が利くし、ちょっとした頼み事をすれば器用にこなしてくれるし、苦労しているせいか十二歳とは思えない大人びた雰囲気があり、それが周囲に魅力的に映る。少年らしからぬ妙な色気も漂っているとかで、使用人のお姉さんたちにも人気だ。

　両親は根っからの魔術師で、家柄や生まれにはあまり興味がなく才能主義だ。育てれば伸びるものを育てたがる。

　魔法に関しては、お父様が私とトールを一緒に教えているし、トールは魔法だけでなく剣の才能もあるとかで、我が家の老騎士ゴドウィンが指導をつけている。礼儀作法はお母様が教えているし、飲み込みの早いトールは何でもこなしてしまう。

　両親はトールに対し、どこに出しても恥ずかしくない教育を徹底して施しているのだ。

　まるで養子に迎えんとする勢いで、私の立場も危ういが、奴隷だったトールが才能を開花させ、認められていくのはとても嬉うれしい。

　でも私だって負けてはいられない。

　それで、昨晩からずっとアトリエに篭こもっていた。子どもが勝手に鍋を煮込むなんてと思うかもしれないが、オディリール家では普通の光景だ。

「あ……」

　薬草を煮出している間、アトリエの窓から外を見てみたら、トールがちょうど剣の稽けい古こに励んでいた。朝から庭先で、老騎士ゴドウィンに手ほどきを受け、汗だくになっているのだ。転んでも転んでも、起き上がって。

「ふふっ。頑張ってる頑張ってる」

　トールが頑張っているところを見ると、私もやる気に満ちてくる。

　彼に負けたくないという気持ちは尊いものだ。おかげで私はより最強最悪の魔女に近づくだろう。

　私は再び踏み台に上って、おすまし顔で鍋を覗のぞき込んだ。

「ぎゃあっ！　煮出し過ぎてるっ!?」







　それから一時間後のこと。

「ねえトール、剣のお稽古終わった？」

　ちょいちょいと背中の服を引っ張って声をかけた。トールは噴水の水で顔を洗っていたが、私に呼ばれて振り返る。

　濡ぬれた黒髪が一層色濃く見え、美しい。この国じゃ黒髪はとても珍しいのよね。

「何か頼み事でもあるんですか、お嬢」

「あのね、〝塩の森〟にいるお祖母ばあ様のところに行くからついて来て欲しいの。歯磨き粉をもらいに行くのよ」

「塩の森？」

「デリアフィールドの北端には真っ白な森が広がっていて〝塩の森〟って呼ばれてるの。変わった魔法素材がたくさん採集できるから、トールにも面白いと思うわよ」

　トールは目をパチクリとさせて、しばらく何か考えていた。その間に私は手をかざし、

「メル・ビス・マキア───洗い乾かせ」

　チョチョイと熱魔法を使い、汗だくだったトールの髪と体を乾かすよう命じる。

「ああ、ありがとうございますお嬢。……流石に【火】属性の魔法は、まだお嬢には敵かないません。さすがは【火】の申し子ですね」

「褒められてるのに何かムカつく……っ。さっさと一張羅に替えてらっしゃい！」

「おお、怖い怖い」

　おどけた顔をして逃げ去り、すぐに着替えて戻ってきたトール。

　私も黒いローブを羽織って、持っていくバスケットを用意して、準備を整えた。

　お母様に見送られながら、塩の森の入り口までは馬車に乗っていく。連れて来てくれたのは、我が家の老騎士ゴドウィンだ。

「帰りは遅くなりませんように、マキアお嬢様」

「ええ。ゴドウィンも、五時間後にまたここへ来てちょうだい」

「御意。トール、お前もお嬢様をしっかりお守りするように。それが騎士の務めだぞ」

「……はい。承知しております師匠」

　そこからは私とトールだけで森を進む。はじまりは普通の森なのだが、徐々にその森が〝塩の森〟と呼ばれる所以ゆえんがわかってくると思うわ。

「へえ。本当に植物や土や岩が白いんですね。それに、いきなり気温が下がった。お嬢の遊び場ってこんな虚むなしい場所なんですか？」

「そーよ。でもこんなに楽しいところも無いのよ」

　トールって、二人の時は私のことを「お嬢」と呼ぶ。

　マキアお嬢様と長ったらしく呼ばれるより、親しみを感じて私は好き。もしかしたら、からかってそう言っているのかもしれないけど。

　前に、敬語でなくても良いのよって言ったことがあるけど、その時は、俺の立場も考えてくださいよって、鼻で笑われた。

　トールにとっては敬語の方が楽なのだろう。あと敬語だからこそ好き勝手にからかうこともできるのかも。そこら辺、絶妙なバランスだと感心するわ。

「なぜこの森はこんなに白いんでしょう。魔力の匂いも濃い」

「ここではね、特殊な魔力が地下の深い場所から染み出していて、それが地表で白く結晶化しているの。まるで塩のようだから、塩の森。実際に塩湖もあって、魔力の含有量も豊富な塩がとれるのよ。魔法の材料にもなるし美味おいしい塩だから、これが馬鹿売れして我が家が潤うって言うかー」

「…………」

「ゴホン。この森には、固有の生物が何種も生息しているし、変わった植物がたくさん見つかるわ。ほら、アレとか」

　私はお目当ての場所に辿たどり着くと、鮮やかな真っ赤な果実を実らせる白い木に向かってダッシュ。ローブのポケットからハサミを取り出し、爪先立ちして果実を採取し始める。

　採ったものは、ローブのフードの中へ。

「これ、林りん檎ごですか？」

　トールがさりげなく、私を脇から抱えてくれた。

　私とトールの身長差は頭二つ分もある。トールが体を鍛えニョキニョキ背が伸びてくのに対し、私は瘦やせっぽちでチビのままだから。

「この森で採れる林檎は、大地の魔力をたっぷり詰め込んだ〝塩林檎〟よ。実際に少し塩気もあって、このしょっぱさが蜜みつの甘さを引き立てるっていうか、凄すごく美味しいの。オディリール家伝統のお料理や魔法菓子作りには欠かせないわ。トールも知らないうちにたくさん食べてきたと思うわよ」

「もしかして奥様お得意の〝林檎の豚肉巻き〟は、この塩林檎で作られているんですか」

「そうそう！　あれ大好き！　あとは塩林檎入りポテトサラダとか、きのこと塩林檎のマリネとか、塩林檎ケーキとか。塩林檎は体内の魔力の流れを整えるから、毎日食べていれば魔法の精度も上がるんだって。魔術師にとっては、奇跡のような食べ物よ」

　ああ、なんだかお腹すいてきた。朝も塩林檎とキャラメルを練りこんだマフィンを食べて来たのに。

「塩林檎だけじゃなく、この森で生まれる植物や生物は高い魔力を秘めた固有種ばかりで、まだまだ研究しがいがあるし、色んな可能性を秘めているわ。あ、もう下ろして良いのよ」

　地面に降りると、私はフードに入れていた塩林檎を手際よくバスケットに仕舞い、代わりに大きなレジャーシートやティーセットを取り出す。

「お腹すいてきたからここら辺でピクニックしましょう？　私、色々持ってきたの」

「ひと気のない恐ろしい森でピクニックしたいだなんて、魔女みたいですね」

「だって魔女だもの。あ、まだ魔法学校卒業してないから、魔女の卵だけど」

「魔法学校を卒業しないと、魔女になれないんですか？」

「そういう訳でもないんだけど、我が家の魔術師は皆、魔法学校を卒業するまでは卵扱いだわ。子ども時代にどれほど魔法を習得しようとも、ね」

　そんな話をしながら、私はまたバスケットを探ってあれこれ取り出す。

　これはかつて〈紅の魔女〉が愛用していた魔法のバスケットで、見た目と実際の容量がまるで違う。バスケットの中は魔法の空間で、冷蔵スペース、保温スペース、常温スペースなどに分かれており、食べ物を運んだり収集物を保管するのに便利だ。五百年前の代物なのに、高度な空間魔法が施されているとか。

　野外用の調理器具を取り出し……細長いライ麦パン、マヨネーズ瓶、ピクルス、オリーブ、小玉レタス、チーズ、トマト、鴨ハムを取り出し……

　ボウルに魔法で水を溜ため、野菜やさっきもいだ塩林檎を洗ったら、

「あ、トール、塩林檎を一つ、薄切りにして」

「はいはい」

　これを一つ、トールに向かってポイ。

　トールは【風】の魔法を使い、林檎を小さな風の球に閉じ込めた。

「サガ・ラーム・トール───風よ、分断せよ」

　そう唱えると、風の球の中で見えない風の刃が行き来し、私の望み通りの林檎の薄切りを作って見せた。

　これは小規模な風の結界。ただ風を操るだけではなく、空間を制限した使い方で、とても難しい。難易度の高い技を、いとも簡単に使うのよね、こいつ。

「これ、何に使うんです」

「サンドウィッチに挟むのよ。塩林檎は甘じょっぱいから、生だとドレッシングがわりになるの。鴨ハムにすっごく合うのよ」

「ああ、なるほど。そういうことか……」

　私は薄切りにした鴨ハムを軽く炙あぶっている。【火】の魔法が得意だと、こんな時に便利。

　お皿に並べた鴨ハムに、指先を突きつけて炙るよう命じるだけで良いのだから。

　鴨ハムが焼けたら、細長いライ麦パンを半分に切って横に切れ目をいれ、マヨネーズを片面に塗り、炙った鴨ハム、ちぎった小玉レタスとスライストマト、塩林檎、ピクルスやオリーブを挟み込んで出来上がり。

「できたーっ！　オディリール家の伝統レシピ、塩林檎と鴨ハムのサンド！」

「てっきり出来合いを持ってきたのかと思ってたんですけどね。ここで作らされるとは思ってもみませんでしたよ」

「魔法料理は出来立てが一番美味しくて効果があるって、お母様が言ってたもの。それに様々な属性の魔法の特訓にもなるのよ。現に、水と火と、風の魔法を使ったでしょう？　さ、いただきましょ」

　瑞みず々みずしい新鮮な野菜と、鴨ハムを挟んだサンドウィッチを、端からかぶりつく。

　鴨ハムは皮の部分にたっぷりの胡こ椒しようがついており、炙ることで肉汁が滴り、これが塩林檎のフルーティーな果汁と合わさって極上の味わいになる。パンに挟むことで、全てを無駄なく包み込み、一気に頰張れるのが贅ぜい沢たくだ。あっさりしつつも満足度の高い一品で、気分も上々である。

「んー、これこれ。オディリール家の魔術師は、塩林檎に育てられるって言うくらい」

「確かに……鴨ハムと塩林檎って合いますね。これは美味しい」

　食後はお湯を沸かし、ガラスのティーセットを並べて、オディリール家の薬園で育った数種のハーブで、フレッシュハーブティーを淹いれる。というかトールが淹れてくれた。お茶の淹れ方は早い段階でお母様が教え込んだみたいだから。

　ルスキア王国はガラス工芸が盛んな国でもあり、ティーポットとティーカップもガラスが主流。これに木漏れ日が差すと、お湯に浸ったハーブの緑が反射してとても綺き麗れいなの。

　スーッと爽さわやかなハーブの香りが、刺激的でもあり、心地よくもある。

「レモンバーム、ローズマリー、ペパーミント……はあ。いい香り。甘いお菓子も持ってくれば良かったわ」

「野いちごでも摘んできましょうか」

「ううん。大丈夫よ。お祖母様も私たちが森に来ていることは気づいているでしょうし、きっとクッキーを焼いて待っているわ。お腹すかせとかなきゃ」

　ハーブティーのおかげで気分もスッキリ。魔力回復にも役立つので魔術師はよくハーブティーを飲むという。

　塩の森の昼下がり。トールと過ごす、ティータイムの穏やかな時間が嫌いじゃない。




　さて、ランチとティータイムを終えて再び森を進んでいた時だ。

「ああっ、髪が引っかかった」

　草木をかき分けてグイグイ行ってたので、途中、長い髪が木の枝に引っかかる。トールがすぐにやってきて、器用に解ほどいてくれた。

「ったく、気をつけてくださいよ、お嬢」

「ありがとうトール。塩の森を散策していると、よく引っかかっちゃうの。なぜか静電気のように、木々が髪を引き寄せるのよね。いっそ短くした方がいいかしら」

　なんて、髪をつまんで弄いじっていると、トールが慌てて首を振る。

「それはいけませんよお嬢。髪だけは凄く綺麗なんですから、大事にしないと」

「髪だけって何よ、髪だけって」

　魔女は髪が長い方が魔法を上手に使えるという、古臭い習わしに則のつとって伸ばしているけれど、ここ最近それはあまり関係ないとも言われる。

　まあでも、トールがそれなりに気に入ってくれているのなら、伸ばしておこう。お手入れも頑張ってみようかしら。

「ねえお嬢。あれ何でしょう」

　私の髪が引っかかったその木を見上げ、トールが何か見つけたようだ。

　彼は【氷】の刃を頭上の木の枝に向かって放ち、狙いの枝を切り落とした。

　落ちてきた枝を難なくキャッチし、まじまじと見つめている。

　彼の持つ枝の先には、結晶化した雫しずくが数粒ぶら下がっていた。虹にじ色の光を閉じ込めたオパールのようで、とても綺麗。

「あああ！」

　思わぬレアアイテムを前に私は飛び上がる。

「それは〝塩の森の涙〟よ！　地中の奥深くにある、特に質の良い魔力が吸い上げられて結晶化したものなの。滅多に見つけられないのよ！」

「……売ると高いですか？」

「そっ、そんな勿もつ体たい無いことしないで！　後から買うとめちゃくちゃ高いんだから！　魔法の補助をしてくれるから剣や杖つえの装飾にしたり、指輪にはめ込むべきよ」

　そして自分の白銀の指輪を得意げに見せる。真ん中にポチッと塩の森の涙がはめ込まれているから。

　トールは興奮気味の私とは対照的にクールだが、とりあえず塩の森の涙を枝からもいで、雑にポケットに入れる。

「待って待って、保存用の瓶を持って来たからそれでちゃんと保存して」

「雑なようで、意外と几き帳ちよう面めんですよね、お嬢」

　そんなこんなで採取活動を楽しんでいた時、揺れ動く巨大な影に気がつき、ハッとして顔を上げた。

「あああっ、ブルードラゴンフライ！」

　またまた興奮して、それを追いかける。

「ちょっ、お嬢！　ちょろちょろ動き回らないでくださいよ、コケても知らないぞ！」

　私が走り出し、トールが慌ててそれを追いかける。

　私が「上、上」と、頭上を指差して飛び跳ねるので、やっと視線を上げたトールが、

「うわあ……」

　珍しく目を見開き、少年っぽい顔をして驚いていた。半透明の青い翅はねを持つ、巨大な細長い虫が、大白ケヤキの隙間をうねりながら浮遊していたからだ。

　お日様の真下に来ると翅に光が射し、ステンドグラスのように色が透けて白い森に映り込み、柔らかく流動的な〝青〟が一帯を覆う。

　この現象を〝塩の森の水底〟という。まるで、水底から水面を見上げているようだから。

「綺麗ねえ。塩の森にしか生息していない虫よ」

「……ええ」

「私、ブルードラゴンフライを見たいがために、ここに来るのかも」

　トールをチラリと見た。驚きと感動と、好奇心に満ちたその菫すみれ色の瞳ひとみに、彼をここに連れてきてよかったなと思ったり。

　そして、私もまた幻想的な森の芸術に身を浸す。

　ゆったりした蟲むしの動きをただただ眺めているだけで、心地よい時間が静かに流れていく。

「あ、お嬢！　あの虫、翅を落としましたよ！」

「うそ！　どこに落ちた!?　ブルードラゴンフライの抜け翅は魔法を反射する力があるの！　貴重な防具になるんだから！」

　こんな風に塩の森でしか採集できないものを、宝探しのごとく見つけ、集めて回る。

　普段は大人ぶったトールも、どこか子どもらしく、楽しそうだ。

「あらっ」

　ただそれに夢中になりすぎた私は、前方不注意で木の根に躓つまずいてしまい、そのまま急な坂道に放り出され、

「お嬢！」

　トールが私の腕を掴つかんで引き寄せ、庇かばうように抱きしめたまま、一緒に坂道を転がり落ちてしまった。

「……うっ、うううっ。トール、ごめんね。私が不注意だったから」

　結果、トールは腕や頰、足が掠かすり傷だらけになってしまう。

　私に怪我は無い。コロコロ転がったせいで、髪にたくさんの葉や木の枝を巻き込んで、鳥の巣みたいになってるけど。

「大した怪我じゃないです。蹴け飛ばされたり、殴られてた頃より、ずっとマシですから」

「そんなの比べることじゃ無いわよ」

　ズビッと鼻をすすり、カバンから今朝作ったばかりの魔法薬の小瓶を取り出した。

「これ使って。今朝私が作った〝リビトの傷薬〟よ」

「え。それ……大丈夫なんですか？」

　身構えるトール。確かにこれは、何度も失敗を重ねた魔法薬である。

「今朝のはちゃんと成功したんだから！　ほら、大人しく私の薬の被験体になりなさい」

「さっきまでしおらしく泣いてたくせに……」

　オディリール家の温室で育てた大アロエの果肉とジャノメエリカを煮出し、さらに赤粉末[image: №]８と塩の森の塩、リビトガエルの唾だ液えきを混ぜて煮詰めたものだ。

　どろっとした濃いピンク色の塗り薬。これをトールの怪我に塗ると、傷口はみるみる消えていった。すっかり綺麗だ。

「おお。旦だん那な様の薬の治癒力とそう変わらないかも。凄すごいじゃないですか」

「そうでしょうそうでしょう！　ふふん、私だってやればできるのよ」

　トールに褒めてもらい、腕を組んで鼻高々な私。

「でもなんか変な匂いがする」

「そ、それは薬草を煮出し過ぎちゃったせいよ。……次は気をつけるわ」

　トールってばそういうところにすぐ気がつく。唇を尖とがらせる私に対し、彼は真顔で頭を撫なでた。

「何よ。子ども扱いしてるの？」

「いえ、やっぱりお嬢は、生粋の魔女なんだなって」

「でも昨日は〝普通〟とか言ったじゃない」

　ムーッと、膨れっ面になる私。

　トールが手で私の頰を挟み、ぎゅっぎゅっと押す遊びをしながら、

「あれは……失敗して思いのほか激しく号泣してたから、年相応の子どもらしくて普通だなって思ったんですよ。普段があまりにも普通じゃないから、出てきた言葉です」

「……そうなの？」

「あと、意外と泣き虫ですよね、お嬢」

「あー。それは……そうかも」

　魔術師は感情的ではいけない。

　だけどお父様とお母様が、子どものうちは泣くことを勉強しなければと言っていた。泣くと体内の魔力が綺麗になるのだけど、大人になったら泣き方を忘れるみたいだから。

「俺。出会った頃は、お嬢を勘違いしてました。勝手に高飛車でわがままな貴族のお嬢様だと思ってたんですけど……」

「あー」

「でもお嬢は俺の想像を遥はるかに超えてました。高飛車とかわがままとか、そういう次元じゃないっていうか」

「ん？　それはどういう意味かしら、トール？」

「悪い意味じゃないですよ。お嬢は時に偉そうではありますが、驚くほど努力家で、自分の世話も使用人まかせではなく、ほとんど自分でやってしまう。それでもやっぱり気になるというか……たまに変なところで寝てるし」

　あ、うん。今朝も麻袋の中で寝ていたし言い訳もできない……なんて思っていると、トールはぺこりと頭を下げた。

「とはいえ、何か勘違いさせてしまったならすみません。お嬢は確かに、凄いですよ」

「え？　いえ、トールが謝ることじゃないのよ。私が勝手に勘違いして、闘志を燃やしてただけで！」

「闘志？」

「ラ、ライバル心よ。トールがすぐに私を追い越しちゃったから……」

　指をチョンチョンとつつき、恥ずかしがりながら。

　私は反省しなければならない。勝手に、トールならば皮肉の言葉だろうって誤解していた。トールは私のことを、よく見てくれていただけの話なのにね。

「それは……きっと毎日がとても充実していて、楽しいからです。魔法に一生懸命なお嬢を見ていると、俺も頑張らなければと思える。俺だって早く、オディリール家の役に立ちたいですから」

　それは予想外な言葉だった。顔をあげると、トールもまた少し恥ずかしそうにしていた。

　素直な言葉、だからだろうか。ということは本当に……

「ほんと？　ほんと？　毎日、楽しい？　我が家での生活」

「え、あ、はい。気に入ってます」

「じゃあずっとオディリール家にいてくれる？」

　色々としつこく聞く私に、トールはプッと噴き出し、ここぞと生意気な顔して、

「ま、お嬢が一生養ってくれるなら、食いっぱぐれる心配もないですしね」

　十二歳児らしからぬ流し目で、私をからかった。厄介な美少年だ。




　寄り道が過ぎてしまった。本来の目的は、この森に住む私のお祖母ばあ様の元へお使いに行くことだった。

　正規ルートを外れてしまったが、とりあえず歩けそうなところを進んでみる。

　明らかに遭難したとわかれば、それはそれでやりようもあるので、私たちはそれほど深刻には考えておらず、先ほどまでとは少し違う景色に目を奪われたりしている。

　この辺の木々は古い時代のもので、背丈はやたらと高く、幹は太い。金属の糸でも巻いたかのような、妙な擦り傷もある……

「ねえ。見て、赤いアネモネよ」

「凄い……一面に咲き乱れてますね。少し、怖いくらいだ」

　確かに……白い森だからこそ、一層明るい赤色が映え、異常にも思える、その景色。

　この一面に広がる赤は、何かを連想させる……

「少し摘んでゆきますか？」

「そう……ね。お祖母様のお土産にしようかしら」

　私は真っ赤なアネモネの花畑に足を踏み入れ、丁寧に摘んだ。

　アネモネの花って、中心部分が真っ黒で、まるで何かの瞳のよう。

　そういえばアネモネの花は〈紅の魔女〉の象徴だった気がする。花言葉は何だっけ？

「わっ！」

　突然、花の根元から何かが飛び出してきた。

　それはボール大の真っ赤なカエルで、頰や足に何度も突進してくる。

　塩の森の固有生物である、リビトガエルだ。〝リビトの傷薬〟の材料の一つは、このリビトガエルの唾液だったりする。一匹なら大したことないが、複数となると厄介で、振り払っても振り払っても、なぜか私に向かって頭突きしてくる。

「お嬢！」

　トールが短剣を抜いて、それを振るって何匹か切り落とした。

　しかしあまりに数が多く手こずっていると、どこからかピーッと笛の音が響き、その音を嫌ってリビトガエルは飛び跳ねながら去っていく。

「マキア、そこにいるのかい？」

　よく知った声が聞こえ、私は顔をあげる。

　魔光ランプをぶら下げた杖つえを持つ魔女が、花畑の向こう側で、一羽の鳩をお供に立っていた。首から下げている小さく細い笛は、塩の森の涙で作られたもの。

「お祖母様！」

　私は彼女に駆け寄り、抱きついた。亜麻色の短い髪に、鳩の羽根の髪飾りをつけたおしゃれな魔女で、お祖母様と言ってもまだまだ若々しい。

「いつまでも来ないと思ってたら、こんなところで道草を食っていたのかい？　リビトガエルの頭突きは痛かったろう。あれは【火】属性の生物で、より温かいものに向かっていく習性がある。マキアの高い体温に引きつけられたんだろうね」

「お祖母様、私がここにいるって、よくわかりましたね！」

「塩の森は私の庭だもの。忠実な鳩が、お前たちの居場所を教えてくれたからね」

　お祖母様の周りにバサバサと鳩が集まる。塩の森の見回り鳩たち。

「クッキーをたくさん焼いて待っていたんだよ。さあおいで。そこの小僧もね」

　アネモネの花畑を横切って、お祖母様の案内に従い進む。木々も高く日光が差し込まない森奥をしばらく進むと、古いレンガ造りの小屋があった。

　オディリール家の屋敷ではなく、この小屋に住むお祖母様の名は、カメリア。

　彼女は先代当主に嫁いだ魔女である。今は亡き祖父とは魔法学校時代に知り合ったらしく、王族の家庭教師として働いたのちオディリール家に嫁いできた。

　ちなみに私の名付け親でもある。マキアという名をつけてもらった時、両親はこぞって「素晴らしい」と身震いしたというし、私もこの名前が大好き。なのでお祖母様も大好き。

　外は肌寒かったが、小屋の中は暖かく、クッキーの甘く香ばしい香りで満ちている。

「森の散策は楽しかったかい？」

「勿もち論ろん！　タダで貴重な魔法資源を手に入れられるオディリール家の特権を行使しなくては。あ、お父様からお祖母様に王都土産があります。あとお母様から調味料とお手紙が」

「まあ嬉うれしい。待っていた本があるんだよ。それに欲しいと言っていた調味料も」

　お祖母様はこんな辺へん鄙ぴな場所に住んでいるから、手に入らない必要なものを、時々お父様とお母様に伝書鳩で伝えている。お父様が王都に出張で行った際に買って帰り、お母様がそれを纏まとめて、私がここへ運ぶのだった。

「小僧も久しぶりだね。オディリールの屋敷にはもう慣れたかい？」

　トールは畏かしこまって「はい。大奥様」とお辞儀をした。

「前に会った時は、ごぼうの様だったけれど、ちょっとは男子らしくなってきたじゃないか。さあ、ミルクコーヒーを淹いれたげよう。マキアの好きなクッキーは机の上だよ」

　私は「わーい」と机について、クッキーに手を伸ばす。

　私はお祖母様の手作りクッキーが大好き。側面にザラメがたっぷりくっついた、ココアとプレーンの分厚い渦巻きクッキー。特にお祖母様のものは焼き加減が絶妙で、ザラメのザクザク食感がたまらない。

「ふふ。マキアは本当に甘いものが好きだね。小さな頃からそう」

「だって魔女ですもの」

「そうだね。歴代の名だたる魔術師は甘党だったという。魔法を使った後の疲労回復には、糖分の摂取が効果的だからだ」

　はちみつたっぷりのミルクコーヒーを一口すすり、私はホッとため息。

　甘いものを摂取すると幸せな気分になるのは、やっぱり魔術師の性さがなんでしょうね。

「でもトールはそんなに甘いものに固執しないわよね」

「……少し食べるから特別で幸せなんですよ。お嬢はなんていうか、食べ過ぎです」

　一理ある。あるからこそちょっとムカつく。お祖母様も噴き出しているし。

　私は「そうだ」とバスケットから分厚い本を取り出し、付ふ箋せんをつけていた場所を広げ、

「お祖母様、私この魔法のことがよくわからなくて……呪じゆ文もんを唱える際に〝幼ごころを十秒忘れよ〟って、どういうことでしょう」

「ああ、それはね……」

　お祖母様は王族の家庭教師だっただけあり、ものを教えるのが上手だ。

　わからないところをわかりやすく説明してくれるので、私はお祖母様のところへ来る時は、あらかじめ聞きたいことをまとめている。

　一方トールは、不思議そうに室内を見渡していた。ミルクコーヒーをちびちびと啜すすりながら、とても興味深そうに。

　魔光ランプに照らされた薄暗い室内。壁には野バラの実や、ミモザのドライフラワーが吊つり下げられ、瓶詰めにされた薬の材料や、豆、木の実、干した果実、キラキラした鉱物、動物の骨、羅針盤、箒ほうき、ひと一人入れそうな古い甕かめなんかが置かれている。オディリール家にあるものも多いけれど、古き良き魔術師の空気が、ここにはあるのだった。

「何か気になることがあるかい、小僧」

「あの、大奥様。この家はいつの時代のものでしょう。とても古いように思えるのですが」

　多分トールは、なぜこんなところにお祖母様が一人で住んでいるのか、それがずっと気になっているのだ。オディリール家には立派な屋敷があるのに。

「ここはね、五百年前に〈紅の魔女〉が住んでおられた家だよ。もちろん何度か修繕を繰り返しているがね」

「……かの紅の魔女は、この塩の森で生まれたのですか？」

「ああそうさ。私がここに住んでいる理由は、紅の魔女のことをもっと知りたいからだよ」

　そう。オディリール家は最初から貴族だったわけじゃない。のちに〈紅の魔女〉として名を馳はせ、大きな功績と、それ以上に大きな罪を生んだある少女のおかげで、爵位をいただき発展していく。悪名を轟とどろかせながら。

　お祖母様は根っからの研究者で、紅の魔女オタクだ。この小屋を管理しつつ、紅の魔女と塩の森の研究をしている。

「……その、紅の魔女はどうして世界の中心部を焼いたんでしょう。どんな本を読んでも、トネリコの勇者を巻き込んで自爆したとしか書かれてなくて。それだけでは、俺にはよく、わかりません。そこまでする必要があったのか、どうか」

「そうだねえ。歴史の本には、事件だけがつらつらと綴つづられているだけで、当事者の心の内側まで教えてくれない。紅の魔女は結果的に『この世界で一番悪い魔女』と呼ばれるようになってしまったが……」

　お祖母様は伏し目がちになって、ミルクコーヒーにはちみつをたっぷりと入れて匙さじで混ぜながら、まるで秘密の話をするように、囁ささやいた。




「その魔女はただ、叶かなわぬ恋をしていたらしい」




　それは初めて聞く話で、クッキーを頰張っていた私の手が止まる。

　紅の魔女とは、欲しいものを何としてでも手に入れる魔女だと聞いていた。だが、手に入らなかったものが、あったというのだろうか。

　そしてその時、思い出した。先ほど摘んで、ちょうどテーブルの真ん中の花瓶に飾ったばかりの、アネモネの花言葉……

「さあ、そろそろおかえり。あの父と母は放任主義だろうが、帰りが遅いとゴドウィンが心配し始める。あれは先代の時代からオディリール家に仕えてくれた忠臣だ。大事にしなさい。小僧はさっさとでかくなって、あの老体を引退させてやれ」

「……仰せのままに。大奥様」

「マキア、ハーブと塩の歯磨き粉だよ。魔術師にとって歯は命だからね。また何か魔法でわからないことがあったら、聞きにおいで」

「はい！　ありがとうございますお祖母様」

「それと……そのバスケットは大事にするように。〈紅の魔女〉の遺産だからね」

　もう一つ秘密の話でもするように、お祖母様は私の耳元でそう告げた。

　お祖母様は、いつも塩と薬草の香りがする。




　お祖母様の鳩に帰り道の案内をしてもらいながら、私は悶もん々もんと考え続けている。

「どうしたんですお嬢。いつも以上に怖い顔して」

「ねえトール。トールって、恋をしたことある？」

「はい？」

　私の唐突な質問に、怪け訝げんな顔をするトール。

「奴隷に恋なんて許されないんだから、あるわけないでしょう。ああ、でも俺にご執心な奥様方は結構いましたけど」

　……魔性の十二歳め。

「ねえトール。帰ったら今日手に入れたもので、魔法の道具を作りましょう？　塩の森の涙であなたの指輪を作ったり、ブルードラゴンフライの翅はねでコートを作ったり」

「お嬢も、恋には程遠いですねー」

　私たちはまだまだ、恋より魔法。

　でも、私はすっかり思い出していた。赤いアネモネの花言葉。




　あなたを愛している。

　それは、叶わぬ恋の、愛してる。








第三話　流星群の夜









　あれから三年。色々あった。

　例えば、トールと一緒に、母方の叔父おじ様を落とし穴にはめて骨折させたり。

　例えば、港町カルテッドで奴隷を売っていた海賊を、また懲らしめたり。

　例えば、トールを自分の騎士に欲しがる公爵令嬢に、悪夢を見る呪いをかけたり……

　なぜか悪名ばかりを轟かせたけれど、トールと一緒なら怖いものなどなく、良いことも悪いことも、競い合うようにして共にやらかした。

　そんなこんなで、私は十四歳に、トールは十五歳になった。

　私はまだまだ子どもっぽいけど、トールは大人たちとそう変わらない背格好だし、ますます色男に。

「はあ……こいつばかりズルいわ」

　トール、街に出ると若い女の子たちに黄色い声を投げかけられる。

　すっかり紳士らしい振る舞いと愛想笑いを覚えているしね。

「ちょっとトール、女の子たちに無駄な愛想を振りまくのはやめなさい」

「仕方がないでしょうお嬢。オディリール家は悪い噂が立ちやすい。俺くらい愛想よくしとかないと」

「……確かに、今日だけで私、陰口めちゃくちゃ叩たたかれてるわ。あなたを我が物顔で従えているところが感じ悪いんですって。あなたがかわいそうなんですって」

「おや、お嬢。俺はかわいそうなんですか？」

「知らないわよ。自分の胸に聞いてみて！」

　今日は父の仕事について、ルスキア王国第三の都市であるデルハーグに来ていた。

　ここは公爵家であるビグレイツ家の領地で、お父様はビグレイツ家の顧問魔術師でもあるのだった。

「明日あしたは公爵様主催の舞踏会よ。トール、帰ったらまたダンスのレッスンしなくちゃ。あなた、ダンスが唯一苦手なんだから」

「わかってますよ。俺も恥かきたくないですし……でも憂ゆう鬱うつだ……」

「あ、見てトール、可愛い」

　賑にぎわう大通りには様々な露店が立ち並び、私は天然石で作ったアクセサリーを売っている店で足を止めた。どれも高価なものではなかったが、東の国のデザインが斬ざん新しんで、ちょっと見入ってしまう。

「何か欲しいですか？　俺が買ってあげてもいいですよ？」

「い、いいわよ。使用人に買ってもらうほど落ちぶれちゃいないわ」

「でもお嬢、今日は十四歳のお誕生日ですよ。めでたく俺と出会った、お嬢にとって最も運の良かった日です」

「……言うようになったじゃない、あなたも」

　んーそうねえ～、そこまで言うんだったら～、この紅水晶の雫しずく型のイヤリングなんて、淡い色合いで可愛いわねえ～。

　なんて、まんざらでもなく品定めしていると、

「きゃあああ！　ひったくりよ！　誰か止めて[image: ～][image: ～]っ！」

　大通りから甲高い悲鳴が聞こえた。これだけ大きく管理された街にも悪党はいる。

　どうやら二人組の男が、中年女性のカバンを盗んで逃走中のようで、警備隊も近くにはいない。

「トール」

「はい、お嬢」

　私に命じられ、トールは腰の剣の柄つかを握り、飛び出す。

　そして得意の浮遊魔法で悪党どもが盗んだカバンをひょいと宙に浮かせた。

「ああっ」「カバンが飛んだ!?」

　悪党が慌てて足を止め、宙に浮くカバンを取り戻そうと手を伸ばした直後、トールの剣が無駄なく舞い、奴らの装備や衣服を切り落とした。

「ぎゃあ！」

　なぜか無駄に恥ずかしがる悪党二人組に向かって、

「メル・ビス・マキア───茨いばらよ拘束せよ」

　私は簡単な【草】属性の魔法を使い、ちょうど道の端にあったバラの植木を利用し、茨をズルズルと伸ばして見苦しい裸体を縛り上げた。

「イタタタタタタタ」「トゲが刺さるっ！」

　悪党どもは痛みに悶もだえているが、そんなことしたら一層トゲがお肉に食い込むわよ。

「あははっ、いいざま！　人のものを盗もうとするからよ」

「な、何だこのクソガキ～っ」

「そんな口利いていいの？　もっと縛りをキツくしてやる！」

「お嬢、悪党で遊ぶのはそこらへんにしてください。どっちが悪党かわかりませんよ」

　トールがカバンを元の女性に返し、私を嗜たしなめた。だいたいいつもこんな感じ。







「オディリール家の令嬢とその騎士がひったくり退治とは、恐れ入ったね。そういえば以前もカルテッドで海賊を潰つぶしたんだったか。いやはや、全く。末恐ろしい」

　別荘でダンスの練習をしていたら、この件を知ったデルハーグ公爵ビグレイツ卿きように呼び出しを食らい、公爵様は呆あきれつつもこの件を労ねぎらってくれた。

「お前も気が気ではないだろう、エリオット」

「ふふ。マキアのことはトールが見てくれているので、私はそう心配はしておりませんよ、公爵様」

　部屋にはお父様もいて、ちょうど公爵様と明日の段取りをしていたみたい。

　公爵様はお父様より一回り歳上で子沢山。ちなみに私と同じ歳の娘スミルダ嬢がいるが、そいつがたいそう甘やかされ、わがまま放題。

　公爵様本人はまあ、父とも仲良く、悪くないお人柄なのだが。

「褒美と言っては何だが、城の隣にある星の観測塔の使用を許可しよう。前に興味があると言っていただろう？」

「ええっ、いいのですか公爵様!?」

　私は思わず手を合わせ、身を乗り出した。

　ビグレイツ家はデルハーグを見下ろす丘の上にあり、隣には星の観測塔がある。

「ああ、いいとも。マキア嬢は勉強熱心で感心だ。うちの娘にもそのくらい熱心なことがあればいいのだが……流行のドレスをコレクションすることばかりに執心で……」

「では早速、行ってきまーす！」

　公爵様の悩ましい話の途中ではあったが、私はトールを引っ張って部屋を出た。

　部屋を出ると例の公爵令嬢スミルダがいて、頭の両サイドにくっつけたクロワッサンみたいな縦ロールを弄いじりながら、

「ごきげんようマキア。今からあたくしが遊んであげてもよくってよ！」

「あ、ごめんスミルダ。星の観測でちょっと忙しいのよ。明日ね」

「…………」

　なんだかんだと幼おさな馴な染じみで構ってちゃんなので、スミルダは私と遊んでやろうとしたがる。

　まあ、私もそう暇ではないので、今日のところはお断りするけど。

「いいんですか、お嬢。一応公爵様のご令嬢ですよ」

「いいのよ。前に金と権力の力でトールを横取りしようとしたもの、あの子」

「ああ……そんなこともありましたね。お嬢がスミルダ嬢に、悪夢を見る呪いをかけて諦あきらめさせたんでしたっけ」

「ええ。あなたを横から奪われるのは許せないもの」

「俺はお嬢のお気に入り、ですからねえ。モテる男は辛つらいですよ」

「……得意げな顔して。ムカつくっ！」

　そんな会話の途中、お父様に明日のことで聞いておきたいことがあったのを思い出し、「あっ」と立ち止まる。

「俺がお伺いに行きましょうか？」

「ううん、お母様へのお土産についてだから、私が直接聞くわ。トールは先に行って、準備をしていて。夏とはいえ、ここの夜は少し冷えるから」

　そして私は急ぎ足で引き返す。さっきまでいた公爵様の部屋に。

　スミルダもまだそこにいて、相変わらず頭のクロワッサンを弄っている。

「マキアったら戻って来ちゃってどうしたのお～。やっぱりあたくしと遊びたくなった？」

「違うわよ。お父様に伺いたいことがあったの」

　ドアをノックしようとした時、お父様の声が聞こえ、私は手を止める。

「実のところ……将来トールを、我がオディリール家の婿養子にと考えています」

「……!?」

　盗み聞きしてしまったその言葉に、私は目をパチクリとさせ、ついでにスミルダと顔を見合わせる。そして二人して、ドアに耳をくっつけた。

　婿養子？　婿養子ってことは、もしかして私の夫ってこと？

「……ほう。あの少年は魔術も剣術も、優れた才能を持っていると聞いている。器量もいいしな。うちの娘にも、何度あの子が欲しいと強請ねだられたことか」

「ははは。非常に頭の良い子で気が利くので、私もついつい仕事に連れて行くことがあります。そしてマキアに文句を言われてしまう。お父様がトールを連れて行くから私は退屈して死にかけた、とか」

「あははは。言いそうだ、言いそうだ」

　公爵様と同じように、隣のスミルダが「言いそうだわ」と。やかましいわね。

「しかしそれだけトールは有能だ。魔法も剣も、あれほどの才能を持つ者はそうはいないでしょう。娘のマキアが見つけなければ、今も奴隷の身だったかもしれません。そう考えると、やはり、あの子が我が家に来たことが運命……」

　お父様は、少し間をおいて、公爵様にある頼みごとを申し出た。

「できればトールを、マキアが魔法学校に行くタイミングで王都の騎士学校に入れてやりたいと思っています。しかしあの学校は推薦以外に入学の術すべがありません。できればその際は、公爵様にお力添えを頂きたく」

「なるほど。承知したよエリオット。お前とは長いつき合いだ。それに顧問魔術師であるオディリール家の発展は、我がビグレイツ家としても望ましい……」

　公爵様とお父様の会話を聴き終え、私はお父様に聞きたかったことすら忘れ、その場から小走りで去った。はわわわと頭を抱えながら。

　トールが私の婿養子。

　トールが私の婿養子……ですって……っ!?

「マキアったら奴隷出身の男と結婚するのお？　オディリール家も落ちるところまで落ちたのねえ。あたくしなんて王太子妃候補なのに！」

　わざわざ後ろについてきて、嫌味を言ってくるスミルダ。

「何よスミルダ、その言い草。あんなにトールを欲しがってたくせに」

「騎士ならば生まれは目を瞑つぶるわよお。美形であることの方が大事。でも結婚相手となったら話は別よお。貴族の令嬢が奴隷だった男と結婚なんてあり得ない。やめといた方がいいんじゃないマキア～。オディリール家がますます馬鹿にされちゃう。ふふっ」

　私は足を止めた。

　結局スミルダも、トールを〝もの〟のように思っていて、欲しがっていても対等な人間であるとか、良きパートナーであろうという意識はないのだ。

　そこにあるのは、彼を奴隷として売買していた奴らと同じ。綺き麗れいだから、欲しいだけ。

　誰も本当に、トールのことを愛しちゃいない。

「馬鹿にされる？　上等じゃない。周りに何を言われようとも、私がトールを好きなら文句ないでしょ」

「え？」

「私は偉大な魔女になるし、将来の魔女男爵バロネスよ。トールが旦だん那な様として隣で支えてくれるなら、どう考えても最強だから、まずは大嵐を巻き起こしてやる。最初に吹っ飛ぶのはあんたの大事にしてるドレスクローゼットだからね！」

　スミルダは青ざめ、そのまま自分のクローゼットを確認するため走り去ってしまった。

　私も、もうビグレイツのお屋敷を飛び出し、星の観測塔に駆け込む。

　なんだか猛烈にトールの顔が見たくなってきた。胸がぎゅっと締め付けられている。

　全力疾走で螺ら旋せん階段を上っていたせいか、息苦しい。途中、息を整えるために立ち止まり、自分自身の心に問いかけてみる。

　私、さっき、トールのこと好きって言った？

　そりゃあ好きよ。トールと出会ってから、ずっと大切な人であることに変わりはない。

　だけどこの好きって、もしかして……恋？




「どうしたんです、お嬢。せっかく星が綺麗に見えるのに、さっきから歯を食いしばって俺のこと睨にらんで。怖いんですけど。……俺なんかしました？」

「……あー、ううん。いや、んー」

「何か変なものでも拾い食いしたんでしょう、お嬢ならあり得る」

　確かに私は、せっかく星の観測塔の最上階で、晴れた星空を拝めるというのにベンチに腰掛けトールの顔ばかり見ていた。

　お父様がトールを私の婿養子にしようとしているって……言った方がいいのかな。

　でも、そんなこと言ったら、トールは絶対拒否する。鼻で笑って「流石に無理です」とか「お嬢と結婚するくらいなら死んだほうがマシ」とか言うに違いない。

　というかまあ、そう言われることをたくさんやらかしてきた自覚がある。スミルダにはあんな宣言しちゃったけど、そもそもトールに拒否されたら成り立たない話なのよね。

「お嬢、どうぞこちらに」

　トールは隣に腰掛け、マントを広げる。こんな時に……っ。

「私は……別に寒くないけど。むしろ暑いくらいなんだけど」

「俺がちょっとだけ寒いので」

「…………」

　そこは確かに私の特等席だ。私はいそいそとマントの内側に潜り込み、ちょこんと収まる。小さいのですっぽりと。

「やっぱりお嬢はあったかいですね。流石は【火】の申し子です」

「仕えてるお嬢様を湯たんぽにするのは、あなたくらいでしょうね、トール」

　こんなのいつものことなのに。

　今日はトールの心臓の鼓動まで、意識して聞き取ってしまいそう。今までどうして普通でいられたんだろう、私。

「どうぞ、はちみつミルクコーヒーです。温かいですが、冷たい方がいいですか？」

「いいえ、温かい方がいいわ。……ありがとう」

　マグカップを受け取り、ちびちびと飲む。そして長い溜ため息いきと、僅わずかな静寂。

「やっぱり変ですよ、お嬢。はちみつを入れてないことに気づかないなんて……いつもなら甘くないって文句言うところを」

「え、あ……っ」

　今になってやっと気がついた。確かにいつもは、はちみつたっぷりのミルクコーヒーを好んで飲むし、トールもそれをよく知っているから、好みの分量を混ぜてくれる。

「わ、私だって、たまには甘くないコーヒーも飲むわ！」

　お澄まし顔でもう一口啜すするも、無糖であることを意識してしまい、渋い顔になる。

　トールがパッと私のマグカップを奪い、ひと匙さじ分のはちみつを混ぜてくれた。

「……うん。やっぱりこっちの方が美味おいしい」

「そうでしょうとも。お嬢は、そうやって素直な方がいいですよ。捻ひねくれているように見えて、実はとてもまっすぐで実直なところが、あなたの魅力なんですから」

「……褒められてるのか嫌味を言われてるのか、わからないわね。何か企たくらんでる？」

「そう疑うたぐらないでくださいよ。俺だってお嬢に調教されて、捻ねじれまくっていたものがこうも素直になったわけです」

「とぼけたような顔しちゃって……」

　でも、確かに出会った頃は、人を信じられない、捨てられた瘦やせ犬のようだったトール。

　生意気で皮肉屋なのは今も変わらないけれど、立派なオディリール家の騎士に成長した。

　私もいつか、オディリール家の魔女男爵バロネスになる。一族のために、魔力のある花婿を迎え入れなければならないのも確かだ。

　その時、別の男が私の隣に立っている？

　いいえ、やっぱり考えられないわ。トール以上に魔力のある人なんてそうそういないでしょうし、彼が隣にいてくれるのなら、それが一番頼もしく、嬉うれしい。

　トールは私のこと、どう思っているのかな……

　とここから見える星空をぼんやりと見上げていたら、スッと光が横切った。

「あ、流れ星！」

「さっきから時々、星が流れますね。望遠鏡を覗のぞかなくても面白いですよ」

「トール、流れ星には願いをかけなくちゃ」

　私はマグカップを置いて立ち上がると、塔の手すりにもたれ、満天の星を見上げた。

　星が強く瞬いている。ドクドクと脈打つ心臓みたいに。

「あ、また流れ星！」

「〝お嬢が魔法学校の受験に合格しますように〟」

「……え？」

　背後でトールが願ったことに、私はしばらくぽかんとしていたが、徐々に心配になって、

「それがトールの願いなの？　ダメよ、もっと自分のこと祈らなきゃ！」

「自分のためですよ。お嬢が立派な魔女になれば、オディリール家は安泰。すなわち俺の生活の安泰。そうでしょう？」

「そりゃ、そうかもしれないけど……でも、合格できなかったら？」

「あり得ないですがそれはそれで。お嬢と一緒にいられる時間が増えるので悪くないです。再来年お嬢が魔法学校に通い出したら寮暮らしになりますし、四年はまともに会えない」

「…………」

「やっぱりお嬢、今日はなんか変ですよ？　大人しいというかしおらしいというか、お嬢らしくもない。もしかして熱でもあるんじゃないですか？」

　隣にやって来て、トールは顔を傾け、私と視線を合わせた。

　どこか心配そうで、私の額や頰に手を当てて熱を測っている。

「そういやいつも熱いから、よくわからないですね……」

　なんて、しっかりボケながら。

「ねえ。トールは……ずっと、私の側にいてくれる？」

　俯うつむきがちになって、またしてもしおらしい私に、トールは少しばかり目を見開き、

「ええ、もちろん。俺はあなたに見つけていただいた身です。俺の願いは、オディリール家の魔女男爵バロネスとなるあなたの騎士として、側でお仕えすることです。……例えばあなたが、いつかどこぞの貴族の次男坊なんかを、花婿に迎えようとも」

　なんだか、最後の台詞せりふが、やけに切なく感じられた。

　私が妙な顔をしていたからか、トールが、

「あー。もしかしてこれですか？　さっきお嬢が旦那様の元に戻った時、公爵様の紹介で縁談話でも持ちかけられたとか」

「あ……」

「やっぱり。もうそろそろかと……思ってましたよ」

　私が何も言えずにいるので、トールは勘違いしたまま苦笑し、なぜか私の耳に触れる。

「えっ!?」

「動かないでください、お嬢」

　トールは真剣な顔をして、私の横髪を払いながら、何かを耳につけた。

「……これ」

「ええ、お昼に街の露店で見ていた、紅水晶のイヤリングです。安物ですけどね。……お嬢、十四歳のお誕生日おめでとうございます」

　もう片方を一度私に見せてから、やはり真剣な顔をして耳に取りつける。

　そしてトールは、忠実な騎士らしく跪ひざまずいてみせた。

「一生の忠誠を誓います、マキア・オディリール嬢。今日は、俺にとっても、あなたと出会えた運命の日なんですよ」

　頰を撫なでる夜風はこんなに冷たいのに。

　トールなりの、熱と真心のこもった言葉に私は胸を打たれ、同時に焦りすら覚える。

　だから、私は、

「ねえトール。私の花婿はどこぞの貴族の次男坊ではなく、あなたではダメなの？」

「はい？」

「お父様はあなたを騎士学校に入れた後、オディリール家に婿入りさせたいと考えているわ。要するに、私の花婿よ。あなたにその意思があるのなら、私」

「ちょ……っ、ちょっと待ってください、待ってくださいお嬢。なんです、その話は」

　この爆弾発言にトールは心底驚いたみたいで、立ち上がって慌てて首を振った。

　だけど私が思っていたよりずっと、赤い顔をして焦っている。

　彼なら鼻で笑うと思ってたのに。

「だ、駄目ですそんなの！　俺なんて異国のスラム街出身で、本当に酷ひどい、酷い親から生まれたに違いない馬の骨だ。オディリール家の品位を貶おとしめてしまう」

「……トール」

「見つけていただいて、育てていただいただけでも、一生お返しできないほどの恩があるのに、それなのに俺が婿入りだなんて。俺のために、あなたがそんなことまでしてくれなくても、十分、俺は……っ」

「違うわ、トール。ただ私たちはあなたが大切で、本当の家族になってくれたらなって思っているだけなのよ。だって、私……っ」

「……お嬢」

　トールは私の唇に人差し指を添え、やはり首を振る。

「お嬢、あなたはこの世界をまだ知らない」

「…………」

「これから様々な出会いがあります。魔法学校でも、社交界でも。王宮勤めだってしたいと言っていたじゃないですか。そこであなたは、もっと広い世界を知るでしょう。好きな男もできるかもしれない。まだ本当の恋も知らないうちから結婚相手が決まっているなんて、窮屈で息苦しいだけです。あなたの自由を縛ってしまう」

「でも、それは……トールにも言えることだわ」

　私は、ポツリと。

「あなただって、これから別の女の子を好きになるかも」

　溢こぼれるように出て来た言葉の意味を、私は後から考えていた。

　トールが別の女の子を愛し、私のことを見てはくれなくなるということ……

　そしたらなぜか凄すごく悲しくなって、どうしてこんなに悲しいのかわからないけど、目元が熱くなって泣きそうになる。

「お、俺は……っ！」

　そんな私を見て、トールが何かを訴えようとした。

　だけど、その時だ。

　聞いたことなどない、だけどなぜか知っている───

　そんな祝福の音が、あたり一帯に、高らかに響いた。そして周囲がいきなり明るくなったと思ったら、今までとは比べ物にならないほどの流星が夜空を駆け巡る。

「な……っ、流星群!?」

「何、これ」

　この世界にとって、流星は福音である。

　何か、尊いものの訪れを告げている。

「あ……っ」

　鋭い頭痛の後、目まぐるしい光の群れが私を飲み込むような、不思議な感覚に陥った。

　そしてなぜか、見知らぬビジョンがいくつもいくつも、脳内を駆け巡る。




　ここではない、どこか遠い世界の景色。

　受験に失敗して泣いている私を、慰めてくれた男の子。

　仲良しだったはずなのに、同じ人を好きになってしまった、もう一人の女の子。

　伝えたいことがあって屋上に走った、夕方。

　そして、私の見たもの。

　真っ赤な夕暮れ、血の海、倒れている二人。

　私を殺した、金髪の男。

　ああ。これはいつもの、意気地のない冴さえない女の子の夢だ。

　夢？　いや、違う。

　これは、私の一つ前の人生───私の〝前世〟だ。

　悟った理由はわからない。だけど私は、あの夢が前世の記憶から漏れ出たものであることを、流星によって教えられていた。




　───あなたの名前は、トールよ。




　ふと、この世界でトールを名付けた時のことを、誘発的に思い出した。

　天啓のように頭に降ってきた、無意識につけてしまった、その名前。

　トール。トオル。とおる……

　そうだ。前世の想い人の名は確か『斎さい藤とう徹とおる』だった。

　もしかして私、前の人生の想い人の名をつけてしまったの？

　いや。彼も私と同じ時に、同じ場所で死んだ。

　もしかして、あなたは、あの男の子の───




「ハッ……！」

　やっと、意識が現実に引き戻された。目の前を駆け巡っていた光は、いつの間にか全て通り過ぎ、流星群もおさまり静かな夜が戻っている。

「……痛っ」

　だが、隣にいたトールが胸元を押さえ、急な痛みを訴えていた。

「どうしたの、トール!?」

「い、いきなり……っ、胸に焼けるような痛みが……っ」

　トールはふらつき、手すりにもたれて、そのままズルズルとしゃがみこむ。

　彼の胸元から光が漏れていた。

　私はもう、さっき思い出したことへの戸惑いなどどこかに放り投げ、目の前にいるトールの上着を脱がし、シャツのボタンを外した。

「これは……」

　驚いた。ちょうど心臓の上にあたる位置に、不思議な印がぼんやりと光を帯びて浮かび上がっていた。その印は四枚の花弁の花のようにも見えたし、四方に光を放つ星のようにも、何かを守る四本の剣にも見えた。

「トール、お父様のところへ行きましょう……っ！」

　流星群といい、思い出してしまった前世の記憶といい、何かが異常だ。

　この印からは魔力を感じる。呪いかもしれない。

　私はどこか息苦しそうなトールを連れて、塔を下りてお父様の元へ向かった。

　だがビグレイツ本邸も非常に慌ただしく、誰も彼もが緊急事態だと騒ぎ立てている。

「星が降ったぞ」

「救世主様が降臨なさるのだ！」

　そんな話があちこちから聞こえた。救世主？　何が何だか……

「マキア、帰ってきたか」

「お父様！」

　お父様は公爵様とともに奥の間から出てきた。

「星を見ていたのなら、驚いただろう。おびただしい数の流星群で」

「そんなことよりトールの様子がおかしいんです！　心臓の、心臓の上に不思議な印が浮かび上がっていて……っ」

「……何？」

「の、呪いだったりしたらどうしよう。トールも胸が痛そうで、辛つらそうで……っ」

　嫌な汗を流し、顔を引きつらせているトールを見て、お父様は険しい表情になった。

　はだけた胸元の、その印を確認し、いっそう目を見開く。

「これは……」

「なるほど。〝守護者〟の一人か」

　冷静な声音でそう続けたのは、公爵様だった。お父様も頷うなずく。

　そして彼らは、トールを私から引き離し、医務室に連れて行くよう側近に命じる。

「トール、トール！」

「お嬢……」

　私の方に視線を向け、また苦しそうに表情を歪ゆがめるトール。

「マキア、落ち着きなさい。トールも今は苦しいかもしれないが、じきにおさまる」

「ねえ、お父様。お父様ならトールの呪いを解けますか？」

「あれは呪いじゃないんだよ、マキア。トールは〝選ばれし者〟だったんだ」

「……選ばれし者？」

「きっと……マキアにも私にも、初めて会った時からわかっていたのだろう。あの子が特別だということを。だけど、こういうこととは……」

　お父様は少し伏し目がちになり、寂しく笑った。

　いや、私には訳がわからない。流星群も、トールの身に起こったことも。何も。

　お父様と公爵様は再び奥の間へと向かい、私は部屋で待つよう命じられた。

　トールがどうなってしまったのか、心配で心配でたまらないのに。







　翌日、お父様は私にこう告げた。

「マキア、落ち着いて聞いてくれ。トールは王都へ召還されることとなった」

　それは予想もしていない事態だった。

「あの子は選ばれた。異世界の〝救世主〟をお守りする、四人の守護者の一人として。ビグレイツ家はトールを養子に迎え入れ、公爵家の後押しをもって王都へと送り出してくださった。これがトールにとっての最良。あの子はこれから、とてもとても遠い存在になる」

「ちょっと……待って、ください。お父様が言っていることの意味が……わかりません」

　私は何度も、何度も首を振る。

「トールはどこ？　私、昨日からずっと会ってないんです。それに、話したいことが……」

「マキア……。そうだね、はっきりと言おう。トールのことは、諦あきらめなければならない」

「…………」

「あの子はもうマキアの騎士ではないし、オディリール家の門下生でも、使用人でもない。星に選ばれたことで、我々より高い地位を得ることになったのだ。今後私たちが、あの子の人生に関与できることはない」

　私は何も答えられなかった。答えようがなかった。

　それって要するに、トールとは離れ離れになるということ？

「トールを見つけたのはお前だ。名を与えたのも。やはりお前は、運命の名を与えることのできる魔女なのだ。祖先の〈紅くれないの魔女〉のように」

「……名前」

　そうだ。トールに名を与えたのは私だ。

　無意識に、前世の想い人と同じ名を与えてしまった……

「マキア？」

　私はドクドクと高鳴る胸を押さえながら、駆け出した。

　ビグレイツの屋敷を飛び出し、今、屋敷の門から馬車が出て行くのを見る。

　馬車にはトールが乗っていて、その横顔はどこか暗かった。

「待って、トール！　トール!!」

　前世では想い人に気持ちを伝えられず、たくさんのことを後悔しながら死んだ。

　ならば私は、確かめなければならない。あなたが何者であるのか。

　淡く灯ともったはずの、想いの正体を、私はまだ何一つ知らないのだから。

「トール……ッ！」

　だが馬車が止まってくれることはなかった。魔法を使って追いかけようとしたが、背後にいたお父様によって止められ、そのままトールは行ってしまう。遠く、遠くへ。

「どうして。どうしてですか……っ、お父様！」

「トールには、やらなければならない役目があるのだ。ちゃんと説明してあげるから、今は我慢してくれ、マキア」

「……嫌だ……っ！」

　到底、納得できなかった。

「嫌だ嫌だ嫌だ！　私はトールを取り戻す。何をしてでも！」

　前世の私とは違う。私は大事なものを手放さないし、奪って行くような者がいたら、全力で阻止してきた。そういう、魔女の末まつ裔えいだ。

　だけどお父様は、今にも暴れだしそうな私を包み込むようにして、抱きしめた。

「諦めなさい。マキア」

　口調は厳しかったが、多分、お父様も辛かった。トールを手放すこと。

　ちゃんと愛していたからこそ、ビグレイツ家の養子として彼を送り出すことにしたのだ。




　その後、お父様に詳しく教えてもらったのは、星降る夜の〝秘密〟について。

　それはルスキア王国に古くから伝わるという、救世主伝説である。






星降る夜に、異世界より救世主の訪れを知らせる福音が鳴るだろう。

同時に四つの星が散り、救世主の盾となる四人の守護者が選ばれる。

四光の紋章は黄金の剣の下に集い、忠誠を誓うべし。

救世主は聖地ヴァベルを目指し、混こん沌とんとしたメイデーアを安定に導くであろう。








　まるで、どこかで聞いた、物語のよう。

　この伝説は意図的に別の物語に置き換えられ、詳しいことは隠されていたという。だが実は、今まで何人もの救世主がメイデーアに降り立っているらしい。

　この国の誰もが知る『トネリコの勇者』という童話がある。

　勇敢な若者が、四人の仲間を集めて、三人の悪い魔法使いたちを倒す物語。これこそ実話を基にして残された救世主伝説の一例で、勇敢な若者とは、まさに異世界から降り立った〈トネリコの救世主〉だったのだ。

　トールが選ばれたのは、この童話に登場する〝四人の仲間〟と同じ立ち位置の存在。

　正式には救世主を助ける、心臓の上に印を持つ〝守護者〟というものだ。

　これは星の降る夜に、流星の導きにより選ばれるらしい。

『トールのことは、諦めなければならない』

　そう言ったお父様の言葉が、やっと理解できた。

　要するに、もうトールは私の騎士ではない。私を守る存在ではない。

　ずっと私の側に居てくれると言ったのに、世界がそうはさせなかった。

　トールはもう、異世界より招かれた救世主に対し、絶対の忠誠を誓い、その身をかけて守らなければならない宿命がある。




　しばらくして、救世主がルスキア王宮により発見され保護されたと、お父様がお母様に話しているのを盗み聞きした。私と同じ年頃の少女だという。




　トールは、私ではない異世界の〝女の子〟を守る騎士となったのだ。








第四話　ルネ・ルスキア魔法学校









　ゴトンゴトン……ゴトンゴトン……

　春だ。

　夏の収穫を控えた青い小麦畑が、延々と列車の車窓を流れていく。

　ルスキア王国のような温暖な土地では、小麦やオリーブやぶどう、オレンジやレモンなどが豊かに実る。都市以外はほとんどが農業地帯であることを、長距離列車で移動していると思い知らされる。

　星降る夜から一年と半年が過ぎた。

　私、マキア・オディリールは十五歳。

　今、トランク一つと魔法のバスケットを持って、魔法式列車に乗っている。

　合格したルネ・ルスキア魔法学校へ入学するために。

　うつらうつらとしている中、アーモンドの木の花が咲き乱れた一帯が、時々視界を横切る。その度に、静かに胸がざわついている。

「アーモンドの花って……日本の桜の花に、少し似ているわね」

　日本。それは、私が前世で生きていた国。

　……ごめんね。前世の私。

　幼い頃から幾度となく夢で見ていたのに、自分の前世だとは露ほども気づかず、意気地なしとか冴さえない女とか馬鹿にし続けてきたことを、ここに謝ります。




　　　　◯




　トールがいなくなった後のこと。

　私はあまりの寂しさにやさぐれて、ことあるごとに暴れたり走ったり、涙を垂れ流す情緒不安定っぷりが続いた。

　そんな時、書類上はトールの妹になったあの公爵令嬢スミルダ・ビグレイツに、

「魔法学校は王都にあるんだから、トールお兄様ともどこかでバッタリ会うかもよ～？」

　などと言われ、全くその通りだと思い、魔法学校の受験に備えて勉強を頑張った。スミルダありがとう。

　魔法の勉強はそれまでも頑張っていたけれど、明確な目標を持ったことで、何かに取り憑つかれたように必死だった。あの放任主義のお父様もお母様も私の体調を心配したくらい。

　トールは王宮に召還された後、優秀な守護者に育成すべく、すぐに王宮騎士団に入団させられたようだ。

　だから、王都に行けば、いつかどこかで、トールに会えるかもしれない。

　あれから一度も会っていないし、連絡もこない。でも私はまたトールに会わなければならないと思うのだ。

　夢や流星群の夜に見た光景が、自分の前世であることを、何度か考えた。

　あの日は色々あって、混乱していて、すぐに考えを巡らせることが出来なかったけれど、日に日に記憶を取り戻し、私はあれが、自分の前世であることを改めて確信した。

　だとすれば、私だけではなく、トールもまた、あの時死んだ想い人の生まれ変わりなのではないかって……

　これは直感のようなもので、確信などない。

　同じ名前を無意識につけてしまったというだけで、トールとあの男の子では、顔も性格もそんなに似てない気がする。

　あの夜、トールに前世の記憶が蘇よみがえったようにも見えなかったし、むしろ守護者に選ばれて、それどころじゃなかったし……

　次にトールに会えたなら、どうにかして前世のことを確認しなければならない。

　結果的に、彼が前世の想い人であろうとも無かろうとも、私は別に構わない。

　ただ私は、あの日、トールに抱いたと思った恋心の正体を知りたいのだ。

　だって、そうでしょう？

　もしかしたらこれは、前世の私の未練からくる、偽りの恋心かもしれないでしょう？

　前世の想いに引きずられた、勘違いの恋なら、振り払わねば。

　だけど、トール自身に抱いた確かな想いだと確信したなら、今度こそ想いを伝えなければ。伝えたところで、何がどうなる訳でなくとも。

　そのくらいしないと、私は前に進めない。

　トールを、諦あきらめることもできない……

　前世を思い出したからといって、私はすでにマキア・オディリールという個性に彩られているし、マキアとしてこの感情に答えを見み出いださなければならないのだ。

　ただ、前世の私のことは、私だけが知っている〝心の隣人〟のように尊敬し、記憶や知識だけはありがたく借りておこう。

　この記憶に意味があるのなら、それは私にとっての〝警告〟に違いないからだ。

　───私たちを殺した、金髪の男。

　今なら、その顔も、言葉も、鮮明に思い出せる。

　そして今だからこそ、わかったことがある。

　あの男、私に「メイデーア」って、確かに言っていたのよ。もしかしたらあの男は、この世界からあちらの世界へと渡り、私たちを殺したのではないだろうか？

　救世主伝説といい、異世界の存在は確かにある。

　そして異世界とこの世界を繫つなぐ手段は〝魔法〟だ。転移魔法や召喚魔法の延長上にあるものだろう。それはとてつもなく難しい魔法だが、ありえない話じゃない。

　金髪の男がその術を知っていたのなら……今はあの男が、このメイデーアに戻っている可能性も、十分にある。

　もしそうなら、今後、警戒しなければ。

　あの男は言っていた。とても重要なこと。




『何度生まれ変わっても、俺は、お前を、必ず殺す』




　　　　◯




　ゴトンゴトン……ゴトンゴトン……

「……あ」

　車窓からぼんやりと外の景色を眺め、物思いに耽ふけっていたら、膝ひざの上に置いていた古い羊皮紙のレシピ本を落としてしまった。

　それを拾って、もう現実に目を向ける。

　これは、デリアフィールドを出る前にお祖母ばあ様が私にくれたものだ。

　いつ、誰が書いたものかもわからないけど、お祖母様は「このレシピに書かれているものをしっかり習得するように」と言っていたっけ。そしてお祖母様は、かつて〈紅くれないの魔女〉が愛用していたという魔法のバスケットも、学校へ持って行くよう私に言いつけた。

　ちょうどお腹が空すいてきて、バスケットを開き中から塩林りん檎ごを一つ取り出して齧かじりながら、私は古い羊皮紙のレシピ本を捲めくる。

「塩林檎と人参のラペは野菜嫌いの子どもも大好き。塩林檎ジュースは魔力の循環を整えるので毎日飲むべし。塩林檎と蜂はち蜜みつ入りポークビーンズは男を虜とりこにする味……ふーん」

　塩林檎のレシピを纏まとめたページは、当然ながら塩林檎の魔法料理ばかり。どれもこれも、お祖母様やお母様がマスターしていて、私もよく食べてきたものだ。

　要するにオディリール家に生まれた魔女や、嫁いで来た魔女が習得すべきレシピってことで、今度は私が受け継ぐ番なのね。

　魔法料理の基礎はお母様に叩たたき込まれたので、あとはこれを学生のうちにマスターしてしまいましょう。塩林檎だけは魔法のバスケットにたくさん詰めて持って来たからね。

　お父様はお仕事があったし、お母様は家を出たがらないので、私は一人で王都ミラドリードへ向かっている。王都では母方の叔父おじ様が迎えに来てくれる予定だ。

　それにしても、この世界に生まれ変わって初めて乗った列車。

　前世で乗っていたものと違い、個室式で入れ替わり立ち替わり見知らぬ人と相席になるが、それもまた風情がある。王都に行くための移動手段は、船やら飛行船やら、他にもあるのだが、時間がかかっても気楽な列車の旅を選んだ。

　デリアフィールドにいると分からないけど、ルスキア王国は魔法大国なので、魔法産業が盛んで様々な乗り物があるのよね。

『王都ミラドリード、王都ミラドリード』

　おっと、着いたわ。私はトランクを荷台から下ろして、一度深呼吸。

　今日から新しい生活が始まる。期待を胸いっぱいに吸い込んで。

「やあ、よく来たね俺の可愛いマキア嬢。一年ぶりだ！」

「そうだっけ？　メディテの叔父様も、相変わらずね」

　駅で私を待っていたのは、お母様の弟であるウルバヌス・メディテ卿きよう。深い緑色の髪と、蛇のような目元はお母様とそっくり。

　裾すその長い焦茶色のローブと同じ色の大きな帽子、胡う散さん臭い片眼鏡が特徴で、確か今年で二十八歳になる。ルネ・ルスキア王立魔法学校の教師の一人で、独身で、姪めいの私が大好きで、常にニヤニヤしている変なおじさん。

　ちなみに以前、私とトールが不審者対策で屋敷の入り口に仕掛けた落とし穴に、アポなしで突撃した叔父様が引っかかって、骨折させてしまったことがある。

　まあ叔父様は魔法薬のプロなので、自分の薬でチョチョイと治してしまったけれど。

「ますます美しくなったね。背がぐっと伸びたし、もうすっかり大人のレディだ」

「それはヒールの高い靴のおかげかも。でも、この一年で５センチも身長が伸びたのよ」

「十分、凄すごいよ。前まではこんなに小さかったのに」

「いやそこまで小さくなかったと思うけど……」

　露骨に低い位置を示す叔父様につっこみつつ……

　でも、そうね。少し前まで私は小柄で瘦やせっぽちで、顔立ちも体つきも子供っぽかった。

　だけどトールがいなくなった後、受験勉強に没頭して食べることすら忘れ、窶やつれてしまった時期がある。

　頰もこけ、肌も髪も唇も荒れた。そんな姿を大鏡で見た時、トールに貰もらったあの紅水晶のイヤリングが自分に全然似合わなくなっていて、激しくショックを受けた。

　このままじゃダメだ。

　そう思って、立ち直るために体にいい野菜やお肉をたっぷり食べ、牛乳もたくさん飲んだ。気分転換にお母様から魔法料理を教わり、自分で作ったりして。

　何より体力を取り戻すため、荒野や塩の森で体を動かした。我が家の老騎士ゴドウィンにトレーニングを依頼して、体力をつけたのだ。そしたら受験勉強にも身が入り、いいことずくめだったので、もっと早くやっていればよかった。

　成長期とも重なって、この一年弱で、私は少し雰囲気が変わったと思う。

　背が伸びたおかげで体型はスラッとして大人っぽくなったし、まな板だった胸元も女性らしく膨らんだ。

　あごや首元も少しほっそりとしてきたし、顔立ちはまだまだ少女らしさもあるが、子どもという感じではない。お化粧も魔法学校に行く前にしっかり教わったし、髪や肌も念入りにお手入れするようになった。嫌いだったヒールの高い靴にも慣れたしね。

　まあ元々絶世の美少女だったけれど、私はさらに美しさに磨きをかけた訳である。

　だって、いつかまたトールに再会した時、貰ったイヤリングが最高に似合っている私でいたいじゃない。

　意外と泣き虫だった、マキア・オディリール。

　トールがいなくなった後、一生分涙を垂れ流したからか、それとも前世を思い出し自分の中の情報量が増えたからか、ただ単に大人になったからか。

　私はあれから、泣くことは無くなった。







　王都ミラドリード。

　ルスキア王国最南端の沿岸部にある〝水の都〟で、縦横に走る運河や水路を、数多くの水上魔法船が行き来している。

「うわあ、あれがミラドリード城？　写真で見るよりずっと壮大ね」

　私たちも水路を往く船に乗り、王城を綺き麗れいに拝める中央水路を進む。

　水路と十本の水晶柱に囲まれた王城は、王都ミラドリードの中心部にある。

　真っ白な壁とミラドリード・ブルーと呼ばれる青い屋根が特徴的。金の王冠をいくつも載せたような装飾が眩まぶしくて、中もさぞ豪華絢けん爛らんなお部屋でいっぱいなんだろうと、乙女チックな想像を搔かき立てられる。舞踏会はどんな風に催されているのかしら、とか。

「こらこらマキア嬢。あまり身を乗り出すと落ちてしまうよ。ここで観光客が川に落ちるのをよく見るからねえ」

　向かい側に座る叔父様は、煙管キセルをプカプカとふかしながら。

「叔父様はあの城に行くことはあるの？」

「時々ねえ。トール君には滅多に会えないけど」

「……そう」

　トールはあの王宮に住んでいる。異世界より落ちて来た少女と、四光の紋章で結ばれた仲間と共に。もうすっかり都会人だったりするのかしら。

「ていうかもう、あんなクソガキのことは忘れなよ、マキア嬢」

「叔父様って、昔からトールのこと敵視してたわよね」

「そりゃあ、若くて才能あって美形でいけすかない小僧なんて嫌いだ。マキア嬢にサプライズプレゼントを持って行って、骨折させられたことがあるしねえ！」

「あれは私も共犯よ。魔法の練習も兼ねて作った落とし穴に叔父様が引っかかるとは思ってなくて。あ、見て叔父様。可愛いレモンの木。レモンのお菓子屋さんも！」

　水路を行く船は、引き続きミラドリードの街並みを楽しませてくれる。

　この周辺の島々はレモン栽培が盛んで、レモンで作られたお菓子やお料理、雑貨なんかのお店が数多く軒を並べている。

　賑にぎわいの中心部に向かうと、音楽を奏で、芸を披露する大道芸人もいたりして。

　白い壁に、ミラドリード・ブルーの屋根や窓枠が映えるアパートはおしゃれだ。乳白色のレンガ道にはステンドグラスの魔光街灯が並び、流行のパフスリーブの服を着た女性や、スーツを着た紳士もいる。

　アーチ状のガラス屋根が特徴のガレリアは圧巻だ。有名なショッピング街で観光地でもあるが、ここにも水路が通っており水上魔法船はその中を進む。私はガラス張りの天井を見上げ、口を丸くさせてたと思う。

　中心部を抜け南下していくと、少し景色の感じが変わった気がした。

　水辺には赤、青、緑、黄色と、自由な色合いの民家が並ぶ。道端にはレモンやオレンジ、オリーブの木が垂れ下がっていて、たくさんの日光を浴びた緑の葉は美しく、果実は宝石のようだ。庶民的な装いの女性や男性はそれぞれの仕事をこなし、子どもたちは楽しげに遊んでいる。ちょっとした魔法道具は庶民にも根付いているようで、柄が自在に伸びるハサミで木を伐採していたり、魔力で動く荷台を使っていたり、子どもたちの間ではどんな場所に投げても絶対に自分の元へ戻ってくるカラーボールが流行はやっているみたい。

　歴史的な建物と、近代的な建物、暮らしに根付いた文化や魔法が集合する王都ミラドリード。生き生きとした人々の営みは興味深い。

「うん。私はこの街を好きになれそうだわ、叔父様！」

「そりゃよかった。じゃあ学校の方はどうかな？」

　船が大きな橋の下をくぐり、それを抜けると、潮の香りがしてくる。

　視界が一層明るくなり、青い空と青い海が目に飛び込んだ。そして、




「ようこそ。ルネ・ルスキア王立魔法学校へ」




　王都ミラドリードの沿岸部から、長く伸びる橋で繫つながった陸りく繫けい島とう。

　青い海の上にぽっかりと浮かぶそれは、島というより巨大な城であり、要よう塞さいのようでもあった。

　急きゆう勾こう配ばいの斜面に張り付き、高く積み上がる壮大な建物群は、様々な時代の建築様式の集合であり、頂上からは細長い水晶の灯台が伸びている。その天てつ辺ぺんに丸い魔法水晶ラクリマを掲げており、こんな昼間からチリチリと不思議な光を放っていた。

「凄い……っ！　魔法学校の最高峰と名高い、ルネ・ルスキア魔法学校！」

　憧あこがれ続けた場所だ。さっき見たミラドリード城より感動してしまい、私は思わず拍手。

　水上魔法船を下りたら島に繫がる長い橋を歩いて渡り、海上の魔法学校へと向かった。

　物々しい校門の前には、山羊やぎの巨大な像と、やはりレモンがたわわに実る鮮やかな木が静かに鎮座している。緊張感を保ったまま、いざ、学校の敷地内へ。

「ルネ・ルスキア魔法学校は小規模な街のようになっていて、授業はこの島のあらゆる施設で行われる。大聖堂や講堂、学生寮や、研究施設、無数のアトリエ、教師と事務員の居住区、複数の食堂や売店、授業に必要なものを揃える魔法道具専門店、ちょっとした土産物屋もあるんだよ。学校の許可が出れば、生徒もここで店を開ける。あと生えてるレモンは取り放題。レモンの木には鋭い棘とげがあるから注意してね」

「思っていたより自由なところね」

「まあ魔術師は基本、放任主義だからね。とはいえ自己責任が問われる場面も多く、生徒だからと言っても、必ず学校に守ってもらえる訳じゃない。ここはそういう場所だ」

「……ええ。嫌いじゃないわ」

　重なり合う古い建物の隙間から、昼下がりの柔らかな光が差し込む。

　知らない世界に迷い込んだような、妙な胸の高鳴り。

　学校のあちこちに実るレモンの芳香は、これから私の日常に寄り添う香りになるのだ。

「あ……」

　乳白色のレンガの階段を上ると、中央広場のような場所に、古い噴水があった。

　その噴水を、一人の男の子が静かに見上げている。

　プラチナブロンドの、少し大きめで古いスーツ姿の男の子。

　この学校の生徒かな。とても不思議な雰囲気で、横目で追っていたら噴水から放たれる水の帯の隙間で、一瞬彼と目が合った気がした。

　紫と赤を混ぜたような、鮮やかなマゼンタ色の瞳ひとみの色が、とても珍しくて……

「マキア嬢、こっちだよ」

「あ、はい」

　叔父おじ様に呼ばれ、もっと高い場所まで登った。

　ここからは青い空とターコイズブルーの海、ミラドリードの街並みと、周囲に点在する他の島々を拝める。島の断だん崖がいに広がるレモンの段々畑も。海鳥も飛んでいる。

「女子寮はこっちだよ」

　男子寮と女子寮は当然のことながら分かれており、女子寮はわかりやすいほど巨大な壁に囲まれていた。ここが真の要塞なんじゃないかってくらい。

　叔父様は懐から何かを探り、私にそれを手渡した。

　それはルネ・ルスキア王立魔法学校の生徒手帳だった。

「ありがとう、叔父様」

「最後に言っておくがねマキア嬢。学校内で俺のことは叔父様ではなく〝メディテ先生〟と呼ぶように」

「あ、そっか。……じゃあ、メディテ先生」

「オッケーオッケー。マキア嬢にこう呼ばれる日を心待ちにしてたんだ。魔法薬学の授業楽しみにしててねえ」

「…………」

　私これから、叔父様、じゃなくてメディテ先生から色々教わるんだ。なんか複雑。

「それじゃあマキア嬢。俺はだいたい５号館にある専用アトリエにいるから、何かあったら遠慮なくおいで。わからないこととか、同室の子が気に入らないとかー」

「同室の子がいるの!?」

「あれ、知らなかったっけ？　ここでは二人一部屋が基本。マキア嬢にもルームメイトがいるよ。確か、えーと」

「わかった！　私、自分で確認してくる！」

　私はもう、いてもたってもいられず、女子寮の物々しい門をくぐる。

「メディテ先生、今度は授業で会いましょう」

　そして入学届けに書かれていた番号を確認しつつ、部屋を探したのだった。







　女子寮２０２０室。古めかしい、白塗りの木の扉の前に立つ。

　アンティーク調の黒い表札には部屋番号が記されており、扉の横には名を書かれた紙が貼られていた。私の名前の下には、

「レピス・トワイライト？」

　あまり聞かない変わった名前が記されている。私は髪をちょいちょいと整え、

「第一印象大事、第一印象大事」

　呪じゆ文もんのようにブツブツ唱え、部屋に入る。

　私はとにかく第一印象がよろしくないので、精一杯の愛想の良い笑顔を作りながら。

「…………」

　真っ白の壁と、オーク材の床。真ん中に同じオーク材の机と椅子、古めかしい魔光ランプが置かれているだけの部屋で、窓こそ開け放たれているが、誰もいない。

　黄色い西日が、揺れる水色のカーテン越しに差し込んでいる。半円を描く広いバルコニーもあって、ちょっと嬉うれしい。バルコニーにはオリーブの木とミントの鉢植えもある。これだけ広ければ、他にも色々と育てられそう。

「ん……？」

　隣の部屋からギシギシと不思議な金属音がした。どうやら寝室のようで、そっちを覗のぞく。

　ベッドが二つあり、その間に一人の少女が立っていた。

　ちょうど窓を開けていたようで、少女の長い黒髪が風にゆれて流れていく。

「あ……」

　もうすぐ黄昏たそがれ時。そんな匂いがした。

　私の精一杯な笑顔は、一瞬で驚きの表情に変わる。

　彼女がチラリとこちらを見た時、深い黒紫色の瞳に射抜かれ、私は思わずこう思ってしまう。どこか、トールに似ている、と。

　トールのような鮮やかな菫すみれ色の瞳ではないけれど、黒髪だし、全体的にトールを彷ほう彿ふつとさせるのだった。

「こんにちは」

　その少女は囁ささやくような篭こもった声で、私に挨あい拶さつをする。

「こ、こんにちは！」

　私もまた、トランクを持ったまま挨拶を返す。

　よくよく見ると、こんな暖かな日でも、彼女は袖そでのある長い黒ワンピースを着ていた。

　腰ほど長い黒髪は緩く三つ編みにされていて、歩くとこぼれた横髪が白い肌を掠かすめて、一層神秘的で美しい。ただ、床を踏む度にギシギシと先ほど聞いたような金属音がするので、不思議に思う。鉄の靴でも履いてるのかしら？

「私は、レピス・トワイライトと申します」

「わ、私、マキア・オディリール」

　妙に緊張していた。手を差し出すと、その子はわずかに目を大きくさせ、どこか戸惑いがちに私の手をゆっくりと握った。

　異常に冷たい手だった。そして小刻みに震えていた。

　言葉を交わす限りではとても落ち着いているのに、もしかしてこの子も緊張しているのだろうか？

「どこから来たの？　私はデリアフィールドよ」

「私は……フレジール皇国から。留学生なのです」

「まあ、フレジール！」

　フレジール皇国とは西の大国で、ルスキア王国とは仲の良い同盟国だ。

　栄えた軍事国家で、空飛ぶ戦艦とかバンバンに持ってるのよね。それで確か、病に臥ふせた王の代わりに若い女王が国を治めているんだっけ。

「知り合いにあなたに似た人がいたの。同じような黒髪で紫色の目をしていて、その人もフレジール出身だった。フレジールには多いのかしら？」

「……私と似た人？」

　少女は小首を傾げたが、

「そうですか。それはとても、興味深い話です」

　大人びた目元そのまま、小さく微笑んだ。ちょうどその時、彼女の足元を一匹の若い黒猫がするりと通り過ぎ、私は「わあっ！」と飛び跳ねる。

「ああ、驚かせてしまいましたか？　すみません」

「そ、その子は？」

「使い魔の夜猫、名をノアと言います。とても大人しい子で、精霊の属性は【闇】です」

「うそ。もう精霊を使役してるの!?」

「ええ。家業に必要でしたので、精霊召喚術は心得ているのです」

　魔法学校では、最初の授業で自らの使い魔の精霊を呼び出すのが習わしだが、すでにこの子はその術を習得していて、精霊を従えている。……凄すごい！

　夜猫のノアも灰色がかった淡い紫色の瞳をしていて、澄まし顔のままレピスの足元に落ち着く。種族は違えど、全体的な色合いが似ていて、まるで姉弟きようだいのような雰囲気だ。

　レピスは、黒猫のノアを抱き上げ、私にその顔を見せてくれた。

　艶つや々つやの毛並みを撫なで顎あごを搔かくと、気持ち良さそうに目を細め、とても可愛い。

「トワイライトの一族の使い魔は、多くが猫なのですよ」

「使い魔は一族の血に強く引かれてやってくるって言うものね。私はお父様がカラスで、お母様が蛇なの。だから私もカラスか蛇が出てくるんじゃないかって思うんだけど……」

　でも、全然違う可能性もある。何の精霊が私の元に来てくれるのか分からないが、私も早く使い魔を召喚し、使役したい。

　カラスでも蛇でも、私の元に来てくれた子は存分に可愛がるんだけどな。

「あの、マキア」

　当たり前のように名前を呼ばれたので、少し驚いた。

「今日中に制服を受け取りに行くよう言われました。マキアも一緒に行きませんか？　寮長さんが配っているようです」

「ええ！　ぜひ」

　同級生と一緒に学校生活を送るこの感覚は、どこか懐かしい。

　前世でも、私には学校の友人がいた。とても仲が良くて、いつも一緒にいたけれど、最後は同じ人を好きになって、複雑な感情を抱いてしまった。




「２０２０号室のマキア・オディリール嬢に、レピス・トワイライト嬢ね。あ、私は四年生で、女子寮長のナギー・メディテ。マキア嬢は知っているだろうけど、よろしく」

　深い緑色の髪を後ろでまとめたサバサバ系の女子寮長が、私たちの名を何かの用紙でチェックしながら、申請していたサイズの制服を渡してくれた。

「久しぶり、ナギ姉ねえ。ここではナギー先輩って呼んだ方がいいのかしら」

「従姉妹いとこ同士とはいえ、私は寮長でもあるからねえ～。敬いたまえ」

「はい！　よろしくお願いします！」

　ここは上下関係を重んじ、ピシッと背筋を伸ばして挨拶。

　実際にナギ姉は、私の母の兄であるメディテ家当主の娘で、私とは従姉妹同士であり、今まで何度か会ったことがある。

　メディテ家は王都に本家を構える魔術師の名門で、ルネ・ルスキア魔法学校の理事会にも籍を置いており、この学校では大きな権力を持っているらしい。

「それとレピス嬢は留学生だね。はるばるルネ・ルスキアへようこそ」

「はい。お世話になります」

　レピスは上品に頭を下げた。

「女子寮で何かあったら、いつでも相談しにおいで。女同士って色々あるし、ましてやみんな魔女の卵だからさ。何があっても先生たちは助けてくれないし」

「は、はあ」

「まあ要するに、頑張れ新入生。アッハッハ」

　ナギー先輩のカラッとした笑顔は意味深だ。これから一体何があるというのか……

　部屋に戻り、さっそく制服の包み紙を開ける。

　ルネ・ルスキア魔法学校の制服は、白いブラウスに、裾すその長い紺のスカート、紺のフード付きローブとクラシックなものだが、胸元のリボンは学年の色を表しており、宝石で称されるのが伝統だ。

　私たち一年生は赤色。ゆえにガーネットの一年生と呼ばれる。

　ちなみに二年生は青色でタンザナイト、三年生は緑色でペリドット、四年生は黄色でシトリン。卒業と同時にその色は次の一年生に受け継がれる仕組みだが、五年生とも呼ばれる院生だけは、固定で紫のアメジスト。

「見て、レピス。聞いてたけれど、可愛い制服ね」

「……ええ」

　レピスはどこか煮え切らない返事をした。好きな感じじゃないのかな、と思って彼女を見ると、レピスは今までよりずっと青白い顔をしていて、額に汗を滲にじませている。

「もしかして、体調が優れないの？」

　洗面室へ向かおうとしてふらついた彼女を、私は支えた。

「……すみません。ルスキア王国の温暖な気候にまだ慣れてなくて」

　レピスはそう言いながら、洗面室のドアノブに手をかけ、それがズルッと力なく滑ったので、とっさに自らの腕を抱えた。妙な魔力の流れを、そこから感じる。

　違和感があり、私は先ほどレピスの手に触れた時のことを思い出す。

　やけに冷たく、震えていた。その時は緊張しているのかなと思ってたけど……

　彼女はずるずるとその場に座り込む。まるで、体のあちこちに力が入らなくなったかのようだ。私は彼女を支えるようにして傍らに座り、黒い袖を捲まくり上げた。

「これは……」

　そして、ゆっくりと目を見開く。驚いたことに、彼女の右腕は魔導式の義手であった。

　通常の手に擬態する能力を備えていたようだが、それが解けかけている。

「すみません……マキア。驚かせてしまって」

　レピスはとても苦しそうだ。こういう道具のことはよくわからないが、手をかざして魔力の流れを感じ取っていると、魔導義手と肉体との繫つなぎ目の部分で、魔力の行き来に問題が起きているように感じる。義手の動きが不調なのはこのせいだろう。

　スカートから見える足も、片方が義足のようだった。彼女が歩いていた時に聞こえた、ギシギシという音は、義足だったからなのか。

「この魔導義肢にはフレジールの最新技術である〝魔導回路〟が張り巡らされており、優れものです。しかし肉体と同調しているため、魔力の巡りが悪いと動きが鈍くなります」

「そういう……ことだったのね」

　手が震えていたのも、もともと体調が悪かったからなのかもしれない。

　手足が片方ずつ義肢だなんて、いったい、何があったというのだろう。

　事情を聞きたかったが、その問いかけはひとまず飲み込んだ。

「ルスキア王国は古い時代の魔力で満ちていて、他国から来る人は体内の魔力の循環を乱されると聞いたことがあるわ。まずはベッドで横になりましょう」

　私はレピスを抱えようとしたが、起動しない魔導義肢はとても重たい。

「む、無理なさらないでください。特殊な金属で作られているものですから、非常に重いのです。私、這はって行きますから……っ」

「大丈夫、大丈夫。こういう時のための浮遊魔法よ」

　私はレピス本人に浮遊魔法をかけた。彼女を浮かすほどの浮遊魔法はまだ使えないが、これをかけることで重さを軽減できる。トールから学んでおいてよかったわ。

　ぐったりしたレピスを「よいしょ」と背負って、ベッドまで連れて行く。

「先生を呼んでくるわ。ちょっと待ってて」

「大丈夫です！　少し寝て、こちらの気候に体が慣れてくれれば、元に戻りますので」

「もしかして……あまり、知られたくないの？　その、魔導義肢のこと」

　何か理由があるのか、彼女は頷うなずく。本当は、保健医に見せた方がいいのだろうが……

「分かったわ。じゃあ、服を脱ぎましょう。少しは楽になるわ」

　手足が自由に動かないレピスを手伝いながら、私は彼女の靴や黒いワンピースを脱がせて、ベッドに横たえた。

　魔力とは血液のように体内を巡っており、それが魔法を使う原動力になる。

　体内の魔力の循環の乱れは、魔術師の子どもにありがちな現象で、またレピスのように慣れない土地の魔力に触れた時にも起こりやすい。頭痛や吐き気に見舞われ、魔法も上手うまく使えなくなる。そうなるとレピスの場合、魔導義肢も上手く動かせなくなるのだろう。

　私も幼い頃に、魔力の循環が乱れたことが何度かあった。

　そういう時は、いつも塩林りん檎ごのジュースを飲んでいたっけ。塩林檎には体内の魔力を浄化したり、流れを整える作用がある。何より気分がスッキリする。

「塩の森で採れた塩林檎を持ってきているから、ジュースを作ってくるわ。待ってて」

　私は寝室を出て、早速自分の持ってきた魔法のバスケットを開いた。

　塩林檎一つとお祖母ばあ様に頂いたレシピ本、蜂はち蜜みつを取り出し、この部屋にくる時にもいだレモンと、部屋に備わっていたグラスも用意する。

　部屋には簡易のキッチンがあり、そこでレシピ本の林檎ジュースのページを開いて、私は早速、塩林檎ジュース作りに取りかかった。

　まずは【風】の魔法を使い、小さな風の球に塩林檎を閉じ込め、中で切り刻み撹かく拌はんする。これもトールがよく使っていた魔法で、とても便利。

　グラスを風の球の側で掲げると、濁りのある塩林檎ジュースがトクトクと良い音を立てて注がれる。銀の匙さじで蜂蜜をひと匙加え、レモン果汁も絞ってくるくる混ぜた。

　そしてグラスの縁に、指輪をはめた指先で触れて唱える。

「メル・ビス・マキア───魔力は巡る、林檎色した血のように」

　第二呪じゆ文もんに関しては、レシピ本に書いていた通りの呪文を。魔法料理系の呪文は、食材の名も含め丁寧に唱えるほうが、より効果を発揮すると言われている。

　最後に、バルコニーにあったミントの鉢植えから葉を一枚拝借し、それを塩林檎ジュースに添え、寝室に持って行った。

「塩林檎ジュース、作ってきたわ。オディリール家の魔女のレシピの一つなの。ゆっくりでいいから、まずは一口、飲んでみて」

　レピスが起き上がるのを手伝い、彼女にグラスを手渡す。

　動かない右手ではなく左手でグラスを持ち、彼女は一口、それを飲んでみた。

　グラスの塩林檎ジュースは濁りとトロみがあり、とても濃い味がすると思う。

「不思議な味、ですね。甘いだけでなく、塩気がほのかにあって」

　一口飲み、グラスから口を離すとほっと息を吐くレピス。また何度か飲み、徐々に落ち着いてきたのか彼女の顔色も良くなってきた。魔力の循環が正常化してきたようだ。

「効きそうでよかった。明日あしたの入学式に出られなくなったらかわいそうだもの」

「あの……私のこと、気持ち悪くないですか？　こんな、機械じみた体で」

「え？　気持ち悪い？」

　不意な問いかけで、私は何度か瞬まばたきした。そしてレピスの腕と足をもう一度見てみた。

　布団の中を覗のぞいてまで。鉄でできた魔法の義手と義足……

「え？　もしかして、変形するとか？」

「いえ、しませんけど」

　きっぱりと言われてしまった。そりゃそうか。

「気持ち悪いなんて一つも思わないわ。どうしてそのような体になったのかは、気にはなるけれど……でも詮せん索さくはしない。秘密も魔女の嗜たしなみ。魔法の一種だもの」

　口元に指を添え、片目を閉じてクスッと笑う。

　レピスは表情をほとんど変えることはなかったが、

「ありがとう……ございます。その、これからも、ご迷惑をおかけするかもしれません」

　彼女は塩林檎ジュースを飲んでしまった、そのグラスを見つめながら。

「ん、いいのよ。むしろ私と同室のせいで、あなたにもたくさん迷惑をかけるかも」

　私は目を細め、胸に手を当てる。

「なにせ私は悪名高いオディリール家の魔術師だもの。オディリール家ってのは、この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えいなのよ。まあ、私はそれを誇りに思っているけれどね」

　レピスは顔をあげて、堂々と言い切る私を、その黒紫色の瞳ひとみでじっと見つめる。

　吸い込まれそうな、夜の手前の、黄昏たそがれ色の瞳。

「あなたと私は、少し似ていますね、マキア」

「え？　そう？」

「あなたはその生まれを恥じることなく、誇りに思っている。私もそうです。たとえ、手足が無くなろうとも」

　その言葉の意味を知るのは、もう少し先のこと。








第五話　入学式









　入学式当日。部屋で制服に着替え、鏡の前で寝起きの髪を整えた。

　艶つやのある薔ば薇ら色の長い髪に、【火】と【風】の魔法を使って生み出した熱風を含ませ、毛先を内側にクルンと巻き、黒いリボンでハーフアップにして、紅水晶のイヤリングを耳につける。赤いリップを塗ると唇は果実のように潤い、魔女らしい色香と微笑みをより印象的に演出する。真新しい制服も体にぴったりだ。これで入学式の準備は整った。

「レピス、準備できた？」

「はい。おかげさまで」

　レピスはすっかり元気になった。制服もよく似合っている。

　魔導義肢は擬態モードを保てているようだが、何かの時は私が助けてあげなくちゃ。ついでにレピスの制服のリボンが縦結びになっていたので結び直してあげた。

　入学式は、ルネ・ルスキア魔法学校内にある大聖堂で執り行うのが伝統だ。

　巨大なステンドグラスの窓と、森の木々のごとく立ち並ぶ柱が見事である。

　どうやらこのステンドグラスは、メイデーアの創世神話に名を連ねる十柱の神々と、彼らの神話を描いたもののようで、差し込む光が青、赤、緑の色合いを大聖堂に落とし込み、荘厳な雰囲気だ。

　前方には、古い祭壇が。そこには巨大な鏡と、ガラスのドームによって保護された〝木の枝〟が祀まつられていた。

　知っている。あれは聖地の象徴、世界樹ヴァビロフォスの枝である。

　メイデーアで最も古く、最もメジャーな宗教〝ヴァベル教〟の崇拝するもの。

　このルネ・ルスキア魔法学校もかつてはヴァベル教の修道院だったらしく、大聖堂には今もなおその空気が残っている。

　とはいえ、この神聖な空気とは裏腹に、新入生は若々しくざわざわとしていた。

　まだまだ魔女や魔術師の厳かさは感じられず、普通に、学生。

「静粛に！　これから一言でも喋しやべった奴は〝地下迷宮掃除係〟に任命してやるぞ！」

　黄色のジャージ姿の体育会系魔女が、魔導拡声器を片手にそう脅す。おかげで大聖堂内はしんと静まりかえる。葬式かってくらいに。

　確か彼女は魔法体育の教師フランチェスカ・ライラ先生。元王宮魔法兵で、かなり手厳しいと有名。というか地下迷宮掃除係って……なに？

「ルネ・ルスキア魔法学校のパン校長のご挨あい拶さつだ。では校長、よろしくお願いします」

　祭壇に祀られていた大鏡が、教師陣によりもう少し手前まで動かされた。

　何事だろうと思っていたら、その大鏡から巨大な山羊やぎの顔がにゅーっと出てきて、思わず誰もが悲鳴を上げそうになる。というか悲鳴を上げた生徒もいた。

　黒く長く、グルンと曲がった立派なツノ。ビー玉のようなぎょろついた目。

「あれが有名なパン校長。確か山羊の大精霊なのよね」

「かつては、ルネ・ルスキア魔法学校創設者である〈白の賢者〉に仕えていたとか」

　レピスとこそこそ話していると、ライラ先生の視線がこちらを向いているのに気がついた。ヤバいと思って口を噤つぐんだ、その瞬間、

「ぱっくしょーい！」

　とてつもないくしゃみが大聖堂に響き渡り、文化遺産であるステンドグラスを保護する守護壁魔法が連鎖的に発動。ただし前方の生徒がバタバタ薙なぎ倒された。

　私たちは後ろの方だったから助かったけど。

「さ、さすがは【風】の大精霊パンね。くしゃみ一つでこの威力とは……」

　そう。今のくしゃみは、鏡から顔だけを出しているパン校長のものだった。

「失礼。昨日からどうもくしゃみが酷ひどくてですね。ちなみに鏡から顔しか出せないのは、大聖堂に入りきれないくらい体が大きいから……ひーっ」

　またくしゃみをしそうだったので生徒たちが構えたが、これは不発に終わる。

　声は渋くてダンディなのに、色々と危険な校長だ……

「さて、新入生の皆さん、ルネ・ルスキア魔法学校へようこそ。我輩はパン・ファウヌス。ルネ・ルスキアの校長ですぞ」

　ようやく取り繕い、校長が語り始めた。

「この世は、一本の世界樹と、十人の創世神、すなわち〈原始の魔法使い〉によって創られた世界・メイデーア。長い歴史の中で、数々の偉大な魔術師たちがこの世界と国を動かしてきました。あなた方は次世代の担い手であり、卵であります。お互いに精進し、励まし合い、時に競い合いながら、魔法の真髄を知りに参りましょうぞ」

　キラキラと、パン校長の言葉を印象付けるようにステンドグラスの光がより強く私たちに降り注ぐ。この学校に、歓迎するとでも言わんばかりに。

「この世界はとても美しい。その美しさの裏側には、幼き魔法が息づいているのですぞ」

　そんな言葉で締めくくり、校長は短い挨拶を済ませた。

　そうね。確かにこの世界はとても美しい。魔法があるからだわ。

　ただ鏡から顔だけ出して語るのは、いささか間抜けな気もする……そのままにゅーっと戻ってしまったし。え、校長、これで終わり？

「続いて新入生代表の挨拶。入学試験首席、ネロ・パッヘルベル」

　校長の衝撃を忘れ、生徒たちがざわつく。私の注意も一気にそちらに向かった。

　実のところ、私は入学試験第二位の成績だったと、叔父おじ様にこっそり聞いていた。

　本当は順位なんて知らされないんだけど、首席だけは嫌でも誰にでもわかる。だって入学式で挨拶をするんだもの。

　やがてスタスタと壇上に現れたのは、プラチナブロンドの男子生徒。

「あ、あの子」

　覚えがある。昨日、噴水越しに目があった男の子だ。

　だけど、昨日見たようなマゼンタ色の瞳ではなく、今は茶色の瞳をしている。

　その子はマイクを前に、立ち止まり、

「……頑張ります。辛つらく厳しい、学校生活」

　そしてスタスタと戻っていく。

　えええええええ、新入生の挨拶もそれだけ!?　悲壮感に満ちてますけど!?

　鏡の中の山羊校長といい無口な新入生代表といい、魔法学校ってやっぱり変わってる。

「あの子、庶民の出らしいよ」

「うわお、じゃあ天才肌じゃん」

　喋ってはいけないと言われていたのに、そんなことなどもう忘れてざわついている生徒たち。

　それだけ庶民の出で首席というのは珍しいのだ。魔術師の一門に生まれるのと、庶民から魔術師になるのとでは、スタート地点が違うから。

　私と違い、何もない場所からここまで来たってことならば、本当に凄すごいことだ。

　ゆえに、二位だった私の闘争心もまた燃えたぎっていたのである。

　ネロ・パッヘルベル。名前をちゃんと覚えておくわ。







　そんなこんなで入学式は終わり、私たちは大聖堂を出る。

　引き続き、すぐ隣にある大食堂にて、盛大な歓迎ティーパーティーが催された。

　入学式は教師陣が取り仕切っていたが、新入生の歓迎会は生徒たちが主催しているようで、上級生たちによる出し物や、生徒会による寮や学校敷地内のルール、年間のイベントなどの説明が行われる。

　ルネ・ルスキア魔法学校の大食堂は、ガラス窓の大きい植物に囲まれたレストランという感じで、居心地が良い。テラス席もある。

　ちょうど午後のお茶時で、あちこちに置かれた白いテーブルには、美味おいしそうなケーキやゼリー、ホットサンドなどの軽食がおかれていた。生徒は好きな場所に座り、これらをつまみながら中央の丸いステージに立つ上級生の話を聞くのだ。

「やだレピス！　レモンパイよ、これきっとレモンパイよね！」

　私たちの座ったテーブルには、メレンゲがたーっぷりかかったケーキがあり、私はこれが王都の名物レモンパイだとすぐに気がついた。なぜなら、

「前に、トールが王都で食べたって言ってたの。真っ白でふわふわで、甘酸っぱくて美味しいんですって。絶対これよ！」

「トールというのは……もしかして私に似ているという？」

「そうよ。一つ歳上で、ムカつくくらい何でもできる男だった。あ、私の騎士だったの」

「ということは、今はオディリールの家にいるのですか？」

「……ううん。今は王都にいるわ」

「でしたら、会いに行けるのですね」

　上級生たちが飲み物のグラスを運んできた。私はそれを受け取りながら、苦笑する。

「会いに行きたいけれど、もう遠い人なの。……どこかで、会えるかな」

　トールは王宮で、救世主の少女を守っている。

　彼女のそばを離れてはならないだろうし、私が魔法学校から王都へ出かける時間も限られている。たまたまどこかで、ばったり……なんて、夢のような話かもしれない。

　かと言って、王宮に会いに行くことも出来ない。私のような田舎貴族の娘では、入ることすら許されないだろうから。

　それでも私は、トールに会いにここまで来たのだ。無策のままではいけないわ。

　魔法学校を拠点に、そろそろトールと会うための計画を練らなければ。

「忍び込む？　うーん、現実的ではないわね。出待ちする？　うーん、不審者かストーカーで捕まりそう……やっぱり何か、正当に王宮に入るきっかけを掴つかまないと……」

　ブツブツ言いながら、レモンパイを切り分けていると、

「見て、生徒会の皆さんよ」

　中央のステージに、腕章をつけた数人の上級生が現れ、周囲がざわついた。

　彼らは学校生活における注意事項や、今後の催しについて、宙に浮いた大黒板を使って説明を始めるが、私はレモンパイに夢中。

　サクサクのパイ生地の上には、爽さわやかで甘酸っぱい、ツルツルプルプルした黄色のレモンカード。さらにその上には、ふわふわで焦げ目のついたメレンゲがたっぷり。一口食べれば甘さも酸味も程よくまとまり、口の中でとろけていく。これはハマりそう……

「ゴホン。では次に、ルネ・ルスキア特待制度について説明する。うちの特待制度はちょっと変わっていてね」

　生徒会長っぽい天然パーマの男子生徒が、得意げにルネ・ルスキアの特待制度について語り始めた。この話題には誰もが興味を持っているようで、今までお菓子に夢中だった生徒たちも耳を傾ける。

「一年間の総合成績でトップだった者には〝特待生〟の称号が贈られる。その者は授業料が免除となり、生徒の代表である生徒会役員として学校の行事を取り仕切ることになる。またそれだけではなく、王宮への出入りを許され、華やかなサロンに招待されるのさ」

　周囲がざわついた。私も思わずレモンパイを食べる手を止め、顔を上げる。

　王宮への出入りを許され、サロンに招待される……ですって!?

　ルネ・ルスキアの特待制度については、叔父様からちょっと聞いていたので知っていたけれど、特待生が王宮に招待されることがあるとは知らなかった。

「王宮の催しに招待されれば、あちこちの偉い人とも知り合いになったり、卒業後にスカウトされたり、歴代では王子殿下に見初められ妃きさきになった者もいたとか……」

　ここで女子たち、黄色い声で「きゃー」と叫ぶ。

　ええいやかましい！

　王子なんてどうでもいいのよ。その特待制度についてもっと詳しくっ！

「要するに王宮に出入りする機会を数多く与えられ、様々なチャンスに恵まれるということだ。僕ら生徒会役員も夏の舞踏会にお呼ばれしていてね」

「ああ～」

　生徒会役員への羨せん望ぼうの眼まな差ざしが強まる。私もまた、衝撃の制度に震えが止まらない。

　わなわなと震える手を握りしめ、ニィ……と口角を上げた。

　これだわ。こんなところに、王宮へ入るきっかけが転がっていたとは……っ。

「先ほど会長がおっしゃったように、特待生になるには年間を通した総合成績のトップになるのが条件です。ただしこれは、定期的に行われるテスト以外に、各授業の校外実習の評価点も大きく影響します。要するに、班員とのチームワークが必要になってきます」

　と、副会長らしき眼鏡の女子生徒が、キリッとした顔で自らの腕章を指差した。

「班員？　チームワーク？」

　誰もがその点に、首を傾げる。

「実習は〝班行動〟がとても多い。班は四人以上六人以下で編成。男女を必ず混ぜないと無効となる。今日より約一ヶ月の間に君たち自身で交渉して班を作りたまえ。学年主任のメディテ先生に申請し、認可されれば、晴れて班結成だ」

　生徒会長は、一年生たちが青ざめているのを満足げに見渡し、続けた。

「とはいえ、班は早く決めればいいってものじゃない。誰がどんな力を持っていて、どんな性格をしているかを知り、相性を考慮する必要がある。班活動の成果が低ければ、そのまま自分の成績に響くからね。ま、要するに、優秀な班員の奪い合いが始まるという訳だ」

　これは早くも、難しい課題を発表されたようなものだ。

　先生が決めるのでも、くじ引きで決めるのでもなく、班を生徒たちで決めさせる。

　まだ授業も始まっていないのに、より良い班を作るためのスカウト合戦が、生徒間で繰り広げられるということだ。

「一年生諸君。励みたまえ。誰が〝ガーネットの特待生〟の称号を得るのか楽しみだよ」

　そして生徒会の役員たちは中央のステージから退いた。

　一年生の戸惑いを、見守りながら。

「特待生、か」

　特待生になり、王宮に出入りすることができれば、トールに会えるかもしれない。入学試験を終えたばかりだが、目指すものがまたできた。

　生徒会の話が終わり、彼らが捌はけた途端、生徒たちはもう席を立って、各々班決めの情報集めや相談をしていた。まだ誰がどんな奴かも知らないのに。

「そこのあなた」

　ある女子生徒に声をかけられ、私はハッと顔を上げた。

　よく手入れされたサラサラ金髪ロングヘアーの女子が、口元に指を添えながら私を見下ろしている。濃い藍あい色の瞳ひとみが印象的な美少女だ。後ろに女子の取り巻きが控えている。

「赤髪のあなたよ。昨日、メディテ先生と一緒に学校へ来ていたのを見ましたわ。メディテ家の人間とお見受けするのだけれど、わたくしと班を組みませんこと？」

「その前にあなたが誰なのか教えてくれるかしら」

　澄まし顔で尋ね返すと、ご令嬢はピクリと眉まゆを動かした。

　すかさず取り巻きが前に出て「ベアトリーチェ様を知らないなんて！」「失礼な田舎者だわ」などと私にブーイングを浴びせかける。おっしゃる通りの田舎者です。

「ごほん。まあ良いでしょう。わたくしはベアトリーチェ・アスタ。王宮魔術院の院長アウレリオ・アスタはわたくしの祖父ですの」

　ああ、なるほどアスタ家の人間か。王宮魔術師を多く輩出している名門であり、現在の王宮魔術院はアスタ家に支配されていると聞く。

「わたくしはアスタ家の名にかけて、特待生になる義務があるのです。班員には名門かつ優秀な生徒を求めますわ。勿もち論ろん、損はさせません。将来はこのアスタ家が保証しましょう」

　要するに、自分を特待生にしてくれる生徒を集めているってわけね。

　特待生の資質を兼ねた者と班を組めただけで好成績が見込めるわけだから、この女子についていく者もいそうだ。何と言っても、王宮魔術院のコネクションが得られる。

「あら、その黒髪……あなた異国の留学生ね？」

　だけど、このベアトリーチェという令嬢、レピスを見て眉をひそめた。

「留学生はカリキュラムが違い、役立たずになることが多いと聞きましたわ。よって、あなたはわたくしの班に必要ありませんわ」

「……ちょっと」

　彼女の言葉にカチンときて、私は立ち上がる。より良い班員を求める姿勢と行動の早さは否定しないが、留学生というだけでレピスをいらないと言ったのが許せない。

　この時点で、共に協力し合う班員になれる気はしなかった。

「頼まれてもいないのに、いきなり班員にしてやるだの、いらないだの、勝手なこと言うのはどうかと思うわよ」

「まあ。なんて生意気な……っ、わたくしの班に入れてあげませんわよ！」

「結構よ。あなたの神輿みこしを担ぐなんてまっぴら。私にだって、あなたを押しのけてでも特待生にならないといけない理由があるんだから」

　はっきりと口に出して言った。自分自身、それを自覚するためにも。

「あ、ありえませんわ！　わたくしを差し置いて特待生になろうだなんて！　さてはメディテ家のコネを使うつもりですわね！」

　ベアトリーチェは私に指を突きつけ、顔を真っ赤にさせていた。

　そんな発想、日頃からそれを活用しまくっている誰かさんじゃないと出てこないわよ。

「勘違いしているようだけど、正しくはメディテ家の人間じゃないわよ、私」

「え？」

　ゆっくりと胸に手を当てた。そして目を細め、私は、




「私の名前はマキア・オディリール」




　正しくそう名乗った。すると周囲が、一瞬だけ静まり返る。そして、

「オディリールって……あのオディリール？」

「今年はオディリール家の人間がいるのか!?」

　風船が弾はじけたようにどっとやかましくなる。一年生だけでなく、上級生たちも。

　この名はある意味で、アスタ家より有名かもしれないから。

「この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えいよ。どうぞよろしく」

　わざとらしく、仰々しく挨あい拶さつをしてみせたり。

　あなたが一族の威を借りるのなら、私はご先祖様の特大級の悪名を借りてみましょう。

「な……何ですのよ……っ、オディリール家なんて落ちぶれた田舎貴族じゃない！」

　ベアトリーチェ・アスタは機嫌を大層損ねたようで、長い髪を豪快に払って、取り巻きを引き連れ大食堂を出て行った。

「はあ。やっちゃった。できるだけ謙虚キャラで行こうと思ってたのに。入学早々、厄介なのを敵に回しちゃったかもしれないわ」

　私はまた椅子に座って天を仰いだ。スマートな学校生活の幕開け、とはいかないらしい。

「マキア、ありがとうございます。私のために……」

　隣のレピスは申し訳なさそうな表情だ。私は軽快に笑う。

「ん、いいのよレピス。あなたが勇気を出してこの国に来てくれたのに、私が名家の令嬢相手にびびってたらかっこ悪いでしょう？　いっそせいせいしたわ」

「……マキア。あなたは何というか、本当にかの魔女の末裔なのですね」

　知っているくせに何を今更、とも思ったが、きっとレピスが言いたかったのはそういうことではないだろう。

「そうだレピス。私と一緒に班を作ってちょうだい。このままじゃ私、一人ぼっちになっちゃうわ！」

　さっきまで威勢のよかった私、子犬のように目を潤ませて、レピスの手を握る。

「そ、それは構いませんけど……その、いいんですか？　私で」

「もちろんよ。だってあなたはすでに精霊召喚術を使ってノアを呼び出しているでしょう？　その時点で、ここにいるどの生徒より一歩先を行っているもの。それに私、あなたとはもっと仲良くなりたいし……」

「…………」

「あれ。むしろ私の方が、役立たずなんじゃ？」

　そこのところが不安になってきた。オディリール家の魔女とはいえ、火の申し子で体温が高いくらいしか取り柄がない。レピスに拒否されたら、私、どうしよう。

「マキアは、特待生になりたいのですか？」

「え？　ええ、そうね……。特待生になって、会いたい人がいるから」

　それが例のトールであることを、察しの良いレピスは気がついていそうだった。

　彼女はまだ何の事情も知らないが、落ち着いた表情で頷うなずき、私の手を握り返す。

「でしたら私は、可能な限りそれにご協力します。マキアの作る班の、班員として」

「えっ。でもレピスだって、特待生になりたいんじゃ……っ」

「いえ、私は留学生です。留学生に特待制度は適用されませんから」

　それはそれで不公平だなと思ったけれど、レピス曰いわく留学生は必要な単位やカリキュラムが確かに違うらしく、仕方がないとのことだ。ただ実習の高評価は必要とのことで、私たちは結局、より優秀な班を作るしかないのだった。

「まずは明日あしたの精霊召喚の儀で、他の生徒たちの実力を測る必要がありそうですね」

「ええ。そこで、どの生徒がどんな精霊を呼び出し使役するかが分かるわ。おそらく他の生徒たちも精霊を確認してから班を結成するはずよ。一緒に頑張りましょう、レピス」

「ええ、もちろんです、マキア」

　さあ。ここから約一ヶ月の間、優れた生徒の奪い合いの始まりだ。

　特待生になるための戦いの火ひ蓋ぶたは、早くも切って落とされたのである。








第六話　精霊召喚の儀









　翌日。早朝から起き出して島内をジョギングし、部屋に戻ったらシャワーを浴び、塩林りん檎ごジュースを作って飲み、魔力の巡りをバッチリ整える。

「はあ～。我が家のレシピで作った塩林檎ジュース、気分もスッキリするし最高。他のレシピも何か試してみようかな」

　古い羊皮紙に綴つづられたレシピ。私はジュースのグラス片手に、祖母に貰もらったそのレシピ本をパラパラと捲めくっていた。

「……ん？」

　何だろう……塩林檎ジュースのレシピのページに、妙な違和感を覚える。

　文字やイラストが震えて見えると思ったら、

「わっ!?」

　それらがいきなり弾けてページ上を暴れだし、そのページに書かれていた文字がどんどん書き変わっていく。

「何これ、すごい」

　そこには手書きで、このようなことが書かれていた。






こんにちは、日記さん。

今日の気分は最悪です。自慢の髪をあの男に切られてしまったんだから。

お返しに自慢の糸で吊つるし上げの刑に処してやりました。

呪じゆ文もんはコレ。

マキ・リエ・ルシ・ア───紅ぐ蓮れんの理ことわり、血の人形、廻まわせ廻せ、赤き糸車





追記　ポポとドンがたくさんくるみを拾ってきました。

　　　明日はくるみパンを焼いてやけ食いです。










「……日記？」

　こんにちは日記さんって書かれてるくらいだし、多分そうだ。

　ぐいっと塩林檎ジュースを飲んでしまうと、ページは静かに元のレシピに戻った。

「ああ……なるほど。ページに書かれていたレシピ通りのものを作って、それを飲んだり食べたりしている間だけ、内容が日記に書き変わるのね」

　私は天才なのでそういうことにすぐ気がつく。

「第一呪文のどこかに名前が隠されているはずだから、この日記の筆者はマキさんかリエさんかルシアさんってとこかしら。女性よね」

　いつの時代の魔女かはわからないが、面白い仕掛けをしたものだ。

「ていうかレピス、そろそろ起きなさいよ～。意外とお寝坊さんなんだから」







　今日から早速授業が始まる。最初にして、最大の山場でもある。

　ルネ・ルスキア魔法学校の伝統行事でもあるのだが、まず一年生は〝精霊召喚の儀〟を行うのだった。

　この魔法学校には高性能な精霊召喚陣があり、それを使えば未熟な魔術師であっても、精霊を召喚し、使い魔として使役することが可能だ。

　ただし現れる精霊には各々差があり、それには家系だったり、生まれ育った環境だったり、性格だったりが反映される。

　名のある偉大な魔術師たちがもれなく大精霊を使役していたことを鑑かんがみても、現れる精霊こそ、その者の可能性を示唆していると言えるだろう。

　とはいえ、大半は運が左右するくじ引きのようなものだとも聞くが……

「えーと、今日の精霊魔法学は、第一儀式場。……あれ、ノアも連れていくの？」

　私が授業のある場所を確認していると、レピスが自分の精霊である黒猫のノアを抱えて隣に立っていた。

「ええ。すでに精霊を使役しており、学校に申請しているものは、今日の授業に連れていくようにと。先生が信頼関係を見てくれるみたいで」

「精霊魔法学の先生は確か、ユーリ・ユリシス・レ・ルスキア。知ってるわ。この国の第二王子様で、国内最強の精霊魔術師……」

「わずか五歳で大精霊を三体、同時召喚したと聞いたことがあります」

「もの凄すごい神童だったんですって。すでに歴史の教科書に名前が載ってるくらいだしね～。前に一度お会いしたことのあるお父様が、オーラが違ったとか何とか言ってたわ」

　とはいえ、王子の身分でありながら魔法学校の教師になろうだなんて、変わってる。いったいどんな先生なんだろう？

　第一儀式場は島の西側にある、石造りの古神殿だった。

　授業が始まる五分前に行くと、すでに生徒たちは集まっていて、班作りのための情報交換を行っている。

「あ、オディリール嬢」

「あなたたちもう班は決まった？」

　私とレピスの周りにもわらわらと生徒が群がって、一緒に組まないかとか、同じ班で特待生を目指そうとか、たくさんのお誘いを受ける。

　昨日、面前で堂々とオディリール家と名乗ったせいだろうか。誰も誘ってくれないんじゃないかと思ってたので、ちょっとびっくり。

　だけどこっちにだって選択の主導権はあるわ。まずは今日の精霊召喚の儀で、各々の才能や可能性を見定めなくては。

「こんにちは、一年生の皆さん」

　現れたのは、柔らかみのある白髪と神秘的なシトラスイエローの瞳ひとみを持つ、端整な顔立ちの青年だ。纏まとっているのは裾すその長い白のローブで、手には長柄の杖つえを持ち、肩にはフクロウの精霊をのせている。

　王族らしい品のある佇たたずまいで、柔らかくもミステリアスな微笑みに、女子たちはため息をついてばかり。

　ぱっと見は、つい最近魔法学校を卒業しましたくらいの童顔だ。実際はメディテ先生と同級生だったはず……要するに三み十そ路じ手前。

「僕はユリシス。他にいくつか呼ばれ方がありますが、ユリシスで結構です。肩のこの子はファントローム。あらかじめ名のある精霊、すなわち〝名付き精霊〟であり、属性は【風】と【闇】のダブルエレメンツ。僕の授業をサポートしてくれる知恵の象徴です」

　口調は穏やかで、表情も常ににこやか。

　それに、タブルエレメンツの精霊はとても珍しい。確か、フクロウの大精霊ファントロームも、パン校長と同じくかの有名な〈白の賢者〉の使い魔だったと本で読んだことがある。

　先生はまず、机の上に銀製のゴブレットを置いた。

「魔法とは、第一呪文と第二呪文によって発動します。この学校の入学試験に合格した優秀な皆さんなら、すでにご存じでしょう。例えば、僕の場合……」

　そして、長柄の杖を掲げ、

「ユーリ・ユノー・シス───水よ」

　正しく呪文を唱えると、何も入っていないはずのゴブレットから、水が溢あふれこぼれた。

　簡易な魔法であり、ユリシス先生からすれば無詠唱で行使できる魔法だろう。

「ユーリ・ユノー・シス。この部分が第一呪文になります。第一呪文は〝自らの魔力を解放させる〟呪文であり、魔法の扉を開ける〈キー・ワード〉と呼ぶこともあります」

　そう。第一呪文は自分の名前を含め、各々が勝手に設定することができる。私の場合、マキアと名付けてもらってすぐ、お父様に作ってもらった。

「ただし一度これを決めたら一生変更することはできないし、自分の魔力を開ける〈キー・ワード〉とは、基本的に一つです。例外はありますが。……ゆえに、どんな魔法を行使するにも、この第一呪文が必要になってきます。無詠唱で魔法を使う時にも、心で必ず唱えるもの。自らの名の下に、責任を持って魔法を使うと、世界に誓うのです」

　また、第一呪文は魔法学校に入る際に王国に提出しなければならない。

　これが魔術師としての身分証明にもなるのだった。

「第二呪文は〝魔法の内容を指示する〟呪文。魔法によっては推奨定型文のある呪文もあれば、各々が使いやすいようアレンジした呪文もあるでしょう。簡単な魔法や手慣れた魔法であれば詠唱を省くこともできますし、一方で複雑な魔法になればなるほど、第二呪文の重要度は増していきます」

　第二呪文でできることの内容は、各々の力量と鍛錬、知識で変わってくる。

　そして世界に宿る魔法の力を、どれほど理解し、信じているのかということ……

「精霊魔法学では、主に第二呪文に関わってくる〝精霊〟たちについて学びます。精霊とは、世界の魔力の具現体です。植物や動物、空や海や森などの自然に宿り、大いなる魔法の神秘を体現する者たちのことでもあります。魔術師とは、世界中の精霊たちから力を借りて魔法を行使しているのです」

　たとえば水の魔法を使ったとして、その水は一体どこからやってくるのか？

　この場合、メイデーアのどこかにある川や湖、海などから、精霊たちを介してここに送られてくるのである。

「また、魔術師とは精霊そのものを召喚し、使役することができます。使役することで、自らの精霊から優先的に力を借りることができるのです」

　そしてユリシス先生は、魔法陣の上に立つ。

「ここに巨大な精霊召喚魔法陣があります。生徒は一人につき一度、無償で精霊召喚を行うことができるのです。ただし一人が使役できる精霊の数には、各々の魔力によって上限がありますから、契約は慎重に」

　生徒たちは、誰もが「待ってました！」というようなワクワク顔でいる。

　本来、精霊召喚とは膨大な魔力と複雑な魔法陣を要し、一人の魔術師が楽に行使できる魔法ではない。

　ゆえに、学校などの大きな機関で、専門家の助力がなければ使えない魔法なのだ。

　その場合、多額のお金が必要だったりするし、期待通りの精霊がくるとは限らない。

「では始めましょう。一人ずつ魔法陣の中央に立ち〝第一呪文───この名の下に、顕現せよ我が精霊〟と唱えてください」

　生徒たちは威勢良く、はいと答えた。

　ユリシス先生が儀式を始めるために長ったらしい呪文を唱え終えると、中央の魔法陣に淡い光が灯ともる。その魔法陣の中央に、まずは一人の男子生徒が立った。

「アレン・クク・モーラ───この名の下に、顕現せよ我が精霊」

　すると魔法陣が強く光を放ち、ポンと煙を吐いて何かがそこに現れる。

「わあ！　水玉うさぎだ！」

　割といかつい男子だったので、水色の毛をしたうさぎとのツーショットはギャップがあって可愛らしい。

　属性は【水】で、名無しの中級精霊ではあるが、魔力消費が少なく使い勝手が良いとのことだ。特に水の魔法を極めたい者は、必ず一匹は使役しているというほど。

　ゆえにその男子は、契約を結ぶことにしたようだ。

　このように、次々と精霊召喚の儀が行われる。うさぎ以外にも、犬や狐、鳩やカエル、鹿や孔く雀じやくなどの姿をした、動物型の精霊がほとんどだが、魔術師が成長し、より高度な召喚技術を身につければ、精霊とは人ひと形がたにも、より偉大な神獣の姿にもなれるらしい。

「あーん、こんな〝ハズレ〟精霊じゃ、やってけないよ！」

　などと嘆いて、召喚したばかりの精霊と契約をしない子もいる。

　だが精霊召喚など滅多にできないことなので、基本はどの子も契約をする。精霊を使役しているのといないのとでは、魔法の純度が変わってくるし、難易度の高い魔法であればあるほど、精霊の力を借りる必要が出てくるからだ。

　特に、精霊の属性は重要で、今後自分が極めたい魔法や、個性に関わってくる。

「ベア・ト・リーチェ───アスタの名の下に、顕現せよ我が精霊！」

　勝手に呪文をいじって精霊召喚に挑んだのは、あのベアトリーチェ・アスタだった。

　第一呪文もオンリーネームだし、自信満々という感じ。

　しかしその自信の意味も納得せざるをえないほど、魔法陣は激しい光を放ち、今までとは違うバチバチとした紫電が迸ほとばしる。

　やがて魔法陣の中央に、緑がかった銀の毛並みを持つ一角獣が顕現した。

「やりましたわ！　グリーンシルバーの一角獣ユニコーン！」

　熱くなるベアトリーチェに対し、取り巻きたちが泣きながら拍手を送っている。

　そういえばアスタ家の家紋には一角獣が描かれていたっけ。

「大変よくできました。上位精霊の召喚に成功したようですね。属性は【草】です」

「ええ殿下！　わたくしやりましたわ！　アスタ家の名に恥じぬ精霊です！」

　殿下と呼ばれ僅わずかに笑顔を引きつらせたが、ユリシス先生は変わらない声音で「よろしい」とだけ答えた。

「では次に、ネロ・パッヘルベル君」

　ざわついていた生徒たちが、静かになった。

　なぜならネロ・パッヘルベルは、私たち一年生の首席で、誰もが期待しているからだ。

「パッヘルベル君？」

　しかし彼は出てこない。というか、ここにいない。

「彼のルームメイトは？」

「ルームメイトはフレイ・レヴィ。彼もここにはいません」

「……なる、ほど。首席が最初の授業でサボりとは。しかもこの精霊召喚の儀で」

　ユリシス先生は顎あごに手を添え、苦笑した。

　そんな前例はないのかもしれない。だけど確かに彼はここにはいなかった。

　滅多にない機会を棒に振って、いったい何を考えているの、ネロ・パッヘルベル。

「では最後に、マキア・オディリール嬢」

「は、はい！」

　自分の名前を呼ばれハッとした。そして誰もがそうしたように、魔法陣の中央に立つ。

　同級生たちが注目していた。私がオディリール家の跡取りとして、どれほどの精霊を召喚するのか。

　お祖母ばあ様は鳩、お父様はカラス、お母様は蛇、叔父おじ様も蛇。

　オディリール家はカラスの使い魔率が高く、メディテ家は蛇の家紋を掲げている。

　それらの要因がどう働くのか、私も気がかりだ。

　ああ、ドキドキする。どのような精霊であっても、私の元に来てくれたなら全力で可愛がると決めているけれど。

「メル・ビス・マキア───この名の下に、顕現せよ我が精霊！」

　私は推奨定型文通りの呪文を唱えた。

　すると魔法陣がキラキラした真っ赤な光を放ち、今までと何かが違う演出に誰もが興奮し、あまりの眩まばゆさに目を閉じる。

　やっと光がおさまり、目を開けた。

「……ん？」

　しかし、精霊の姿がどこにもない。キョロキョロしていたら、どこぞの生徒が「足元だ！」と叫んだ。私もまた、足元に視線を落とす。

「……ネズミ？」

　そこには小さなネズミが二匹いて、魔法陣の上をチョロついていた。

　白くて丸いふとっちょネズミと、黄色くて小さめのネズミ。どちらも尻尾しつぽが短くて丸い。

「ぷっ。ネズミだなんて、低級中の低級ですわ」

　ベアトリーチェ・アスタの言葉に、クラスでドッと笑いが起こった。

　私もその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、

「違うわ。これネズミじゃないわよ。……ハムスターよ」

「は？」

　私はうろちょろしている二匹のネズミに手を差し出し、「おいで」と優しい声で呼んでみた。すると二匹は私の手のひらに乗って、ちょこんと座る。

「昔飼ってたハムちゃんに似てる……っ！」

　私は二匹に頰ずりをした。

　小さい。可愛い。ふわふわであったかい。生きてる！

　ちなみに昔というのは、前世でのこと。小学生の頃に、兄が親にねだって飼い始めたハムスターを、結局誰も面倒見なくなったので、私が世話をしたのだ。

　二年と少しで死んじゃったけれど、息苦しい家庭だったから、私はそのハムスターに色んな話を聞いてもらって、癒いやされていた。

　誰もが不思議そうな顔をしていたが、私にはこの二匹が、ものすごく嬉うれしかった。

「見たところ、ドワーフハムスターの姿をした精霊のようですね。尻尾が短く、頰袋がとても大きいのが特徴で、なんでも詰め込みます」

　ユリシス先生がそう言うと、また生徒たちがププッと笑った。

「また毛色によって多様な属性を持っています。白毛の子が【水】属性で、黄色い子が【火】属性のようです」

　先生は少し複雑そうな顔をしながら、「契約はやめておきますか？」と聞いたけれど、私は慌てて首をふる。

「い、嫌です。この子たちがいいです。え、ダメなんですか？」

「いえ、ダメではありませんよ。ネズミやハムスターを召喚した者は契約しないことが多いので、一応聞いてみただけです」

　そしてユリシス先生は、今までで一番、優しい笑顔になった。

「二匹同時召喚はとても珍しいんですよ。可愛がってあげなさい」

　そして先生は両手を叩たたき、「今日の授業はこれまで」と締めた。

　こんな風に精霊召喚の儀は無事に終わったが、生徒たちはまだ私の精霊をクスクス笑っている。ハムスターを召喚したことが、そんなにおかしいのだろうか。

「あれだけの大見栄を切っておきながら、オディリール家もたいしたことないですわね。最下位の精霊を呼び出すなんて、名門出身者がありえないですわ」

　ベアトリーチェ・アスタがわざわざ私の横を通り過ぎ、聞こえるように嫌味を言った。

「きっとベアトリーチェ様の直後だったから、気け圧おされたのです」

「ベアトリーチェ様こそ幸運の女神が微笑む、真の魔女に違いないわ！」

　取り巻きたちがせっせと彼女をよいしょしている。無視だ無視。

「大丈夫ですか、マキア」

「いいのよレピス。精霊の格に頼っているようじゃ魔法は上達しないもの。それに見てよこの子たち。かわい～」

　私は、自分のローブのポケットで寝ている二匹のハムちゃんをレピスと共に覗のぞき込んだ。

　丸い毛玉が二つ。ハムちゃんたちは「プウプウ」「チーチー」と鳴きながら、赤ちゃんみたいにあどけない顔して、寄り添っている。

「マキアは、この精霊を残念に思ってはいないのですね」

「当然よ。どんな精霊でも立派な使い魔にするのが真の魔術師よ。契約したからには責任を持って育てなきゃ」

　低級と馬鹿にされようとも、私はただただ嬉しかったのだ。

　自分の使い魔ができたこと。この子たちが、自分の元へきてくれたことが。

「はっ。でもそういえば、レピスの使い魔は猫よ。ハムスターを追いかけるかしら!?」

「大丈夫です。ノアは大人しい良い子なので。むしろ可愛がると思います」

　そうだよ、とでも言うように、足元にいたノアが珍しく「にゃっ」と鳴いた。







　その日はもう〝精霊召喚の儀〟以外の授業はなく、午後は自由時間だった。

　レピスだけは留学生の説明会があるとかで、別の教室に行ってしまったけれど。

　私は早速、前世でハムスターを飼っていた時の記憶を頼りに、二匹のドワーフハムスターを飼育するケージを用意しようと学校の工具店に木材とガラスを買いに行った。

　女子寮長のナギー先輩に聞いたのだが、島の外れに自由に使えるアトリエがあるみたいで、そこでケージを作ろうかなと思って。

「おや、マキア嬢」

「ユリシス先生」

　工具店では、偶然、精霊魔法学のユリシス先生と出くわした。

　ユリシス先生はなぜかお菓子の棚の前で、ビスケットを見ていた。

「最初の授業はどうでしたか。マキア嬢は二匹を召喚したけれど、大丈夫そうですね」

「大丈夫……とは？」

「普通、あの授業の後は皆、魔力を搾り取られてぐったりしてしまいます。だから初日はこの授業しかないのです」

「ああ、そういうことだったんですね。ええ、私は元気です。多分、塩林りん檎ごジュースを飲んで挑んだからだと思います！」

　得意げに語ったが、先生はあまりピンときてないみたいで、むしろ私の抱えていた木材を不思議そうに見ていた。

「それはどうするのですか？」

「あ、今日召喚した二匹のハムちゃ……ドワーフハムスターの精霊のケージを作りたくて。あと遊ぶための回し車も」

「ふふふ。精霊は一般の動物と違って好き勝手に生きていくのですがね。ネズミやハムスターの精霊にそこまでしてあげる生徒を見たのは、あなたが初めてです」

「そうなんですか？」

「あなた方くらいの年齢だと、精霊の善し悪しは、稀き少しよう性や格でしか測れなかったりします。間違いではないのですが、そればかりに気を取られていては精霊の本質に気づくことができません。精霊にも心はあり、簡単に〝ハズレ〟と言われると傷つきます。それに、精霊は信頼できる主人にしか力を貸してはくれないのです。愛情はいくら注いでも損はないですからね」

「……はい！」

　ユリシス先生は、ハムスターの精霊であっても他の生徒たちみたいに馬鹿になどしない。

　さすがは精霊魔法の第一人者だ。精霊が大好きなんだろうな。

「あの、先生は精霊にとても詳しいと思うんですけど、この子たちは何を食べるのでしょうか。やっぱりひまわりの種ですか？」

「ひまわりの種？　あっははははは」

　ユリシス先生は珍しく声をあげて笑った。

「精霊に食べ物を与える必要はありません。しかし嗜し好こう品として好む子もいるので、スキンシップの一環として何か与えるのは良いことです。僕もファントロームの好物であるビスケットを買いに来たところでして。メーカーまで指定してくるわがままっぷりです」

「ほうほう。殿下はワタシめをこき使いますゆえ。相応の対価と言えるでしょう。ほう」

　ユリシス先生の肩に止まっていたフクロウの精霊が喋しやべった……っ！

　なるほど、先生がお菓子の棚の前にいたのは、この子の好物を買うためか。

「ところで二匹のドワーフハムスターは連れていますか？」

「あ、はい。ポケットの中にいます」

　ハムちゃんたちはポケットの中でもぞもぞしていたが、私が呼ぶと肩までよじ登ってきた。ちょっとトロいし、間抜けな顔をしているんだけど、ユリシス先生はそんな二匹を見て目を細める。

「誰も気が付かなかったみたいですが、実はその二匹、名付き精霊なんですよ」

「えっ、そうなんですか!?」

　名前をつけるのを結構楽しみにしていたのに、地味にショックを受ける私。

　だけど名付き精霊ってことは、かつて誰かの元で偉業をなした精霊であるということだ。

　こんな、か弱いハムちゃんたちが……ああ、クシクシしてる。可愛い。

「先生は、この子たちの名前を知ってますか？」

「ええ。白い子がポポロアクタスで、黄色い子がドンタナテスです」

「い、意外とゴツい名前だった……」

「その二匹はかつて〈紅くれないの魔女〉に仕えた精霊たちです。何の文献にも載っていないので、誰も知りませんが。その子たちが出てきたと言うことは、マキア嬢、あなたは確かに〈紅の魔女〉の血を受け継いでいるのでしょうね」

「…………」

　紅の魔女。この世界で一番悪い魔女。

　この二匹が、まさかご先祖様に仕えていた精霊だったとは思わず、私はただただ驚き、肩のハムちゃんたちに視線を落とした。

「どんなに優れた精霊を使役していても、その力を引き出せるかどうかは主人次第です。逆にどんな小さな精霊であっても、しっかりと心を通わせ特徴を熟知していれば、かけがえのないパートナーになってくれるものですよ。あなたは精霊を格で判断することなく、自分の使い魔にすると即答した。……自信を持って精霊魔法に励みなさい。きっとその子たちは応こたえてくれますよ」

「……はいっ！」

　ユリシス先生は頷うなずき、ビスケットの箱をレジに持っていく。

　王子様なのに偉そうな素振りもなく優しいし、言葉が心に響く良い先生だ。

「あれ？　でもなぜユリシス先生は、何の文献にも載ってない精霊の名前を知っているのかしら。精霊魔法学の先生ってなると、色々調べてて辿たどり着くのかな……」

　よいしょ、と木材を抱え直しながら、私はちょっとした疑問を抱いたのだった。







　島の端にあるアトリエ群は、通称〝ガラス瓶のアトリエ〟と呼ばれている。

　なぜならそのアトリエ群は、棚状の断だん崖がいにはめ込まれた形で点々と存在する、ガラスの空き瓶を模した施設だからだ。多様な形と色をしていて、とても面白い。

　ここは生徒たちが自由に使えるのだが、最近は中心部に、もっと使い勝手の良いアトリエ群ができたことから、この辺りの古いアトリエは人気がないらしい。

　だが中心部のアトリエは上級生がたくさんいるらしいので、私はこちらに、ケージを作りに来た。

「少し使い勝手が悪いくらいが、魔術師のアトリエっぽいのにね」

　確かにあまり人の気配はないが、私の入った水色のガラス瓶のアトリエには、男子生徒が一人いて、作業机に向かって黙々と何かしている。

　どうしよう、別のアトリエに行こうかな……

「あのー」

　とりあえず声をかけると男子は私に気がつき、作業用のメガネだかゴーグルだかを額まで上げた。細いプラチナブロンドの前髪を、適当に挟み込んで。

「あ」

　片方の瞳ひとみが、鮮やかなマゼンタ色───

　それでやっと、この男子の正体に気がついた。学年の首席、ネロ・パッヘルベルだ。

　精霊召喚の儀すらサボっていたのに、こんなところにいたとはね。

「私はマキア・オディリール。あなたは、ネロ・パッヘルベルね」

「……ああ」

　愛想のない返事だ。もうゴーグルをつけて下を向いているし。

「私もここを使いたいんだけど、いいかしら」

「別に……好きにすればいい。共用スペースだ」

「ありがとう」

　整った顔立ちの細身の男子だが、思っていた以上にクールな子だな。

　私は、買ってきた木材やガラス板を広い場所に置いて、必要な工具を探した。

　それにしても、不思議なアトリエだ。外側から内側はあまり見えないようになっているが、内側からは外がよく見える。開放感があり、ここからは海もよく見えるので、どうしてこんなに素敵なアトリエに人気がないのか疑問である。

　二階を確かめてみると、そこは物置で、工具も揃っていた。ここからは一階を見下ろすことができる。

　アーチを描く天井は、途中まで透けない乳白色の魔法コーティングがなされており、日光と熱を遮断する仕組みのようだ。日中も涼しく快適に過ごせるよう、天井の魔法コーティングが冷暖房機能も兼ねている。

　締め切った暗い場所が必要な場合は、地下室を使うようで、この水色のガラス瓶のアトリエだけでも十分、魔術師としての活動ができそう。

　私は早速髪をまとめ上げ、ローブを脱いで作業を始める。目の前でガチャガチャ、トントン、カンカンやりだしたのが気になるのだろうか。ネロ・パッヘルベルは時々顔を上げて、私の行動を見ていた。

　私もまた、ネロ・パッヘルベルの作業が気になる。いったい、何をしているのだろう。

　細い棒を持って、チリチリ光を撒まき散らしながら、小さなものに細工を施しているようだ。自分の作業が一段落した後、こっそり後ろに回って見てみると、どうやら薄くて丸いガラスのようなものに、魔法式を書き込んでいるようで……

「うわあ、こんな器用なこと、よくできるわね」

「!?」

　いつの間にか私が後ろで作業を見ていたので、ネロ・パッヘルベルは少し驚き、多少不機嫌な顔をして振り返る。でも私はお構い無し。

「これってコンタクトレンズ？　あなたの瞳が違う色なのは、このレンズをつけているから？」

「…………」

「入学式では、両方とも茶色の瞳だったのが不思議だったの。その前にあなたを見た時は、両方とも綺き麗れいなマゼンタ色の瞳だったから。マゼンタ色が、本当の瞳の色でしょう？」

　ネロ・パッヘルベルはしばらく黙っていたが、自らのゴーグルを外し、

「僕の目の色は派手すぎるし、この国では禁忌の瞳とされている。嫌でも注目を受けるから、当たり障りのない落ち着いた色のレンズを着用している。便利な魔法道具だからな」

「魔法道具……なの？」

「魔導回路が施された先端魔法の産物だ。ルスキア王国にはまだ根付いていないだろうが。……そもそも、これが瞳に着用するレンズだと、よくわかったな」

「あー」

　言われてみたら、コンタクトレンズってこの世界では初めて出くわしたかもしれない。前世の世界では誰もが当たり前のように使っていたけれど。

「これを瞳に着用すると、何ができるの？」

　興味があり尋ねてみたら、彼は相変わらず淡々と、だけど丁寧に教えてくれた。

「……魔力の流れを視覚的に捉とらえることができる。これにより魔法や呪いの痕こん跡せきを見つけやすく、解除などもしやすい。これが指輪や杖つえの代わりとなり、呪じゆ文もんの詠唱もある程度省略できる。魔法の高速化を可能とする魔法道具だ」

　こちらが驚く間も無く、彼がスッと視線を横に向けただけで、窓辺にあった空き瓶が割れた。その手の魔法を使ったのだ。

「こんな感じだ。この先、魔法には速さが重視されてくるだろうからな」

　私はあんぐりと口を開けて、割れた空き瓶を見つめている。

　今、確かに割れたはずなのに、気がつけば元に修復されている。はや……っ。

「ち、ちょっと待って、これって凄すごいわよ。魔術師の弱点のほとんどをカバーできるんだもの。あなた、いったい何者なの」

　受験勉強ばかりしていた私とは違い、魔術師としてかなり先を行ってる。

　ネロ・パッヘルベルが首席なのは当然と思えたが、いったいどこでその技術を手に入れたのだろう。

　私とネロ・パッヘルベルは、しばらく見つめ合い、探り合う。

　彼の片方の瞳に覆い被かぶさるレンズの表面には、細かな術式が、絶えず流れている。

「別に……僕は他国にいた期間も長く、先端魔法に触れる機会が多かっただけだ。実際にはそれほど魔力が高いわけでもなく、才能があるわけでもない。君のような名門の出自に比べたら、僕は」

「いいえ！　これはルスキア流の古臭い魔法にはない大きな武器よ！　と言うか学生の域を遥はるかに超えているわ」

「ルスキア王国の古典的な魔術師は、嫌いな分野だと思うが」

「そんなことないわ！　私は興味津々よ」

「…………」

　いまだ妙な顔をしているネロ・パッヘルベル。

　私が興奮しすぎたせいで引いてるのかもしれない。

「ゴホン。そういえば、精霊召喚の儀に出てなかったみたいだけど、どうしたの。腹痛でも起こした？」

　とりあえず話題を変えてみた。

「……なぜ君がそんなことを気にするんだ」

「好奇心よ。精霊、使役したくないのかなって」

「別に。すでに一体を使役しているから、もういらないだけだ」

「えっ、どこにいるの!?」

　レピスと同様、すでに精霊持ちだったとは。流石首席と言うべきか。

　私がキョロキョロしていると、ネロ・パッヘルベルは気だるげに窓辺に歩み寄り、広いガラス窓から空を指差した。

「あ……」

　空を旋回するのは立派な鷹たかだ。なるほど、彼の使い魔は鷹なのね。

「かっこいいわねえ。我が家にもカラスがいたけれど、鳥の精霊は空から主人を見守ってくれるし、気ままで素敵よね」

「……まあな。自由に何処へでも行けるところが、少し羨うらやましい」

　ネロ・パッヘルベルは、この時ばかりは柔らかい表情をしていた。

　そのまま作業机へと戻ろうとしたが、私は彼の肩を掴つかみ、逃すまいと問いかける。

「ねえ！　もうどこかの班にスカウトされた？　私、班員を募集中なんだけど」

　ネロ・パッヘルベルは急に神経質な表情になり、視線を横に逸そらしながら、

「その話か。……ベアトリーチェ・アスタに誘われた」

「もしかして引き受けた!?」

　優秀な者を求めるベアトリーチェが、真っ先に彼を誘わないのも、確かにおかしい。

「いや……庶民だけど班員にしてやる、ありがたく引き受けろ。と上から目線だったので断った。ああ言う傲ごう慢まんな魔術師は嫌いだ」

「ああ……」

　その光景はありありと思い浮かぶ。首席のネロ・パッヘルベルは、どちらかと言うと班員を選べる立場にいるのに。

「気持ちはわかるわ。うちはご先祖様がかなりのワルで色々言われちゃうから。そもそも、貴族だろうが庶民だろうが、たとえ奴隷だろうが、魔術師には関係ないわよ。実力主義であって然しかるべきだもの」

　血統主義の魔術師もいるらしいが、私から言わせればバカバカしい。

　トールのような奴隷出身の天才もいるし、私は常々その凄さを見せつけられ、鼻っ柱を砕かれ続けたからね。家柄なんてあの手の天才の前では無意味よ。

　ネロ・パッヘルベルもそうだ。トールとは違うタイプの天才に違いない。

「というわけで私と班を組まない？　いえ……違うわね」

　私はその誘いを、すぐに改め、手を伸ばす。

「まずは私と、お友だちにならない？　ネロ・パッヘルベル」

「…………」

　開け放った天窓から、潮風とレモンの香りが、風に乗って流れてくる。

　一瞬の、爽さわやかな沈黙。彼は意外と気の抜けたような顔をして、私の差し出した手を見つめていた。

　でもなかなか、握ってはくれず。

　差し出しただけの手の虚むなしさよ……ぐっぱ、ぐっぱしながら、誤魔化しつつ、

「ま、まあ……？　確かに私は、精霊召喚の儀でドワーフハムスターを二匹召喚して、誰も班員になってくれない余り物だけど……っ。あ！　でもハムスターは可愛いのよ！」

「……ハムスター？」

　彼は、私がさっき作業していたスペースに視線を向けた。

　そこには作りかけの、木材とガラス板で作った四角い箱が。

「あれ、ハムスターのケージを作ってたのか？」

「そうよ。大きいのを作って快適に過ごしてもらいたいの。回し車も欲しいんだけど、こればかりは作り方がイマイチ分からなくて。いっそ洗面器に穴を開けて取り付けてみようかしら」

「…………」

　ローブのポケットに入っていた二匹のハムちゃんがカサカサと出てきて、目の前の机にぴょんと飛び乗り、二匹で相撲を取るように戯じやれあい始めた。

　もちもちコロコロ可愛いすぎるので、私は買ったばかりのひまわりのタネをダッシュで持って来て、それを並べて土俵を作る。

　ネロ・パッヘルベルが、私とハムちゃんの行動をじーっと見てる……

「……僕も手伝おうか」

「えっ？　何を？」

「ハムスターの回し車づくり」

「ええっ!?　い、いいわよ。あなたはあなたでやることがあったんでしょう？　班に入ってもらえるだけでもありがたいわよ！」

「いつの間にか、班員になることが決定している……？　まあ、いいが。どうせ僕もどこかの班に入らなければとは思っていた」

「よしっ！」

　私はガッツポーズ。一方ネロ・パッヘルベルは小さくため息をついて、自分の作業を中断し、作りかけのケージを見に行く。

「なんだ。ケージは上手うまく作れているじゃないか」

「これでも、ものづくりは得意な方よ。何もないところに住んでたから、自分で材料を取りに行って、何でも自分で作ってたの」

　主に塩の森で手に入れたもので。

　とは言え、ハムスターの回し車を作る機会はなかったので、苦戦していた。

　ネロ・パッヘルベルはそういうのが得意みたいで、工具と魔法を駆使し、売り物のごとく立派な回し車を作ってくれたのだった。

「ありがとう、ネロ・パッヘルベル！　あー……ねえ、フルネーム呼びも面倒だから、もうネロって呼んでもいい？」

　彼は数秒の無言ののち、「構わないよ」とそっけなく答えた。

「いい名前よね。悪い皇帝にいそう。もしくはパトラッシュを連れてそう」

「なに？」

「いえ、こっちの話よ」

「……君は」

「え？」

「君のことは、何と呼べばいい」

　ネロは私に向き直り、片方のマゼンタ色の瞳ひとみで私を見つめながら、淡々と問う。

　クールな調子とは裏腹に、その色があまりに情熱的で、何か予感めいたものを感じたが、

「……っ、私のことは、マキアと呼んで！」

　反動で弾はじけるように答え、改めて手を差し出した。

　ちゃんと名を呼んでくれるつもりなのが、少し嬉うれしい。

　ネロは、今度は私の手を、ちゃんと握ってくれたのだった。







「レピス、聞いて！　首席のあの子が私たちの班に……ってあれ、いない」

　作ったばかりのケージを抱え女子寮に戻り、ルームメイトのレピスに今日のことを話そうと思ったのだけど、彼女はまだ部屋に戻っていなかった。

　ただ、使い魔の黒猫ノアが、にゃーと鳴きながら私の足元にやってきた。

「新しい同居ハムよ。食べちゃダメだからね」

　ノアに二匹のハムスターを見せると、スンスンと匂いを嗅かいで、ぺろっと舐なめた。

　ハムちゃんたちは怯おびえる様子もなく、むしろノアによじ登り、ツルツルの毛並みの背中を滑り台にして遊び始める。なんて図太い……

　私は早速、ガラスのケージに古紙を刻んだ床材を敷き詰め、寝床と餌皿と砂場と回し車を置いてみた。遊んでいたハムちゃんたちを中に入れると、二匹はまずキョロキョロしていたが、砂場で転げまわったり、回し車をカラカラ回して遊び始める。

　こうして見たら、やっぱり普通のハムスターにしか見えないなあ。

「んー、ポポロアクタスとドンタナテスだなんて、長くて呼びにくいし可愛くないわね。ポポ太郎とドン助でいいわね。うん、可愛い」

　ご先祖様の〈紅の魔女〉が付けた名を、めちゃくちゃ雑に愛称化したりして。

　白い方がポポ太郎。【水】属性で、丸くてふとっちょ。

　黄色い方がドン助。【火】属性で、小柄で動きが俊敏。

　私の精霊としてどう役立つのかは全く見当がつかないが、属性的には苦手な【水】と得意な【火】で、かなりありがたい。

　あ、疲れたのかな。

　ペタンととろけたように平べったくなって、回し車の上で二匹重なって寝てしまった。








第七話　落第生さがし









　学校生活が始まり三週間が経った。

　一年生は以下の授業が中心である。




『精霊魔法学』……担当教師　ユーリ・ユリシス・レ・ルスキア

『エレメンツ魔法学』……担当教師複数。

『魔法薬学』……担当教師　ウルバヌス・メディテ

『魔法世界史』……担当教師　メアリー・エルリッヒ

『魔法体育』……担当教師　フランチェスカ・ライラ




　これらの基礎の魔法学がカリキュラムに含まれており、あとは自分の興味のある一般教養の講義を受けて進級のための単位を取る。




　まず『精霊魔法学』について。

「精霊魔法学は、ルスキア王国発祥の〝精霊魔法〟について学ぶ重要な授業です。精霊生物学、召喚術、魔法陣生成術などが含まれており、今後この国を発展させ、守り抜いて行くために必要な専門的な魔法となります」

　教師は精霊召喚の儀でもお世話になった、ユーリ・ユリシス・レ・ルスキア殿下。

　ルスキア王国の第二王子でありながら、ルスキア王国最強の精霊魔術師と名高く、使役している大精霊は十を超えるという。見た目は童顔で若々しく見えるが、落ち着いた物腰で精霊が大好きなのが授業の節々で伝わってくるので私は凄すごく尊敬している。

　次に、全ての魔法の基礎にあたる『エレメンツ魔法学』。

　属性は主に【火】【水】【氷】【地】【草】【風】【雷】【音】【光】【闇】であり、これらの魔法について詳しく知り、正しく習得することで攻撃魔法や守護魔法などの応用に活用して行く授業だ。それぞれの属性に担当の教師がついており、一年生のカリキュラムでもっとも多いコマ数が設けられている授業でもある。まずは自らの得意な属性、苦手な属性を知ることが大事なのだとか。ちなみに私は、当たり前だが【火】属性が大の得意で、【水】属性にめっぽう弱い。

　次に、ルスキア王国の発展と、切っても切り離せない『魔法薬学』。

　担当教師は、私の叔父おじでもあるウルバヌス・メディテ先生。

「わが国の発展は毒と薬の上にある。要するに『魔法薬学』とはルスキア王国の主要産業の担い手を育てる授業なんだよねえ。薬草採取の校外授業も多いから体力もいるよ～」

　これは自然界にある魔法の素材を採取し、自らの魔法と組み合わせることによって、人の体に様々な影響をもたらす魔法の薬を生み出す授業だ。エレメンツ魔法学の【草】と【地】と【水】と【光】を発展させたものだと、最初の授業で聞いた。

　魔法薬の優れたところは、魔術師でなくても魔法薬を手に入れさえすれば、魔法の恩恵に与あずかることができるところだ。ゆえに、魔法薬とはこの国の産業として発展し、メイデーア各国で大きな価値を持っている。ちなみに魔法薬学はオディリールの家でずっと勉強してきたことだから、私は大の得意と言える。

　次に『魔法世界史』。これはメイデーアの歴史と、時代時代の魔法や大魔術師について学ぶ授業だ。

　教師はメアリー・エルリッヒ先生。肩で切りそろえた髪にツバの広い三角帽子、黒いローブドレスが特徴の、オーソドックスで厳格な、壮年の魔女だ。ただし王宮魔術師の旦だん那なの愚痴を語り始めると止まらないという特徴もある。

「メイデーアとは、十柱の神がお創りになった〝救い〟の世界でございますわ。この神々を〈原始の魔法使い〉と呼ぶこともあるのです」

　歴史の授業の最初とは、何事も神話から始まる。この授業にはメイデーアの創世神話学、ヴァベル宗教学も含まれている。

　主に室内で机について先生の講義を聞き、人名やら歴史的事件の名称などをひたすら覚える授業であるため、眠たそうにしている生徒は多い。

　最後に『魔法体育』の授業では、主に体を動かし基礎体力をつけ、体術、剣術、転移魔法、浮遊魔法、飛行魔法などを学ぶ。

　またメジャーな魔法道具の扱いもこの授業で学び、そのうちに魔法や魔法道具を駆使した校外実習や模擬戦闘、決闘会なども行うらしい。将来魔法兵や魔法騎士を目指している者は、この授業の成績が重視されると聞いたことがある。

「魔術師は引きこもりで陰湿な職業と思われがちだが、今は動ける魔術師が多く求められる時代だ。体力必ひつ須す！　この『魔法体育』の授業で成績Ａ以上を取れなかった生徒は、魔法兵や魔法騎士への推薦はないものと思え！」

　教師はフランチェスカ・ライラ先生。オーソドックスな魔術教師が多い中、黄色のジャージ姿とサングラスが目立つ女性教師で、言葉遣いも荒々しくとにかくスパルタ。よく指導の方向性でエルリッヒ先生と揉もめているが、彼女がこの学校へ赴任したことで体力をしっかり養った卒業生が増えたという実績もある。

　このように、個性的な教師陣に見守られ、私たちは今日も学業に励んでいる。







「一年生の諸君。そろそろ学校の授業には慣れてきたかな？　ああ、前の授業が魔法体育？　どうりでみんなゲロゲロしてるわけだ～」

　ある日の魔法薬学の授業にて、メディテ先生はぐったりとしている生徒たちを見てニヤニヤしていた。基礎体力作りで島中を走らされたばかりだからね。

　あまり体力作りをしてこなかった生徒たちはしんどそう。

　私は毎日走ってるし、入学する前に鍛えてきたから、この程度ならへっちゃら。

「じゃまあ休憩がてら、来月に行う薬草採取の校外実習について説明するよ～。へばっててもいいけど、耳だけはこっち向けててねえ」

「校外実習……？」

　生徒たちはぐったりしつつも、先生の言ったその授業が気になって仕方がない様子だった。メディテ先生は片眼鏡を押し上げながら、

「諸君、班はもう決めたかね」

「…………」

　ごくり、と誰もが息を飲む。

　早々に班を作った人たちは余裕ぶった顔をしているが、そうでない者たちの蒼そう白はくな表情ときたら……私もまた然しかり。

「来月の薬草採取の校外授業は、一年生最初の班活動でもある。成績にも大いに関わるから、皆張り切って取り組むように。あ、班を申請してない人たちは、あと一週間しかないから急いでねえ。班員が集まらなかったらこっちで勝手に決めちゃうから。……では授業を始めます。教科書の24ページを開いて。はい、そこ寝ない！」

　叔父様は意外とちゃんと先生してる。投げたチョークも寝ていた男子生徒の額に命中し、パチパチ拍手が起こっていた。




　授業が終わりレピスと共に教室を出ると、あのベアトリーチェが廊下で待ち伏せていて、

「ごきげんようマキア・オディリール。あなたまだ班員が集まってないのですって？　ありえませんわ～」

　軽快に髪を払いながら嫌味を投げてきた。

　彼女の周りには班員と思われるメンツが揃っている。

　綺き麗れいに名門の出身ばかりで、授業中でも優秀っぷりを発揮しているメンバーだ。

　えーと、取り巻きの令嬢二人と、同じアスタ家の男子が一人と、アスタ家に仕えている執事の男子が一人。名前はどいつもこいつもまだ覚えていない。

「言ってなさい。こっちはギリギリまでメンバーを秘密にしているだけよ。班員をストラップのごとくひけらかす趣味は、私にはないの」

「な……っ!?」

　取り巻きたちが「ストラップだなんて失礼だわ！」とか「強がっていられるのも今のうちよ！」とか言ってるけれど、私はツーンとしたままその場を去る。

「マキア、あんなこと言っていいのですか？　班員、まだ揃ってませんよ」

「ハッタリよハッタリ。いちいちつっかかってくるのがムカつくのよ。あーでも……」

　レピスの言う通り、残り一人の班員が、どうしても見つからない。

　私がベアトリーチェと対立してしまったからか、女子の大部分があちらについている。

　男子たちは召喚した精霊を重視している者も多く、ハムスターを召喚した私は論外ってことなんだろう。

「これはもう、作戦会議が必要だわ」

「今からアトリエへ行きますか？　ネロさんがいると思いますけど」

「ええ。でも途中でハーブ園に立ち寄っていい？」

「もちろん。何か入り用なのですか？」

「エルダーフラワーよ。ちょっとした依頼の品があるの」

「依頼……ですか？」

　学校のハーブ園は島の高い場所にある。野外で育てられているもの、温室で育てられているものなど、約百種類ほどをこの学校の生徒は自由に摘み取ることができる。

　ここでエルダーフラワーを探し、クリーム色の小花がたくさん咲いた、綺麗なものを摘み取った。エルダーフラワーとは、古い時代より魔術師の御ご用よう達たしである、ニワトコ属の万能ハーブだ。

　さて、私とレピスが大量のエルダーフラワーを抱えてやってくると、珍しくアトリエのガラスの壁際でぼんやりとしていたネロが、あからさまに眉み間けんにシワを寄せ「何事だ」と。

「エルダーフラワーで、ハーブコーディアルを作るのよ。魔女らしいでしょう？」

「ハーブコーディアル？」

「あら、知らない？　ハーブのシロップよ。お湯や炭酸で割って飲んだり、ヨーグルトやアイスクリームにかけたり、作り置きしておくと色んな活用法があるわ」

　ガラス瓶のアトリエの地下には簡易のキッチンルームがある。

　地下は締め切った涼しい部屋で、魔法薬や魔法物質の調合、保存に向いている。

　そこではお湯を沸かしたり、何かを煮込んだり溶かしたりするのにキッチンを使うのだった。

　巨大なボウルを見つけたので念入りに洗って、そこにお湯と砂糖、そしてエルダーフラワーを漬け込む。学校で摘み取ったレモンをたっぷり絞り、輪切りレモンも一緒に。

　エルダーフラワーは、ハーブコーディアルに代表されるハーブだ。

　なぜこれを作ろうとしているのかというと、昨日、女子寮長のナギ姉にオディリール家特製のハーブコーディアルを作ってと頼まれたから。

　ナギ姉は昔から、我が家のハーブコーディアルが好きなのだった。

　あと、エルダーフラワーは風邪の予防薬にもなるからね。もうすぐ夏風邪の季節だし。

「よし。これを涼しいところに置いて、三日は漬け込んどきましょう。ルネ・ルスキアはレモンが採り放題でありがたいわ」

　地下の保冷箱に仕舞い込んで、仕込みを終了。

　出来上がったら布で濾こして、熱湯消毒した瓶で保存するのだ。

　手伝ってくれたレピスが、余ったエルダーフラワーを花瓶に生け、一階の壁際に飾っていた。大きなガラスがアーチを描く壁際には鉢植えのひまわりの花もたくさん咲きつつある。これは私が育てているもので、ゆくゆくはひまわりの種がハムちゃんたちのおやつになる予定だ。

　ガラスの壁から見える青い空と、水平線に沿う白い入道雲と、手前で咲く鮮やかな黄色のひまわりが、この年の夏を予感させる。

「なあ、最後の班員は見つかったか」

　ネロが私たちの作業の終わりを見計らい、愛想のない声で問う。

「いいえ、色々声をかけてるんだけど、どこも班員が固まりつつあるから、望み薄っていうか。……まあ主に私が原因っていうか」

　そこでネロは、少し躊躇ためらいながらも、

「一人……班員になってくれるかはわからないが、おそらくまだ誰にも声をかけられてない奴を知っている」

「えっ、誰？」

「僕のルームメイトである、フレイ・レヴィだ。本来は一つ上の学年だが落第し、僕らと同じ学年にいる。入学式には出ていないし、授業もサボっているので、知らない者が多いだろう。と言うか部屋にもほとんどいない。僕にとってはこれ以上ないルームメイトだ」

「はあ～。なるほど」

　本来一つ年上の先輩ってことね。それで、落第して私たちの学年に……

「あの、落第生ってことは、相当な問題児なのでは？」

　レピスの心配に対し、ネロは、

「君の心配もわかるが、彼は単なる落ちこぼれではないと思う」

「なぜ？」

「まあ……見ればわかるだろう。二人とも、ついてきてくれ」

　彼はアトリエを出た。私もレピスも、よくわからないままついていく。

　海風が気持ち良い中、ガラス瓶のアトリエ群を抜け、断だん崖がいの上の開けた場所に出た。

　ネロが腕を掲げ口笛を吹くと、空を舞っていた雌め鷹だかが降りてくる。チリンチリンと、尾羽についた鈴の音を響かせながら。

「わあ、近くで見ると可愛い。名前はなんていうの？」

「名前は……フーガだ。属性は【音】」

「へえ。珍しいのね」

　ネロは自分の髪をパクついて戯じやれるフーガの羽を撫なで、再び空に放った。

　すでに精霊との信頼関係はできているよう。

「どうやらフレイ・レヴィはもうすぐこの辺りへ来るらしい」

　フーガからの情報だろうか。

　しばらくそこにいると、真下の静かな浜辺に、ある男子生徒が現れた。

　例のフレイ・レヴィだ。ポケットに手を突っ込んだまま、鼻歌を歌っている。

　足がスラッと長く少し猫背で、グリーンアッシュの外ハネの髪に、ピアスに着崩した制服。タレ目に吊つり眉まゆで、顎あごの細い顔立ちも、お年頃の女子にモテそう。

「なるほど、見た感じ不良というかチャラ男って感じね」

　これで中身が真面目とかだったら、ギャップ萌もえで高評価を受けそうなタイプではあるが……

「あ、マキア。女子生徒がきました」

「三年生の先輩よ。リボンが緑だもの」

「あ、マキア。浜辺でイチャつきだしました」

「やばいわ。これ以上は見てられない……っ」

　ピュアな私は、手で目を覆い隠そうとしたが、

「ん？」

　もう一人の女子が、この浜辺にやって来た。それはもう鬼のごとき形相で、前のめりになってズンズンと早歩き。黄色のリボンなので四年生だ。

「あ、修羅場」

　どうやら例のフレイ・レヴィ、先輩相手に二ふた股またをかけていたようだ。

　二人の女子の先輩が、あの男を巡ってキャッツファイトをおっぱじめる。

　ところで、当事者のフレイ・レヴィはどうしたと思う？

　あの野郎、ポケットに手を突っ込んだまま断崖を軽々駆け上って逃げたのよ。

「なるほど。彼は【地】の申し子なのね。大地に愛された特別な体質……クズだけど」

「女の敵でしたけどね」

　私とレピスがあれこれ言っていると、ネロが少し居たたまれなさそうにして、

「どうする。女子は嫌いなタイプだろう」

「いいえ、むしろ逃げ足の速さを見ることができたからよかったわ。フレイ・レヴィをスカウトしましょう。あの身のこなしは、校外授業でこそ生かされるわよ」

　と言うわけで、私たちはフレイ・レヴィを捜すことにした。

　雌鷹のフーガに空から捜してもらうと、どうやら学校の外に逃げたとのこと。私たちもわざわざ、落第生を捜すために学校を出るはめになったのだった。







　制服を着てミラドリードの街を駆け巡っていると、色々な人から声をかけられる。

「いい鉄てつ鍋なべを売ってるよ～　魔法薬で失敗知らず！」

「最近流行はやりのローブは原点回帰して黒さ。ちょっと前まで深緑だったけど」

「杖つえ磨きはいかが？　安くしとくよ？　あ、最近の学生さんは指輪なんだっけ？」

　などなど。王都は魔術師が集いやすいので、魔術師相手の商売も多いのだ。

　途中、フレイを見失った。

　人が多いのもあるが、水路の多い街なので、似たような橋や入り組んだ路地を行き来していたら、ここがどこだかわからなくなる。

「三手に分かれて捜した方が早いわ。見つけたら精霊で連絡を取り合うことにしましょう」

「そうだな」「わかりました」

　というわけで、道が三つに分かれる中央広場で、私たちは分散。私は真ん中の大通りを歩いていたのだけれど、フレイ・レヴィがガレリアに入っていくのを見たので、私もそれを追いかける。ガレリアとは、アーチ状のガラスの天井を掲げるショッピング街で、今日も今日とて人が多い。

「全く……っ、こんなところでもあの男、壁を歩いて悠々としてやがるわ」

　フレイ・レヴィに人混みは関係ないみたい。重力無視して、建造物の壁や天井にくっついて歩いている。大地と繫つながったものには、あの体質が有効なのね。人混みも相あい俟まって、あの男の体質が目の錯覚を起こしているように見え、酔いそうになる。

　やっとガレリアを抜けたと思ったら、フレイ・レヴィはもうずっと遠くにいて、細い路地に入られた。私はげっそりとしながらも追いかけたが、見失う。

　さらには路地をぐるぐる行き来し、道に迷ったと思っていたら、曲がり角で誰かとぶつかり、思い切り尻しり餅もちをついてしまう。

「イタタ……」

「おい、大丈夫かマキア」

「ネロ!?」

　なんとここでネロと合流。私は彼に引っ張り起こしてもらった。そして、

「王都って恐ろしいところね。人混み怖い。田舎に帰りたい……っ」

「都会の洗礼を受けたようだな。まあ、気持ちはわかるが」

　ネロは一応、私に同情してくれながらも、

「さっきこの路地でフレイ・レヴィを見かけたんだ」

「そう！　私もあいつがここに入っていくのを見たのよ。そしたら自分が迷子になったっていうか……」

「僕もそうだ。なんだかあの男に、遊ばれている気分だな」

　確かに。フレイ・レヴィは王都そのものに慣れている感じさえある。

　ネロは空を見上げて、フーガを一度呼び寄せると、改めてフレイを捜すよう命じる。

　私たちはまずこの路地を抜ける。ネロが帰り道を覚えていたからね。

　抜けた先は、賑にぎわった庶民の生鮮市場のようだった。

　野菜や果実、穀物、肉や新鮮な魚介類が売られている。

　市場に目を奪われていると、あるものを見つけ、私は急ブレーキで立ち止まった。

「お米……」

「？」

「お米があるわ……っ、ネロお米よお米！　米米米！」

　なんと、量り売りしているお米を発見！

　いや、確かにミラドリードには名物パエリアやリゾットがあるので、お米も売っているだろうとは思っていたけれど。

　でも実は、メイデーアに生まれてこのかた、お米を食べたことがない。

　記憶を取り戻し、何かと厄介だったのは、前の世界の食べ物への渇望。特にお米が食べたいと思っても、この国では王都以外での需要は少なく、辺境のデリアフィールドで手に入るものじゃなかった。

「おい、何をしている……置いて行くぞ」

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっとだけ待って。お願い」

　本来の目的を一瞬忘れ、ネロを待たせながらも、私は慌ててお米を５００グラムほど買った。これらは東の国から輸入しているのが大半で、値札には〝黄き麟りん国産〟と書かれている。東で一番大きな国だ。お米をゲットしホクホクしていたら、

「ああああ」

「今度は何だ」

「アプリコット！　アプリコットだわ、お米があるならアレもないと」

　綺き麗れいなオレンジ色をしたアプリコットが収穫の時期を迎えたみたいで、山のように売られていた。ネロは「何に使うんだ」と、これまた妙な顔をしている。

「ふふふ。これで梅干しを作るのよ。クエン酸はレモン果汁で代用できるし、塩は塩の森で取れた特別なのがあるし、いける……っ、いけるわ！」

「……何のことだかわからないが、よかったな」

　ネロは当然のことながら、私がお米とアプリコットでこんなに喜んでいる意味がわからないという顔をしているし、梅干しと言ってもピンとこないみたい。

　お米とアプリコットで両手がいっぱいになったので、ネロが「持とう」と、アプリコットを持ってくれた。おお、意外と気が利く紳士ではないか……っ。

　ちょうどフーガが降りて来て、ネロに何か伝えている。

「おい、フレイ・レヴィはディーモ大聖堂の屋上にいるようだ」







　ディーモ大聖堂とは、王都で最も大きなヴァベル教の大聖堂で、東区画の広場にある。

　尖せん塔とうの先には十柱の創世神の金色像が立っていて、神々の眼が静かにこの街を見下ろしていた。

　ここでレピスと合流。大聖堂の大扉はちょうど開かれていて、ぞろぞろと司教服を纏まとった者たちが出てきた。群がる群衆に混じって、その様子をレピスがじっと見ていた。

「ヴァベル教国より巡礼でいらっしゃった偉い司教様だとか」

「へええ……」

　司教冠を被かぶっている先頭の司教が、チラリとこちらを見た。

　一瞬、司教冠から垂れるヴェール越しに、目が合った気がしたが……

「マキア、上へ行く階段があるみたいですよ」

「あ、うん！」

　レピスに呼ばれ、私たちは大聖堂の真横にある階段から、屋上へ行く。

　屋上へ出るには多少の料金を支払うことになったが……

「うわあああ」

　ここは大聖堂の尖塔の彫像や、柱やアーチの彫刻を間近で見られる、良い場所だ。

　ミラドリード城や遠くの山々までよく見える。

　屋上ではルネ・ルスキアの男子が一人、備え付けのベンチに寝転がっていた。

「気持ちよく寝てるところ悪いけれど、ちょっといいかしら」

「んあ？」

　アイマスクまで着用し昼寝をしていたのは、まさにフレイ・レヴィ。

　私に声をかけられ、アイマスクを外しあくびをしながら、起き上がる。

　そして私たちを一通り見て、

「あー……何？　告白??」

「告白というか、スカウトというか」

「はーい残念。俺、年上のお姉さんの誘いにしかのらない主義だから。つーかお前たちずっと俺のこと追ってただろ。ウゼーから何度も撒まいたんだけどなあ」

　そう言ってまたゴロンと寝転がるフレイ・レヴィ。私たちは顔を見合わせた。

「僕たちは班員を募っているんだ。君、まだどこにも所属してないだろう」

　ネロの淡白な言葉に、フレイ・レヴィは寝転がったまま、視線だけをネロに向けて、

「あー。どっかで見たことある奴だと思ってたら、お前、ルームメイトの無口君じゃん」

　やっと自分のルームメイトであるネロに気がついた。

「ああ、なるほど。一年の班決めか。でもなー、めんどくせーなー」

　子供みたいにゴロゴロしやがって……

「もしかして、進級するつもりがないの？」

「ないない。卒業したってろくな人生じゃねーし。永遠に一年生でいいわけ。それに年下女には興味ないし～」

　私とレピスを見て、大きなため息をつくフレイ・レヴィ。

　その姿に、逆にこいつを班に入れても大丈夫そうだと確信する私たち。

「ありがたいことだわ。それにあなた、自分の言った言葉の矛盾に気がついてる？　一生一年生でいいってことは、いつか四年生の先輩ですら、あなたより年下になるわよ」

「あ……」

　今やっと気づいたみたいな顔してる。さてはこの男……アホだな？

「どうせ、一ヶ月経ったらどこかの班には配属されるわ。余り物でまとめられちゃうのよ。それならうちでもいいでしょう？」

「俺がお前たちの班に入るメリットは？」

「常に一番を目指すわ。と言うことは、好成績を得られるってことよ！」

　ドヤ顔で言ってのけると、フレイ・レヴィはあからさまに興味無さそうな顔をして、寝返りをうつ。

「目指してねーよ、そんなん。一番になろうとするのは目立つってことだ。俺は目立ちたくねーんだよ」

「……どうして？」

「うるせーな。俺が目立つと困る奴がいるからだよ」

　ネロがボソッと、「今でも十分、悪い方に目立っているぞ」と。

「あーもーウゼーよ。どっか行ってくれ」

　流石にイライラし始めたようで、私たちはこれ以上言っても仕方ないだろうと思い、退散しようとする。だけど私はフレイ・レヴィを諦あきらめるつもりもなく、振り返って尋ねた。

「一応聞いておくけれど、あなたにとっての好条件って何？」

「あー。ズバリ年上の女だな」

　一年生の班なのに、難しいことを……

「例えばどんな年上の女性？」

「あー……狙ってる先輩がいるんだが、お前たちみたいな底辺一年じゃ、役に立ちそうにねーしなー」

「名前は？」

「ナギー・メディテ先輩だ。女子寮長だから知ってるだろう？　高たか嶺ねの花で一筋縄じゃ行かなそうだが、そういうところが年上キラーの好奇心をくすぐるっていうか」

　私は「あーね」と、大きく頷うなずいた。

「ナギ姉は、確かにサバサバしていて頼りになる素敵なお姉さんよ」

「お、わかってるじゃん」

　勢いよく起き上がるフレイ・レヴィ。私は密ひそかにほくそ笑む。

「実は私、ナギー先輩の従姉妹いとこなの」

「……従姉妹？」

　フレイ・レヴィは失礼にも「似てねーな」と、ボソッと。私も私で、ばっさりと告げる。

「ナギ姉は、不真面目な男には興味ないと思うわ」

　ナギ姉は女子寮を率いる頼もしい先輩だが、つい最近、王宮魔術師の年上の男に心を弄もてあそばれたようで……もう男には騙だまされない、と豪語していたのを聞いた。

　それを考えたら、不真面目なチャラ男であるフレイ・レヴィなんて最もＮＧかも。

「でも、従順で真面目で甲か斐い甲が斐いしい年下の男なら、可能性があるかもしれないわ」

　興味半分、警戒半分という、複雑そうな顔をしているフレイ・レヴィ。

　あぐらをかいて私の話を真面目に聞き始めた。

「あとはもう、魔法薬学の校外実習で結果を出すしか無いわね。ナギ姉はメディテ家の令嬢だもの。きっと薬草採取の実習にまともに出てない男は嫌いだと思うわ」

「く……っ、そうやって俺を乗せようとして」

「せっかくだから乗せられてよ。あなたにとっておきの役目を用意してあげるから」

「役目？」

「エルダーフラワーのハーブコーディアルをナギ姉に頼まれていたのよ。これ、今度あなたが届けてあげて。同じ班員の私から頼まれたってことにすれば、話のきっかけくらいにはなるでしょう？」

「…………」

　これが効果的だったのか、フレイは長いため息をついた後、

「はあ。……わかったわかった。じゃあそれを条件に、お前たちの班に入ってやらあ。その代わり、校外授業での俺の勇姿を、しっかりナギー先輩に伝えるように」

「校外授業での勇姿って、なに？」

「はああ？　言っとくけどな。最初の班活動だからって甘く見てると後悔するぞ。ルネ・ルスキアの教師は誰も彼も容赦なしだ。たくさん罠わなが仕掛けられてるしな～」

「…………」

「でも俺は、去年一度経験しているから余裕なんだな～」

　落第生のくせに、やけに得意げだ。だが実際に、校外授業を一度経験している者が班員にいるというのは心強い。やはりこの男を逃すわけにはいかない。

「わかったわ。あなたの望みは最大限叶かなえてあげる。私たちを使って、あなたのかっこいいところをナギ姉に見せつけるがいいわ。……結果がどうなろうともね」

「俺は年上キラーだぜ～。結果は見えている。きっかけが無かっただけで」

「はいはい。まあ、班員である私たちには興味無くても、名前くらいは覚えてよね。私はマキア・オディリール。こっちはレピス・トワイライト。そしてこっちは、あなたのルームメイトのネロ・パッヘルベルよ。とりあえずこの四人班で申請するわ」

「班長は誰だ？」

「はい？　班長？」

「申請する時に班長も決めるのが通例だぞ。俺はそんな面倒な役回り御免だからな」

　そしてまた、フレイはゴロンと寝転がった。私とレピスとネロは顔を見合わせる。

　レピスとネロ、二人揃ってイヤイヤと首を振る。

「……仕方がないわね。わかった、私が班長よ」







　そのまま学校に戻り、私は班長として、メディテ先生の元へ班の申請をしに行った。

　メディテ先生は自分のアトリエで小テストの採点途中だったけれど、私が来たとわかるとデレデレして、とっておきの紅茶を淹いれ始める。教師の威厳もあったものではない。

「やあやあマキア嬢。そろそろ来てくれるんじゃないかって思ってたよ。どうしたの？　ホームシックになったかなあ？　叔父おじ様が恋しくなったかなー？」

「そういう訳では全くないけど」

　自分で先生と呼べと言っておきながら、身内っぷり全開のこの態度。

「あのね、私もやっと班員を揃えたから、申請しに来たのよ。班員はレピス・トワイライト。ネロ・パッヘルベル。フレイ・レヴィ。そして私よ」

「ほお。これまた個性的なメンバーを揃えたねえ。特に、フレイ・レヴィが君の班に入るとは思わなかった」

「……ねえ、フレイって本当にただの落第生？　【地】の申し子だし、なんだか出来が悪いふりをしているように思えるんだけど……先生は何か知ってる？」

　先生は採点の手を止め、片眼鏡モノクルの隙間からチラリとこちらを見て、

「俺はこれでも教師という仕事に、それなりに誇りを持っているのでね。生徒のプライベートを語るほど愚かではないよ。……だけど君の考える通り、フレイ・レヴィは類たぐい稀まれな才能の持ち主だ。去年は途中で授業に出なくなったから、単位不足で落第しただけで」

　……語ってるじゃん、とか思いつつ。

「本気を出せば、魔術師として高みに行ける逸材だ。誰もあの子を引っ張り上げることができないけど、マキア嬢ならばあの問題児をどうにかできるかもね」

「私？　私にそんな才能、あったかしら」

「トール君を見つけ、この世界に引っ張り上げたのは君だよ。君には、誰も見つけられない宝物のようなものを、見つける力がある。……誰もが見捨てたものに、手を差し伸ばす勇気も」

「…………」

　ここで、トールの名前が出てくるとは思わなかった。

　私はティーカップを置き、揺れるお茶を見つめながら、

「ねえ先生、トールは元気にしてるかな」

「ん？　んー……そうだねえ。あっちも色々大変みたいだけど」

「大変って？」

　先生はまた「んー」と思わせ振りな反応をしつつ、まあいっかという感じで語り始めた。

「救世主の存在が、いまだ公にされていない理由が何か、君にはわかるかいマキア嬢」

「さあ。気にはなってたけど……」

　そう。

　実は、あの星降る夜から今日まで、救世主の存在は一般的に明らかになっていない。

「伝説も秘密裏に伝えられていた感じだし、そういう掟おきてでもあるのかなって。でもここは魔法学校で、貴族も多いから、知っている人は知っていると思うわよ」

「そう。流星群の夜から二年近くが経った今、どんなに隠していてもその噂は広まりつつある。もっとも恐ろしいのは、救世主伝説というものが歪わい曲きよくされて、庶民に広まっていくことだ。本当は、王宮から正式に公表し、救世主や守護者について説明すべきなんだけど。ちょっと問題もあってね」

「問題って？」

「……一人、足りてないんだ」

　メディテ先生は、机の上に角砂糖を並べた。ピンク色の角砂糖を「これが救世主様」と言い、その周囲に白い角砂糖を並べながら「これが救世主様を守る守護者ね」と。

　一つ、二つ、三つ……だけど、それだけ。

「要するに、守護者が一人、まだ見つかっていない。守護者は四人いるはずなのにねえ」

「どうして？　トールなんて初日に連行されたわよ」

　そしてそれは私のトラウマでもある。

「トール君の場合は、この救世主伝説を知る者が周囲に大勢いたからだ。現に、揃っている三人は一週間も待たずに王宮に召喚された。皆、身分のある者だったからね。だが、最後の一人がどうしても見つけられない。肝心の救世主様を見つけたのは、流星群の夜から約一年後のことだったが、これはまあ想定内なんだ」

「どうして想定内なの？　私、ちょっと不思議だったのよね。救世主が現れたと聞いたのは、星降る夜より、かなり後だったわ」

「救世主様がこの世界に降り立つのは、伝承上、福音が鳴り響いた星降る夜より〝一年以内〟とされているからだ。星降る夜のすぐ後に現れることもあれば、少し時間がかかることもある。要するに、あの流星群と福音とは、〝備えよ〟というお達しなのだよ」

「誰が、何に対して？」

「そりゃあ、この世界に住む者たちに対して、さ。星に選ばれた守護者は当然、各国の王も、偉大な魔術師たちも……これから起こることに対し、歴史の分岐点に名を刻まんとする者たち、全てにね」

「…………」

　それではまるで、世界が率先して、時代のうねりを生み出しているかのようだ。

　だが、私はその言葉を飲み込み、叔父様の言葉を黙って聞き続けた。

「今回、救世主様は外れの農村で見つかったらしいんだけど、すぐに保護できた運の良い事例だ。救世主様が降り立っても、すぐに見つけられないこともあるらしいからね」

　救世主としてこの世界に落ちてきた異界の人間が、悪人に捕らわれたり、事件に巻き込まれて見つからなかったり、そういうことも起こり得た、と叔父様は言った。

　ゆえに、この伝説は、一般には広く知らされていない。いざ救世主がこの世に降り立った時、この伝説を悪用されることを恐れて。

「しかしそのせいで、この伝説を知らない者に守護者の印が出た場合、ただの妙なアザと思われて名乗り出ようともしないだろう。もしくは救世主伝説を知っていても、何か理由があって本人が出てこないのかも」

　メディテ先生は書類を机に仕舞うと、頰ほお杖づえをつきプカプカと煙管キセルを吹かして、続けた。

「王宮としては早く四人揃えて、救世主様をヴァベル教国の〝聖地〟に送らねばならないんだけどねえ。救世主様がなかなか聖地に来ないから、あちらの大司教様はお怒りとか」

「そっか。伝説上、救世主と四人の守護者が揃ったら、まず聖地に向かうことになっているのよね……」

　ヴァベル教国とは、メイデーア最大の宗教ヴァベル教の総本山にして〝聖地〟を守護する小国家だ。それは西の大国フレジールの首都の中にポツンと存在している。

　そういえば、今日、ディーモ大聖堂でヴァベル教国の偉い司教というのを見かけた。

　もしかして、この件でルスキア王国を訪れたのだろうか……？

「そろそろ王宮は、救世主様とその守護者の存在を広く公表し、最後の守護者を見つけ出さなければならないだろうね」

「その……例えばの話だけど、守護者の印が出たとして、守護者になるのを拒否することはできるの？」

「できないね。それはもう世界規模の義務だし、王は勅命を出すだろう。逆らえば監獄行きだ。下手したら家族が人質に取られたりする」

「…………」

　トールが連れて行かれた日のことを思い出していた。

　有無を言わさず連れて行かれたトール。彼が何をどう思い、どう判断して運命を受け入れ、王都へ向かったのか……私は何も知らない。

　だけどもしかしたら、私やお父様、オディリール家の皆の為でもあったのかな。

「そもそも……なぜ救世主はこの世界にやってくるの？　伝説では、混こん沌とんとしたメイデーアを安定に導くってことだけど、そんなに混沌としている？　平和に思えるけれど」

　私のこの言葉に、メディテ先生は苦笑した。

「それは、ここが最も争いごとから遠い、南のルスキア王国だからだ。世界規模で見てみると、大きな戦争が起こる兆しがないわけではないんだよ。北のエルメデス帝国は、侵略国家で〝聖地〟を欲しがっていると言うしね」

「要するにそれは……北のエルメデスと、聖地を含む西のフレジールとの戦争が始まる可能性があると言うこと？」

　メイデーアの覇権を争う、二つの大国家の戦争だ。

　それは五百年前の大戦に匹敵する、世界の混沌と言えるだろう。

「今回、異界より落とされた救世主様がどれほどの力を持ち、どんな役目を背負うかは俺も知らないが、五百年前の〈トネリコの救世主〉のように、世界の命運が託されるのは間違いない。だからこそ、残りの一人の守護者を早々に見つけ出さないといけないんだ。こんな話、マキア嬢からしてみればトール君のことが心配になるだけかもしれないけど」

　……確かに。

　トールがそんな大きな戦争に巻き込まれるかもしれないと思うと、心がざわついた。

　私は、のうのうと魔法学校の生活を楽しんでいる。班員を揃えるだけでもこんなに必死なのに、あちらは世界を守るための仲間を揃えようとしているのだ。

　私はトールに会うことを目標としているけれど、トールに会って、私の気持ちを確かめて、それで……私にできることって、何かあるのだろうか。

　むしろトールはもう、救世主様ラブで、救世主様一筋かも……




　メディテ先生のアトリエを後にし、女子寮に戻った後も、私は悶もん々もんとしている。

　買ったばかりのアプリコットを、アルコール濃度の高いお酒を染み込ませたガーゼで拭ふいて、消毒しながら。

「ああ、もう！　何を弱気になってるの、マキア・オディリール。あなたは根拠のない自信と無駄に偉そうな態度と毒舌だけが取り柄でしょう。変なこと色々考えすぎて、前世は後悔ばかりだったくせに」

「急にどうしたんですか、マキア」

「い、いえ……こっちの話よレピス」

　梅干し作りを手伝ってくれているレピスに不審がられないよう、私はゴホンと咳せき払い。

　結局今の自分にできることは、学校でよい成績を取り、班員と共に実習で結果を出すことだけなのかもしれない。

　という訳で、今夜はこの果実を瓶詰めにして、レモン果汁で酸味を加え、塩の森の塩を使って、アプリコットの梅干しを漬けてみよう。








第八話　魔法薬学の実習（上）









『なあ。なんで俺のこと、下の名前で呼んでくれないわけ？』




　それは、幼おさな馴な染じみの斎さい藤とうが学校の行きがけに口にした、唐突な問いかけだった。

　その日も彼は、朝ごはんに梅干しおにぎりを頰張っていた。

『俺たち、十年来の付き合いだろ』

『だって……斎藤は斎藤だし』

『なんだそりゃ。俺、斎藤って呼ばれるのあんま好きじゃねーんだよな。学年に三人は斎藤がいる』

『そんなの……小お田だ、だってそうだよ。よく被かぶる苗みよう字じだし』

『じゃあ、一かず華は』

『えっ、やめて！　私、あんまり自分の名前好きじゃないの』

『なんで？』

『読みづらいじゃない？　……よく〝いちか〟って間違えられちゃうし』

『ふーん……確かになあ』

　私はなぜか、小さな頃から自分の名前がしっくりこなかった。

　名前をよく間違えられたのもあるけれど、この名前は父が勝手につけたもので、母は納得できなかったらしい。それで、今もあまり母に呼んでもらえない。

　呼んでもらえない名前なんて、ただテストの時に記入する記号だ。

『仲のいい田た中なかさんのことも苗字呼びだもんな、お前。親友くらい名前で読んでやれよ』

『それは、田中さんにもよく言われる。だけどなんか……怯ひるんじゃうんだよね』

　仲が良ければ良いほど、名前を呼ぶことが、何かの契約のように思えてしまう。

　誓いのような……約束のような……

『苗字呼びの方が、気楽か』

『……うん』

　流石に、付き合いの長い斎藤は、私のことをよくわかっている。

『そっか。なら、仕方ないか』

　だけど、斎藤は、少し寂しそうだった。




　　　　◯




　前世の夢を見た。

　お互いにありふれた苗字呼びで、下の名前すら呼び合えなかった幼馴染の夢。

　いや、呼ぼうとしなかったのは私の方だ。今の私からすれば、あの頃の私がなぜあんなにも臆おく病びよう者だったのか全く理解できないが、とにかく前世の私は自分の名前が好きではなくて、呼ばれるのも嫌だったし、相手の名前を呼ぶのも怖かった。

　小田一華。

　いつまでたってもしっくりこなかった。私の、名前。

　だからって、他の人まで苗字呼びにしなくてもいいのに。

　好きな男の子の名前くらい、ちゃんと呼んであげなよと、前世の自分にちょっと腹が立ってしまった。




　よく晴れた『魔法薬学』の校外実習当日。

　私たち一年生はルネ・ルスキア魔法学校を出て、船ですぐ近くの島まで向かった。

　ルネ・ルスキア魔法学校が所有する小さな第三薬園島である。ここには魔法薬に必要な植物が自然に近い姿で育てられており、生徒の実習によく活用されるのだった。

「いいかい、お前たち。校外実習は常に危険と隣り合わせだ。気を抜いて崖がけから落ちて死んでも、川で溺でき死ししても、獰どう猛もうな獣に食いちぎられても、我々が仕掛けた罠わなで死んでも、学校は一切責任を負わないからな。気を抜いたお前たちが悪い！」

「……はいっ！　魔法体育のライラ先生のありがたいお言葉でした」

　魔法薬学の授業は魔法体育とも連動している。そのため、ライラ先生とメディテ先生が、浜辺に生徒を集めて交互に説明をした。

　メディテ先生は、ある薬草を生徒たちに見せる。

　羽状に無数の葉が広がる典型的なシダ植物だ。

「これは見ての通り〝ポンシダ〟だ。課題はこれを採取し、前回の授業で教えた〝ポンの目薬〟を班で協力して作ること。制限時間は５時間。制限時間内に班員揃ってここへ戻ってきて、ポンの目薬を提出したら、課題は終了だ。ズルはなしだよ。例えば市販のポンの目薬を提出したり……そういうの先生にはわかっちゃうからねえ」

　メディテ先生による課題の説明の後、それぞれの班でまとまり、薬草採取の準備に取り掛かる。

　ガーネットの９班。それが私たちの班に与えられた名称だ。メンバーは班長である私と、レピスと、ネロと、フレイの四人。

　浜辺の端っこで出発の順番を待ち、この班員たちと荷物のチェックをしていた時だ。

「勝負ですわよ、マキア・オディリール」

「はい？」

　ベアトリーチェ率いる１班がやってきて、私に宣戦布告する。

　そしてすぐそこにいるネロをチラッと見て、

「あなたが首席のネロさんを引き入れたのは想定外でした。わたくしの班に入れてあげると言っても、全然乗って下さらなかったのに」

「そりゃ、あなたの誘い方が上から目線でムカつくからよ……」

　なんて、空を飛ぶカモメを見上げながら。

「それで、いったい、何を基準に勝負するって言うの？」

「今回の校外実習の評価点は、ランキング形式で発表されるそうですわ。それでより高い評価を得た方が勝ちです。わたくしの班がいかに優秀か、あなたに教えて差し上げますわ」

「ふーん。まあいいわ。その勝負乗ってあげる。せっかくだから何か賭かけましょうよ」

　私は口元に手を当て、ニヤリと悪い笑みを浮かべて提案する。

「な、何を賭けると言うのです？」

「うーん、そうねえ。私が勝ったら、食堂のレモンパイを奢おごること」

「……そんなことでいいのですか？」

「ホールよ！　馬鹿にしないで」

「…………」

　ピンとこないのか、顔を見合わせ首を傾げている１班のライバルたち。

「ま、まあいいですわ。ではわたくしが勝ったら……ネロさんをうちの班にください」

「!?」

　ネロ、凄すごく嫌な顔をして首を振る。

「そんなことしたらあなたの班は一人余るし、私の班は一人足りなくなっちゃうわ」

「その時は、うちの班から一人差し上げます。わたくしの執事のニコラスとかね」

「はい？」

「お嬢様がそうおっしゃるのでしたら」

　しかもベアトリーチェの執事ニコラス・ハーバリーはそれでいいらしい。ニコニコ笑顔すら崩さないし。ある意味で信頼関係があるようにも見えるが、それが余計に腹が立つ。

　あと一瞬……トールのことを思い出した。

「ああ、そろそろわたくしたちの出発の時間です。では９班の皆さま、ご健闘を」

　こちらがネロに関する条件を飲む前に、１班の連中は薬草採取に出発した。

「おい、僕が勝手に賭けられたぞ」

「いいんじゃね～。あっちの班の方がちやほやしてくれそうだ」

「よくない。僕はあの手の連中は嫌いだ」

「おお、無口君が珍しく自己主張だ」

　フレイがネロをからかう。私はまあまあと二人を宥なだめ、

「大丈夫よ。要するに勝てばいいんだから。ネロ、あなたも本気出さないと、ベアトリーチェの下僕にされてしまうわ。わかっているわね」

「……わかっている。本気で挑む」

　おお、いつも気だるげなネロ君が、静かなやる気に満ちている。

　これは勝負を受けた甲か斐いがあるというものだ。

「フレイ、レピス。私たちもネロを守るために頑張るわよ。そしてレモンパイもゲット！」

「ええ、もちろんですマキア。負けられません」とレピス。

「……どうせお前の本命はレモンパイだろ」とフレイ。

　班員の士気を高めていた時、ちょうど９班が呼ばれ、私たちは出発地点に急いだ。

「お弁当は持ったかい？　何かあったら信号魔光を割るようにね。それでは行ってらっしゃーい！」

　はじめてのお使いならぬ、はじめての校外実習。過保護なメディテ先生に見送られながら、私たちはいよいよ薬園島に足を踏み入れる。

　そこは、人工の整えられた小こ綺ぎ麗れいさもありながら、自然の形を維持した島。

　人の歩く道はあちこちに延びていて、レモンの木も当然のようにある。せっかくなので私は数個もいで、愛用のバスケットに仕舞う。まるでピクニックのようだ。

「ポンシダの採取か。やけに簡単な課題だな～」

　フレイなんて気楽にあくびしてるが、私はそれほどヤワな課題ではないと思っていた。

「簡単なものですか。ただ採取するだけじゃなくて、提出するのは〝ポンの目薬〟なのよ」

「ポンの目薬だって、それほど難易度の高い魔法薬じゃないぜ」

「そこがこの課題の落とし穴よ。ポンシダってのは、自生しているのを見つけるのは簡単だけど、高品質のものは意外と少ないの。それでいて、ポンの目薬は素材にした薬草の品質が顕著に出やすい薬。品質によってランクが十通りくらいあるのよ」

　歩いている道なりで、早くもポンシダを見つけた。どれもこれも、そこら辺に生えている低品質のものばかり。

「この課題の評価の分かれ目は、ポンの目薬の〝品質〟なんだろう。ただポンシダを集めて作ればいいと言うわけではないし、数や早さも問題ではない」

「そうそう。そう言うこと」

　ネロは課題の意図を読み取るのが早い。

　メディテ先生のいやらしいところは、その意図を話さずに、生徒たちに読み取らせようとするところ。何も考えずにこなせば、実に簡単な課題だと思えてしまうところだ。

「確か、ポンシダは湿度の高い場所に生えているんでしたっけ」

「ええそうよ、レピス。まずは水辺……川を探すのが一番だわ」

　と言うわけで、フレイの広い背をポンポンと叩たたく。あなたの出番よ、と言わんばかりに。

「上から調べろってか？」

「そーいうこと。よろしくね」

　フレイはワザとらしいため息をついた後、いつものようにポケットに手をツッコミ、断だん崖がいを平へい坦たんのごとくスタスタと登る。

　彼は【地】の申し子で、大地に繫つながっているものなら、崖でも木の幹でもその足で自在に移動できる。これは魔法というより特殊な体質。ただし地の申し子は、飛行・浮遊系の乗り物や魔法が苦手とも聞いたことがある。

「ここから五百メートル先に川がある。滝も見えるぞ」

「滝！　ええ、そこへ行きましょう。絶対そこがいいわ」

　レピスが首を傾げながら「滝があると、何か良いことが？」と。

「滝の近くは水滴が飛散して常に湿っているでしょう。これ、ポンシダが育つベストな環境が揃っているのよ。教科書には載ってないけどね」

　フレイが下りてきて、彼の案内に従い進むと、途中で巨大な岩に出くわした。これのせいで道が塞ふさがれている。右側が断崖で、左側が川という、逃げ場のない状態で。

「なんてことなの。あと少しでベストポジションなのに！」

「これは自然の岩ではなく、人の手が加わってここに置かれたものだ。魔法の痕こん跡せきがある」

　ネロがその魔法のコンタクトレンズですぐに調べてくれた。

「教師たちが置いた障害物ってか。この道を諦あきらめて一いつ旦たん戻るか？」と、フレイ。

「いや、進んだ方がいいだろう。障害物があるということは、この先は当たりである可能性も高い。しかし強力な防御壁魔法が施されていて、破壊ができないようだ」

「破壊ができないなら、登っていくしかないってこと？　誰もがフレイのようにはいかないわ。どうしましょう……」

「でしたら、ここは私にお任せください」

　レピスが珍しく前に出る。そしてその掌てのひらを、岩の表面にくっつけながら、

「レピス・トワ・トワイライト───転移」

　彼女が呪文を唱えると、岩は跡形も無く忽こつ然ぜんと消えた。

「転移魔法……」「マジか」

　ネロもフレイもこれには驚いて、口も目も丸くさせていた。

「凄い凄い！　この規模の転移魔法は、ものすごく高度な魔法なのに！」

　普通なら浮遊魔法を習得後に、三年生で習う魔法だ。物質量が大きければより難しい。

「私の一族は〝空間魔法〟と〝錬金術〟を生なり業わいとしているので。きっと今頃、この島の別の場所に転移されているのではないでしょうか。例えば……ベアトリーチェ・アスタの目の前とか」

　珍しくレピスが、意地悪くクスッと笑った。これはもう、歓迎会で「留学生は役立たず」と言われたことをずっと根に持っていた、そんな表情だわ。

　実際にベアトリーチェの目の前にあの大きな石が転移されて、彼らの行く手を阻んでいたら面白いなと思っていたら……

　どこからともなく、ベアトリーチェお決まりの「ありえませんわ！」が聞こえてきたので、私たちは思わず噴き出してしまった。




　川の上流を目指して歩き進めていたら、いよいよお目当ての滝に出くわした。

「見て。滝の周り、切り立った岩壁に、ポンシダがびっしり生えているわ」

　ちょうど水が落下し、水滴が霧状に飛散する場所。

　青々とした苔こけや他の植物も目立つが、ポンシダも所々に見つけることができる。

　色が鮮やかな黄緑色。羽状の葉はギザギザと切れ込みが入っていて、葉の裏側に魔力を溜ため込んだ袋がくっついている。これを魔力ソーラスと呼ぶ。

「ほら。この葉の裏にくっついた魔力ソーラスが、大きめでキラキラ光ってるでしょう？　これが高品質のポンシダの特徴よ。魔力ソーラスが弾はじける時にポンッって音がするから、ポンシダって呼ばれてるのよ」

　タイミングよく、頭上に生えていたポンシダの魔力ソーラスが弾けた。

　ポンッ、と軽快な音の後、キラキラした魔力胞子が飛び散って、それが帯をなして漂う。

　滝の側で、新鮮な水と大気の魔力を蓄え込んでいるため、高品質なポンシダが育つのだ。

「さあ、最高品質のポンシダを探すわよ！」

「おー」

　私たちは早速、この周辺を拠点にして最高品質のポンシダを探し始めた。

　ライバルたちはまだここを見つけられておらず、先んじて取り放題。

　課題の〝ポンの目薬〟を作るには、ポンシダが約十本は必要だ。最高品質のもので揃えたい……っ！

「おい、見つけたぞ」

「……私が見つけたのより立派だわ。さすがはネロ……ちょっと悔しい」

「これはどうです？」

「あああ、惜しいわレピス。それは偽物の〝ペイシダ〟よ。ポンシダにそっくりなんだけど、よく見ると葉の形が違うのよ。ほら、ここ」

　このように、班員たちと真面目にポンシダ採取に励んでいた時だ。

「おーい、こっちにもいっぱい生えてるぜ」

　気がつけばフレイが岩壁を歩き、滝のカーテンの裏側を覗のぞいていた。どうやら裏側が洞どう窟くつになっているようだ。

　とはいえ、私たちはフレイのように岩壁を楽々と歩くことはできないので、岩壁際の水の浅い場所に踏み入り、壁を伝って膝ひざ上うえまで濡ぬらしながら進んだ。

「レ、レピス、その、足は水に濡れて、だ、大丈夫なの？」

「ええ、問題ありません。マキアこそ大丈夫ですか？　ガチガチに震えてます」

　そう。私は何といっても【火】の申し子で、この体質の者は水にめっぽう弱く、カナヅチだ。前に屋敷のため池で溺おぼれてトールに助けられたことがある。

「た、たた、滝壺つぼは深みにはまると危険よっ！　慎重にねっ！」

「マキア。お前が一番危なっかしいぞ……」

　先頭を行くネロにボソッとつっこまれながらも、滝のカーテンの裏側になんとかたどり着く。ほっと一安心。

　そこは広い洞窟のようになっており、足場もしっかりとあった。そしてかなり涼しい。

　まず私は得意な熱風の魔法を使い、濡れた班員たちと自分を乾かす。うん、すっきり。

「それにしてもここ、凄いわね……」

　滝のカーテンに隠された洞窟だ。岩肌は常に濡れており、せっかく乾かした髪やローブも、滝に近い場所であればすぐに湿ってしまいそう。

　だが、確かにここは魔法植物の宝庫であった。

　岩肌には、質の高い植物や苔がびっしり生えていたのだ。

「見てこれ。最高品質のポンシダがたくさん。貴重なウロコソウやホタルゴケもあるわ！」

　塩の森で宝物を集めていた頃のワクワクを思い出しながら、私はそれらを採取し始めた。

「ここにあるだけで十本は揃いますね」

「ええ。これで最高のポンの目薬ができるはずよ」

「ふふん。俺がここを見つけたおかげだろう？　惚ほれてもいいぞ。ああでも俺は年下には興味ないから」

「…………」

　私とレピスは、とにかく無感情な視線でフレイを拝みつつ。

「よし。材料も揃ったことだし、ここで〝ポンの目薬〟を作ってしまいましょう」

「それはいーけど、腹減ったぜ班長」

「材料を煮込んでいる間に、お昼にしましょう。それなら時間も有効活用できるわ」

　私たちは洞窟の乾いた場所に落ち着く。

　持ってきていたバスケットから大きなレジャーシートを取り出し、広げる。

　あと使い込んだ鍋なべと、鍋を火にかけるための土台と、お玉を取り出し、水はそこの川で汲くんで、早速ポンシダを煮出す。一時間はじっくり煮込まないといけない。その間に、お昼ご飯だ。

　お昼は学校側が用意した缶詰とクラッカー、チーズを食べるように言われている。

　缶詰はクラムチャウダーなのだが……

「このクラムチャウダー、より美味おいしく食べたいと思わない？」

「と、言いますと？」

「せっかくだし、パスタを茹ゆでましょう。野外の鍋パスタは最高よ」

　そしてバスケットからおもむろに乾かん麵めんを取り出す……

　パスタはルスキアの民のソウルフード。嫌いな人はおらず、誰もが賛成。

「クラムチャウダーの缶詰を使って、どう調理するつもりだ？」

　と、ネロが尋ねる。

「さっき捥もいだレモンと、配られたチーズがあるでしょう？　パスタが茹で上がったら、鍋でクラムチャウダーとチーズを絡めるの。それで最後に、レモンを絞る。ホワイトソースとレモンは最高の組み合わせだから、絶対美味しいわよ」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む班員たち。私も説明しながらますますお腹がすいてきた。

　もともとミラドリードにはレモンパスタという、チーズを絡めたパスタにレモン果汁を絞って食べる料理がある。それを応用したものだ。

　あえて魔法は使わず、水は綺き麗れいなものを滝から汲み取り、麵を茹でる。

　後から缶詰のクラムチャウダー、チーズも鍋で温め、そこにアルデンテの麵を加えて、和あえる。チーズがトロけ、クラムチャウダーがよく絡まったら、それぞれの取り皿に取り分けて……

「うーん、あさりたっぷりで美味しそう」

　ミラドリードは海沿いの都。缶詰とはいえクラムチャウダーのクオリティーは高く、このようにパスタと絡めるだけでもご馳ち走そうになる。

　最後は粗あら挽びきコショウをゴリゴリッと削って、半分に切った新鮮なレモンを贅ぜい沢たくにぎゅーっと絞って……いただきますっ！

「ああ……体をよく動かした後にふさわしいパスタです。美味しい上に生き返ります」

「やっぱミラドリード人といえば、レモンだよな」

「ミラドリード人……？　だが確かに、さっぱりしていて美味うまいな」

　たくさん動いたのもあるけれど、皆、美味しそうに食べてくれている。

　私もそう。魚介の旨うま味みが染み出したクリーミーなスープは、濃厚かつ深みのある味。そこに惜しみなく注がれたレモン果汁。この酸味がクラムチャウダーやチーズのまろやかさを引き締め、酸っぱいながら食べやすい、初夏らしいパスタになる。

　レモンには疲労回復の効能もあるしね。黄色くて美味しい、万能果実だ。

「あっ、そうだ！　エルダーフラワーのハーブコーディアルも持って来たのよ。冷たい炭酸割りにしたら、きっと美味しいわ。パスタにも合うと思う」

「ああ、例のアレか」

「フレイ、あんたにはナギ姉に渡すよう頼んどいたと思うけど、無事に渡せたんでしょうね？」

「もちろんだ。デートに誘ったぜ」

　などと得意げに語るフレイ。そのデートが上手うまくいけばいいけれど……

　バスケットをゴソゴソと探り、小瓶入りのハーブコーディアルと冷えた炭酸を取り出し、グラスも四つ用意した。このバスケットには何でも入っている。

　だけどびっくり。まさかバスケットの中から二匹のハムスターが飛び出すなんて。

「ポポ太郎、ドン助!?」

　白と黄色の、ドワーフハムスターの精霊だ。二匹は食べかけのクラッカーを見つけると、飛びついて一心不乱に嚙かみ砕き、頰袋パンパンに詰め込んでいる。

「どどど、どうしよう……っ。精霊は置いて来なさいって言われてたのに、バスケットに紛れ込んでたなんて」

「使用しなければ、問題ないだろう。他の班でも、精霊を連れて行っている生徒はいたし」

「そう、そうよねネロ。……こら、クラッカーを拾い食いしちゃダメっ！」

　叱ってみても、へけらっ、みたいな得意げな顔してるし……

「ま、まあいいわ。気を取り直して、ハーブコーディアルで乾杯よ」

　グラスにエルダーフラワーのハーブコーディアルを注ぎ、冷えた炭酸で割る。綺麗な薄黄色のドリンク。それを班員たちに配って、

「ガーネットの９班の門出を祝いまして……」

「なんだそれ」

「かんぱーい！」

　グラスを掲げ、カチンカチンと合わせ、そのままごくごく飲む。

　冷たい炭酸が喉のどを弾く感覚が心地よい……っ！

「はあ……生き返る」

「おお、これうめーんだな。勝手に薬臭いのかと思ってたけど、飲みやすい」

　男子たちも喜んでくれたみたい。私とレピスは横目に見合って、クスッと笑った。

「エルダーフラワーは万能のハーブよ。風邪の予防にもなるし、体の毒素も出してくれるし。あと美白効果もある。だけどマスカットのような芳ほう醇じゆんな香りがして、酸味もあって飲みやすいの」

　まあ薬効も凄すごいが、普通に冷たくて美味しいので、ぐびぐび飲んでしまう。

「それにしても、マキア。そのバスケットは市販のものではありませんね。非常に高度な空間魔法が施されています」

「ああ、これ？　ご先祖様の〈紅くれないの魔女〉の持ち物だったんですって。古いけれど頑丈だし、軽いし便利だし、私も愛用してるわ」

「……〈紅の魔女〉の？」

　私がバスケットを手前に持ってくると、レピスは顎あごに指を添え、少し考えてから、

「でしたら、五百年前ってことですよね……その時代は、まだ空間魔法が確立されていない時代です。それなのに、こんなに高度な空間魔法の代物を……」

　言われてみれば、確かにそうだ。それに紅の魔女が空間魔法を使っていたなら、その逸話や魔法が我が家に伝わっていても良さそうだけれど、そんなものは一切ない。

「唯一、その時代に空間魔法を自在に操る魔術師がいました。それは……」

「〈黒の魔王〉、か」

　勘のいいネロに、レピスは「はい」と頷うなずく。

「ちょ、ちょっと待って。このバスケット、もしかして黒の魔王のものだってこと？」

　それは五百年前の、偉大な三人の魔術師の一人の呼び名だ。

　ネロはちらりと、レピスの方を見て、

「前から少し思っていた。トワイライトというのは……〈黒の魔王〉の血を引く一族の名だろう。レピス、君はあの〈黒の魔王〉の、末まつ裔えいなのか」

「「ええっ!?」」

　レピスの答えを待たず、驚きよう愕がくの声を上げる私とフレイ。この男と反応が似てても嬉うれしくないのに。

「よくご存じでしたね、ネロさん。……すでに途絶えたと思われている一族ですのに」

　レピスは、グラスを持つ自らの手を、どこか物憂げに見つめながら。

「だからこそ、このバスケットが黒の魔王の作ったものだとわかります。かつて、〈紅の魔女〉と〈黒の魔王〉は犬猿の仲でした。ですが、黒の魔王が紅の魔女にこのバスケットを作って贈る機会があったのかもしれませんね」

「いや、わかんないわよ。どっかでくすねたのかも……もしくは横取りしたか」

　私は紅の魔女を崇拝しているが、彼女が悪い魔女だったことは有名だ。

　このバスケットが便利だと思って、欲しくなったのかもしれない。

　欲しいものは必ず手に入れる、それが紅の魔女の嗜たしなみのごとく、オディリール家にも伝えられているから。

「いえ、これはきっと贈り物です」

　しかしレピスは、バスケットの留め金を確認しながらそう言う。

「黒の魔王は贈り物に、必ず証あかしを刻んでいるのです。ここに……黒竜の鉤かぎ爪づめの紋章が」

「あ……本当だわ」

　確かに竜の鉤爪を象かたどったようなマークがそこにある。これは黒の魔王に仕えていた魔物を意味しているのだとか。

　いがみあっていたと思っていた、五百年前の〈黒の魔王〉と〈紅の魔女〉が、贈り物を与えたり貰もらったりする交流があったのかと思うと、少し意外だ……

「あっ、ポンの目薬！」

　大事な課題の薬を忘れてはならない。

　ポンシダを一時間しっかり煮詰めた煮汁と、学校が用意した天然海塩を使用。目薬はほとんどが水なので、瓶いっぱいの水に、このポンシダの煮汁をほんの数滴と、僅わずかな塩を溶かして混ぜるだけ。メディテ先生の推奨呪じゆ文もんはこう。

「フレ・イ・ノーア───目薬はポンで決まり！　……え、何このクソダサ呪文」

　じゃんけんで負けたフレイが、最後に呪文をかけて出来上がり。

「あんなに頑張って採取したのに、必要なのは数滴だなんて虚むなしいですね」

「仕方ないわ、レピス。必要なのはほんの数滴だけど、この数滴の内容が大事なの。複数のポンシダを煮込むことで、効果が倍増して行くのよ。魔法薬ってそんなものよ」

　だけどもったいないので、余った煮汁はバスケットの中に入れていた保存瓶に流し込んで、持って帰ることにする。ああ、魔法のバスケット様様。

　目薬の瓶は、ネロが手に持ち振りながら、最後に冷却の魔法をかけていた。そして、

「これ、僕が効果を試してみてもいいか？」

「お、無口君やっぱりやる気だな」

「……違う。違わないけど。ただ僕が一番効果を実感しやすいだろうからな」

　ネロは肩に置かれたフレイの手をゴミのように払いながら、いざ、出来立てホヤホヤのポンの目薬を点眼する。

「どうだ？」

「うん。……いいんじゃないか。目の奥までスーッとして、魔力の塵ちりやレンズ疲れまで洗い流してくれている」

　ネロは目をしぱしぱとさせながら。

「ポンの目薬の効果はそれだけじゃないわ。高品質であればあるほど、目め力ぢからをアップしてくれるって言うか」

「目力……」

　結局私たちも、それぞれポンの目薬を点眼してみた。

　そんな中、ネロがいきなり立ち上がり洞どう窟くつ内を歩き回って、岩壁の一部を手で撫なでる。

「どうしたの、ネロ」

「ここから……妙な魔力が流れている。とても珍しい、白銀の星ほし屑くずのような……」

　茂る植物で隠れていたが、そこには人一人が通れる細い抜け道のようなものがあった。

「この先に何かあるってこと？」

「ああ。目薬のおかげでより明確に見える。確かに向こうから流れてきているようだ」

「先生たちの罠わなかしら」

　ネロと私は少し警戒していたが、

「それならそれで、奥に凄いものがあるってことだろ。行ってみようぜ」

　確かに、フレイの言うことも一理ある。この先には、何かあるのかもしれない。

　急いで道具を片付けた。二匹のハムちゃんはクラッカーの食べ過ぎで寝てしまったので、ローブのポケットへ。

　そして私たちは好奇心のままに、洞窟を進んだ。

　ミント色に光るホタルゴケが生えているおかげで、狭くとも奥の方が見える。

　まだ見ぬ薬草や、魔法に使える素材、未知の生物などがあるかも、などと妄想していたが、一方では冷静に、ここは学校に管理された薬園島なのであり得ないだろうと思いつつ。

「行き止まりだ」

　細い道の先には、円形の空間があった。おそらくここが突き当たり。

　やはり未知の植物や生物はいなかったが、地面に何か出っ張りのようなものがあり、私たちはそれを覗のぞき込む。

「何かしら、これ」

　それは金属製の円柱で、中心に小さな魔法水晶ラクリマがはめ込まれている。

「古代の遺物かもしれないぜ」

「いいえ、これはまだ新しいものよ。何に使うのかしら」

　なんだかんだと魔術師の卵。誰もが興味津々だが、安易に触れたりしない。

　そう、触れたりしなかったのに、何を察知したのかいきなりピピッと魔法水晶ラクリマが点滅し、円柱自体が何かの装置のごとく作動し始める。

「皆さん、下がってください！　それは……っ！」

　レピスがとっさに叫んだ。しかしその言葉の最中、石像の表面にボウッと魔法式が浮かび上がり、鮮烈な光を放つ。

　目をぎゅっと閉じ、体を包む魔法に抗あらがおうとしたが、その力はまだ私にはなかった。




「……ん……」

　目を開けると、そこは見知らぬ森の中。

　すぐそばにネロとフレイが倒れていて、私は二人を揺り動かす。

「ねえ、ねえ、しっかりして」

　二人はすぐに意識を取り戻し、ゆっくりと起き上がった。怪我などはしていないようだ。

「ねえ、レピスが居ないの。どうしよう……っ」

「落ち着けマキア。僕たちが巻き込まれたのは、おそらく転移魔法だ」

「転移魔法？　それって、レピスが岩をどこかへやったように、私たちが別の場所に転移させられたってこと？」

「そうだ。レピスは転移魔法を心得ていたが故に、あの装置が発動した転移魔法を撥はね除のけることができたのだろう。だが僕らは巻き込まれた」

「最悪の気分だ。……ここはいったいどこなんだよ」

　フレイは転移魔法の影響で気分が悪そうだった。彼は【地】の申し子で、この手の移動に弱いから。

「ここは、薬園島ですらない可能性があるな」

　ネロが周囲を見渡しながら、目元に手を当て、この辺りの魔力を確かめる。

　彼のコンタクトレンズには、さっきまで居た薬園島に宿る魔力の情報がしっかり残っているようで、ここはそれと一致しないらしい。

　先ほどの洞窟にあった金属の円柱と同じものが、側の切り株の根元にあった。あの洞窟とこの場所を繫つないだのはこれだろう。

　だが、触っても叩たたいてもビクともしない。さっきはあんなにあっさり起動したのに。

　しかし慌ててはいけない。こういう時の為に学校から配られていた〝信号魔光〟のガラス玉を割ると、そこから光が飛び出しルネ・ルスキアに向かって飛んで行った。

「光の飛んで行った方向からして、ルネ・ルスキアは北か。ならばよりミラドリードからは遠い島なんだろう。だがこれで遅かれ早かれ、学校の先生たちが捜してくれるはずだ」

「どのくらいで先生たち来るかしら」

「さあ……距離によるだろうな。どうしよう、明日あしただったら」

　ネロが落ち込んでる。

　無理もない。もし時間内に戻れなかったら、私たちは課題をこなせなかったことになる。

　救済措置はあるかもしれないが、少なくともベアトリーチェとの勝負には負けてしまうもの。せっかく高品質のポンの目薬を作ったのに……

「おい、向こうに小屋があるぞ」

　フレイが少し進んだ場所に小屋があるのを見つけた。

　急いでその小屋の前まで行くと、ひっそりとしていて人の気配も無いが、とりあえずドアをノックする。誰かいればここがどこだかわかるかもしれないし……

「誰も出てこないわね。空き家なのかしら」

「いや……中に誰かいる。凄すごく大きな、魔力の持ち主。洞窟に流れていたのと同じ魔力だ」

　ネロはドアの向こう側を見据えるように、その目を細めていた。

　彼のコンタクトレンズは魔力の流れを視覚的に捉とらえるので、この家に人の魔力があることを察知したようだ。

「ドア、鍵かぎがかかってるぜ。強力な鍵魔法だ」

「鍵魔法の解除なら、僕がやろう。そういうものの方がずっと得意だ」

　ネロはしゃがみ、鍵穴をその手で覆った。

　一度目を閉じて、そしてスッと開けるだけで、カチッと鍵が開く。

　指輪も杖つえもなく、無詠唱。目に張り付けたレンズで行使されている魔法の仕組みを読み取り、絡み合った毛玉を解ほどくように解除する。しかも、とにかく素早い。

　静かすぎて凄いことをやったように見えないところが凄いのだ。

「いきなりやる気出してるじゃねーか、無口君」

「このまま戻れなかったら、僕は１班に入ることになる」

「それが凄く嫌なのね……」

　ネロの静かなる必死さに感謝しながら、鍵の開いたドアを押し「すみませーん……」と中に入る。不法侵入だが緊急事態なので許してほしい。いざという時に逃げられるよう、どこか及び腰で。

「ネロ、魔力の持ち主はどこに？」

「……この部屋だ」

　廊下の突き当たりにある部屋を、ネロが指差した。

　一度深呼吸して、私がドアを開けると、




「あれ……？　あなたたちは、あたしを攫さらった悪い人たちじゃないんだね」




　驚いたことに、そこには縄で縛られた一人の少女がいた。

　背後の窓から差し込む光を背負い、どこか神秘的な空気を纏まとって。

「……え……」

　その少女を見て、私はじわりじわりと目を見開いた。

　というか、目を疑う。とてもとても懐かしい、ブレザーの制服……

　ふんわりとした印象の、茶色がかった大きな黒目。栗色のショートボブの髪には、淡い水色の小花のピンをつけている。それは私が前世でよくつけていたものの色違いだ。

　縄で縛られているのに辛つらそうな様子もなく、部屋の隅にちょこんと座っている。

「どういうことだよ。女の子が縄で縛られてるぞ……そういうプレイか？」

「馬鹿を言うな。鍵魔法は本格的だった。ここに閉じ込められてるんだ」

「冗談に決まってんだろ！　転移させられたと思ったら誘拐事件に遭遇って、嫌な予感しかしねーんだよ。おい班長、何だんまり決め込んでー……班長？」

　いつも口うるさい私がずっと黙り込んでいて、おそらく刮かつ目もくして口を半開きにしているでしょうから、ネロとフレイは不思議そうに眉まゆを寄せ、お互いに顔を見合っていた。

「ねえ君たち、どこからきたの？」

　軽やかな少女の問いかけには、フレイが答える。

「俺たちはルネ・ルスキアの生徒だ。そういう、あんたは？」

「あたし、王宮から来たの。色々息苦しくって王宮を抜け出して、ミラドリードの街を散策してたんだけど、いきなり黒いマスクの悪党に攫われちゃった。でも仕方ないんだ。あたし……〝主人公〟だから」

　そして「あっ」と思い出したように、彼女は名乗る。

「あたしの名前はアイリ。異世界からやってきたんだ。地球の日本、っていうんだけど……って、わからないか」

　少女はクスクス笑ってたけど……私にはわかるわ。地球の日本がどのような場所なのか。

　そして私は、この子のことも、その本名もよく知っていた。




　田中愛あい理り。

　前世の友人であり、私と同じ人を好きになった女の子だ。








第九話　魔法薬学の実習（下）









　しばらく言葉が出ず、驚いた顔のまま固まっていた。

「君……どうしたの？　顔色があまり良くないみたい」

「あ……っ」

　アイリと名乗った少女が、私に声をかけてくれる。それでやっと、息ができた。

　縄で縛られているのに、私を心配している柔らかい眼まな差ざしは、あの頃と全く変わらない。

「もしかして気分が悪いの？」

「い、いえ、大丈夫……です」

　しおらしい私に、ネロとフレイが変な顔をして首を傾げている。

　……ていうか、え？　どういうこと？

　これは前世のクラスメイトの田た中なかさん？

　田中さんって、あの日、一緒に屋上で殺されたんじゃ……？

　だけどこれは、私のように生まれ変わったというより、あの頃の田中さんそのものだ。

　それと田中さんは、私がかつての友人〝小お田だ〟であることに気がついていない。

　前世のことを暴露して、久しぶりーとか言った方がいいのだろうか……？

　いや、私も前世の記憶があるとはいえ、もう全くの別人だ。混乱したこの状況をさらに混乱させるだけ。やめておこう。

「つーかあんた、捕まってんなら今すぐ逃げたほうがいいって。それ、解ほどいてやるから」

　フレイが真っ当なことを言って、懐から短剣を取り出し、田中さんを縛る縄を切ろうとするが、強力な束縛魔法のかかった代物で簡単に切ることが出来ないようだ。

　だけど田中さんは相変わらずのんびりとしていて、

「無茶しないで。大丈夫。そろそろ私の〝騎士〟たちが助けにきてくれるから」

「騎士？」

「正式には〝守護者〟って言うんだけど……あたし、この世界に呼び出された〝救世主〟だから」

　私はその言葉にドキリとする。今、この子は自分を救世主だと言った？

「君たちこそ早く逃げたほうがいいよ。悪者が帰ってきたら、脇役は真っ先にやられちゃうんだよ」

「悪者……って？」

「脇役？」

「救世主の特別な力を利用しようとする者は多いし、この力を恐れている敵も多いんだよ。まあ、物語に悪役は付きものだし、主人公は攫われるのがお約束だし、どうしようもないけどね。あたしの最初のメイドも刺客だったんだ……よくある展開だけど。物語に起伏は大事だし」

「…………」

　田中さんの言葉に、私たちは呆あつ気けにとられている。何が何だかわからず。

「ほら、早く逃げて。あたしといると、君たちの方が狙われちゃうよ。それに、この手の主人公はまず死なないから、心配しないで」

　ニッコリと笑い、私たちにのみ逃げるように促す田中さん。

　さっきからかなり気になっていたけれど、彼女はこの世界を、まるで何かの〝物語〟のように思っている。

　そして自分のことを、いわゆる物語の〝主人公〟だと思い込んでいるようだ。

　確かに、もともと田中さんにはそういう夢見がちなところがあった。

　本や漫画が好きで、自分で小説も書いていた。日本の普通の女の子が異世界に招かれ、居場所を見つけたり特別な役目を果たすような物語。

　誰かの特別な存在になりたい。現実世界なんて退屈だ。

　どこか遠い、物語の世界に行ってしまいたいと、語りながら……

「この先のこと、あたしにはわかるの。物語には王道の展開があるし、主人公のピンチには、絶対に騎士が駆けつける。あたしはそれを待ってるんだよ」

「ち、ちょっと、待って……っ！」

　私は慌てた。彼女が物語の主人公だと思い込んでいることが、少し恐ろしかった。

「違うわよ田な……アイリさん！　この世界は、メイデーアは〝物語〟の世界じゃない」

「え……？」

「確実にこうなる、っていう展開なんてないの。あなたの守護者は、ここを見つけられないのかもしれない。だったら今は、逃げなくちゃ！」

　縋すがって訴えたが、彼女の表情はスッと冷めたものになった。

　私の知らない、田中さんの表情だった。

「何、言ってるのかな。脇役Ｃごときが、そんなこと言うはずないと思うんだけど……もしかしてあなた……」

　ドキッとした。まさか、正体がバレてしまったのではないだろうか。

　私を探る、田中さんの目。なんだか、かつてのものとはかなり違う鋭さがある気がする。

　その時だ。

　出入り口の扉が荒々しく開いて、ドタドタと足音を鳴らして、目元を隠す黒い仮面の男たちが突入してきた。そして私たち三人を捕らえ、床に押さえつける。

「誰だ貴様ら！　鍵魔法を解いて中に入ったのか!?」

「おい、こいつらルネ・ルスキアの生徒だぞ」

　おそらく、田中さん……いえ、アイリさんを攫った悪者の男たちだ。

　彼らは黒い仮面をつけていて、随分と慌てているのが見て取れたが、

「武器を取り上げて、縛り上げろ」

　リーダー格と思われる男の命令により、私たちは指輪や道具を取り上げられ、アイリさんと同じく縄で縛り上げられる。

「こいつらどうしますか？」

「今は口を封じて転がしておけ。一年生だ、呪じゆ文もんを唱えられなければ、何もできまい」

　そして口に布を巻かれて、雑にそこら辺に転がされた。私たちのことなど意に介さず、リーダー格の男が懐から銃を取り出し、それをアイリさんに突きつける。

「これは異国の武器でね」

　ニヤリと口元に笑みを浮かべながら。

「それでは麗しき救世主殿。我々の提案を吞のんでいただけましたら、あなたにはこれ以上不自由は与えません。ただし吞んでいただけなかったら、あなたはただの邪魔者。命は無いものと思ってください」

「何度も言う通り、あなたたちテロリストの言いなりにはなりません。救世主の役目を放棄させようなんて……っ」

「うるさい小娘が！」

　リーダー格の男は激げき昂こうし、思わず銃を撃ってしまう。それがアイリさんの横髪をかすって、後ろの壁を突き抜けた。

　だけどアイリさんは動じない。意志の強い瞳ひとみが、ますます男を苛いら立だたせた。

「何が救世主だ！　そもそも異世界の人間など信じられんのだ！　いかがわしい伝説に縋る王などに、この国を任せることはできない……っ！」

　男が蹴け飛とばした古い椅子が、隅で大人しくしていた私たちの側を滑ったので、男の視線がゆっくりとこちらに向く。

「そうか。わかったぞ……ここにいる生徒を一人ずつ殺していこう。そうすればお優しい救世主様の意見も変わるはず」

「!?」

　なんてことだ。このままではアイリさんの言った通り、私たちは脇役モブらしく一人ずつ殺されてしまう。指輪もなく、口も封じられ、これと言った魔法は使えない。

　リーダー格の男はまず、一番力の弱そうな女である私に覆いかぶさるようにして見下ろす。相手に恐怖を与えるためだ。

　だが私は、男の視線を恐れて目を逸そらす振りをして、チラリと隣のネロにアイコンタクトを送っていた。

「美しいお嬢さん、ルネ・ルスキアの生徒がなぜこんなところにいるのかね」

「…………」

「さて、どう殺してやろうか。生意気な異界の娘の心を壊すくらい、苦しく惨むごたらしいのがいいだろう。かわいそうに、こんなところに来てしまったがために……」

　男は銃を私の胸元に突きつけつつ、もう片方の手で、私の頰に触れる。

　普通の娘なら泣きたくなるほどの恐怖だが、むしろ私はこの時を待っていた。

　なぜなら、私の肌は……

「ぎゃああっ！」

　男はいきなり叫び声をあげ、その手をすぐに引っ込め痛みに身をよじっている。

「手が、私の手が……っ!!」

　その指先は酷ひどく火傷やけどして、黒い煙が立ち上っていた。

　私は【火】の申し子だ。私の肌は、感情が高ぶっていると燃えるほど熱い。

　最近ますますこの力をコントロールできるようになってきたため、意識的に私に触れたものに火傷を負わせることもできるのだった。

　歪ゆがんだ顔で再び私を見ながら、男は憤る。

「どう言うことだ。これは一体───!?」

　だが、私も奴を見上げていた。

　最高品質のポンの目薬のおかげで、一層際立つ魔力を帯びた、この魔女の瞳で。

　まるで蛇にでも睨にらまれたかのように、男が体を強こわ張ばらせた。

　その直後、私たちを縛っていた縄が外れる。敵の意識が逸れ、隙ができたこのタイミングで、ネロが縄の束縛魔法を解いたのだった。フレイは横の壁を蹴って、敵から素早く取られた道具を取り戻し、私に向かって指輪を投げる。

　私はそれを受け取ると、口を縛っていた布をおろし、ニヤリと歯を見せて笑う。

　そして唱える。魔法の呪文を。

「メル・ビス・マキア───縄よ、暴れ狂え！」

　私たちを縛っていた縄を利用し、それを暴れさせてムチのように敵を打ったのだ。

「うわあああっ」

　この攻撃には、敵の男たちも体を丸め、自らを守る以外に何もできなくなる。

「ぎゃあ、俺たちまで鞭むち打ちする気か！」

「ごめんってばフレイ。流石に細かいコントロールまではできなくて」

　ネロが守護壁魔法をかけてくれたので、自分たちの身をそれで守りつつ、壁際のアイリさんの元へ向かう。アイリさんを縛る縄も、ネロがすでに解いていた。

「行きましょう、アイリさん。ここにいちゃダメよ」

「でも……」

「自分たちで何か行動しないと、こんな場所、誰も見つけられないわ！」

「…………」

　アイリさんは何か言いたげだったが、流石にこのしっちゃかめっちゃかな状況で騎士が華麗に助けてくれるとは思えないのか、ため息をついて私たちに従った。

「急げ！　守護壁魔法がもうすぐ切れる」

　ネロの呼び声で、私たちは急いで小屋を出る。

　そのまま走って走って走って、逃げた。ここがいったいどこなのか、あいつらが何者なのか、何一つ分からないまま。







「はあ、はあ、はあ……ここまで逃げりゃ、流石に追いかけてこねーか」

「分からないわ。ここ、やっぱりどこかの島みたいだし、薬園島に戻る手段がなければ、まだあちらの手中にいるようなものよ」

　海岸の端まで逃げたが、ここは思いのほか小さな島だ。

　逃げ続け、隠れる場所が無い限り、いつか見つかる。

　だがその時、ネロが空を指差した。

　青い空にポツンと点があると思ったら、じわじわと大きくなり、それが空を飛ぶ天馬に乗った人だと分かった時には、颯さつ爽そうとこの場に降り立つ。

　逞たくましい体に王宮騎士団の制服を纏まとう、群青色の髪の凛り々りしい騎士だった。

　その騎士はアイリに駆け寄り、

「ご無事ですか、アイリ様！」

　慌てた様子で彼女の容態を確かめている。

「……遅い」

　だけどアイリさんは、その騎士の頰を手のひらで叩たたいた。

　あまりにいい音がしたので、傍でそれを見ていた私たちはギョッとした。

「遅いよライオネル！　あたしの騎士なのにどうしてすぐに見つけてくれなかったの!?　すっごく怖かったんだよ！　何度も何度も、助けて、助けてって心で唱えてたのに……っ」

　群青色の髪の騎士はバッと跪ひざまずくと、

「誠に申し訳ございません！　これは守護者のリーダーである私の落ち度です。王都であなたを見失って以降、騎士団総出でくまなく捜していたのですが、敵は転移装置を無数に経由させ、このようなところまであなたを……」

「トールはどうしたの!?　どうしてトールがここにいないのっ！」

　アイリさんはライオネルという騎士の話を遮った。

　トール。その名がアイリさんから出て、私は思わず顔を上げる。

　騎士は頭を下げたまま、

「トールは、別の地域を捜索中です」

「…………」

　何かが自分の想像と違ったのか、アイリさんは長くため息をついて、

「もう、いいよ。あたし……疲れた。昨日から何も食べてないし、早く帰りたい」

「……ええ、帰りましょう、アイリ様」

「ごめんね。わかってるんだ……あたしが勝手に王宮を抜け出したからだよね。ごめんね、ライオネル」

　ライオネルと呼ばれた騎士は、泣くアイリさんを優しく抱きしめた。しばらくそのままだったが、やがて立ち尽くしている私たちに気がつく。

「ルネ・ルスキアの生徒かい？」

　誰も説明しようとしないので、私が答えた。

「はい。学校の薬園島で、転移魔法に巻き込まれて、この島に飛ばされてしまいました。ここはいったいどこですか？」

「ここは、ミラドリードからは程遠い、南西にある無人島だ。なるほど。敵は薬園島に転移装置を設置して、ここと行き来していたのか……」

　ライオネルという騎士は、気難しい表情になる。

「あいつら、一体何なんだ？　まだ島にいるぞ。黒い仮面の奴らだ」

　騎士はハッと顔を上げ、フレイに対しどこか驚いていた様だが、すぐに「ご心配無く」と表情を引き締め、

「我が騎士団が、すぐそこまで」

　いつの間にか頭上に天馬に乗った騎士たちが控えていた。

　王宮騎士団の紋章を掲げた彼らが、島に突入する。そのダイナミックな光景に私たちは呆あつ気けに取られていたが、茶髪の騎士が改めて私たちに向き直り、胸に手を当て挨あい拶さつをした。

「私はライオネル・ファブレイ。王宮騎士団の副団長にして、アイリ様をお守りする守護者の一人だ」

「!?」

　アイリさんの様子から薄々感づいてはいたけれど、彼がトールの同僚。いえ、副団長ならば上司とも言えるわね。それでいて、守護者……

「この島を発見できたのは、この辺りを捜索中に〝救急信号〟の魔光を発見したからだ。あれはルネ・ルスキアへと向かって飛んでいたが、緊急時には我々王宮騎士団にも信号が伝わる。昨日から行方不明となり、何の手がかりも無かったアイリ様にも、何か関係があるかもと……馳はせ参じた次第だ」

　ライオネルさんは私たちにいくつか質問をして、それに対し私たちは的確に答える。それだけでライオネルさんは状況を把握し、

「生徒諸君。意図せず巻き込まれたとはいえ、アイリ様を無事に助けて頂いた。感謝してもしきれないほどだ」

　彼は再び頭を下げた。王宮騎士団の副団長は、礼儀正しく腰が低いようだ。

「よろしければ名を教えていただきたい」

「……フレイ・レヴィだ」

「僕はネロ・パッヘルベル」

「私は、マキア・オディリールと申します」

　一応トールの上司かもしれないので、私は軽く膝ひざを曲げ丁寧に挨拶をした。

　オディリールという名を聞いて、アイリさんも、ライオネルさんも、僅わずかに目を見開く。「そう。……あなただったのね」

　アイリさんはどこか虚うつろな目をしてポソッと呟つぶやいた。だがすぐにコロッと笑顔になり、

「ねえ、ライオネル。この子たち凄すごかったんだよ！　勇敢に戦って、あたしを助けてくれたんだから。何かお礼をしなくちゃいけないわ」

「ええ。そうですねアイリ様」

「魔法学校の生徒が救世主の命を救ったなんて、勲章ものの素晴らしいことだと思うの」

「……ええ。改めて殿下に提案してみましょう」

　そしてライオネルは自らの天馬にアイリさんを乗せ、私たちのことは別の騎士団の天馬に任せ、王都ミラドリードまで連れて行ってくれた。

　その後、騎士団からいくつも質問を繰り返されたり、催眠術などかけられていないか調べられたり。

　転移したあの島でどのような捜索がなされ、敵をどれほど捕らえられたのかは詳しく説明されなかったが、少なくとも首謀者は逃したとのことだった。

　あの無人島には異国の転移装置がいくつも施されていたらしく、首謀者の男はすぐに逃げたのだろう。そもそも、黒い仮面の悪党どもは一体何者だったのか……

　私たちは学生なので、これ以上この件について知らされることもなく、関わることも出来ない。やがて教師たちが王宮に迎えに来て、ルネ・ルスキアへ戻れたのは翌日のこと。

「皆さん、ご無事でしたか!?」

「レピス！」

　洞どう窟くつで離れ離れになっていたレピスは、無事学校にいた。

　お互いの姿を見つけると、わっと抱き合う。

「あなたも無事でよかったわ！　怪我とかしてない!?」

「いいえ、全く。むしろ私、転移魔法を心得ていたのに、何もできず申し訳ありません」

　レピスの顔色はあまり良くない。

　私たちがあの場から消えて、ずっと怖い思いをしていたのでしょう。食べることも、寝ることも、あまりできなかったのかもしれない。大きな心配をかけてしまった。

「終わった……薬も提出できなかったし、評価は最下位だ。僕は１班に捕らえられる」

　一方、あまりに悲壮感に満ちた表情のネロ。あのフレイが肩を抱いて「まあなるようになるっしょ」と慰めてるくらい。

「この世の終わりみたいな顔しないでネロ！　今回は妙な事件に巻き込まれたんだもの、無効に決まってるわ」

　私も必死に慰める。班長として、大切な班員を手放す訳にもいかない。

「あ。それなのですが、私、あの時作った〝ポンの目薬〟をちゃんと提出しました。時間内に班員全員で戻ることはできませんでしたが、あの目薬で評価を下さると、メディテ先生もおっしゃってましたよ」

「え……」

　数秒後、私たちは、

「レ、レピス[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　感謝と尊敬を込めてレピスにハグ。ネロは心底ホッとしているし、フレイはニヤニヤ顔。

　私たち９班の初実習は無事に終わり、課題をこなしたことになる。

「それにしても大変な目にあったぜ。……囚とらわれのお姫様は可愛かったけどな」

「フレイ。あんた年上キラーなんじゃないの？」

「俺の見立てじゃ、あの娘は年上だぜ。変わった格好してたし、だいぶ意味不明なこと言ってたけど、夢見がちで頼りないわがままな年上もまた良い～」

「…………」

　フレイの好みはどうでもいいが、確かに年上だ。もともと高校三年生だったもの。

　フレイのこの手の勘は鋭いな。







　翌日、今回の校外実習の結果が張り出された。

「ガーン！」

　なんと、私たちの９班は二位。一位はあのベアトリーチェ率いる１班だった。

「な、なんで……っ、あんなにいい目薬作ったのに。敵を金縛りにするほどの目力を発揮したのに！」

　ショックのあまりしばらく固まる私たち。そして静かに、そこの窓から身投げしようとしているネロのローブを、フレイが慌てて引っ張っている。

　どうやら私たち９班の薬は文句なしの出来だったらしいが、問題は行動面。滝裏の洞窟の奥へ、不用心に進んだことがマイナス点となったらしい。

　これは魔法薬学だけでなく、魔法体育の実習も兼ねている。ライラ先生はそこを厳しく判断したのだ。

「今回のこと、聞きましたわ」

　カツカツとわかりやすい靴音を立てながら、彼女が得意顔して私たちに近寄って来た。ぞろぞろと班員を引き連れて。

「……べ、ベアトリーチェ」

　私たちに緊張が走る。

　ベアトリーチェは偉そうにフッと笑みを浮かべつつも、あちこち怪我をしている私たちを見渡す。

「悪党の仕掛けた転移魔法に引っかかったなんて、大変でしたのね。結果的に私たちが一位になってしまい、さぞやお悔しいでしょう」

「ぐ、ぐぬぬ……」

　悔しい時、本当にぐぬぬって言ってしまうんだ、とか思いながら。

「しかし、そちらが大変だったのは事実です。生きて戻って来ただけでも奇跡的ですし、噂では悪党に捕らわれていた少女を助けたのだとか。敬意を表し、ネロさんはまだあなたの班に預けておきます。というかまあ、それくらいでないと張り合いもないようですので？　おほほほほほほほ」

「…………」

　いつにも増して偉そうに高笑いしながら、去っていく。

　言い方もムカつくし、そのプライドは果てしなく高いが、物事の判断はいかにも魔術師らしく、結果的にネロは私たちの班に留とどまることに。……本人は、天を仰いでいた。




　そして部屋に戻った後のこと。

「どうしたのですか、マキア」

　部屋のあちこちをうろつき、枕をひっくり返したり机の下を覗のぞいたりしていたので、レピスがいよいよ尋ねた。

「それが、ドン助がいないのよ」

「ドワーフハムスターの精霊の……黄色い方ですか？」

「ええ」

　精霊だし、勝手にケージに戻ったり、私のフードに入ったり、バスケットに入ったりと自由気ままなハムちゃんたちだが、あの子たちの気ままにさせていたら、いつの間にか黄色のドン助がいなくなっていた。

　ケージにいるのは白いポポ太郎だけで、どこを捜しても黄色いドン助がいないのだ。

「もしかして、あの無人島に置いてきたのかしら。ローブのポケットに入れたままだったし転移魔法でどっか違う場所に飛んでいっちゃったとか。どうしよう、捜しに戻らなくちゃ……っ」

「落ち着いてください、マキア。契約中の精霊は召喚できますから」

「そ、そうだったわ、そうだった」

　精霊魔法学の授業でも習ったが、一度契約した精霊は、簡単な再召喚術ですぐ側に呼び出せる。魔法陣を足元に作り、

「メル・ビス・マキア───戻りなさい、ドンタナテス」

　と正式な名前で命じるだけ。

　だけど、魔法陣から飛び出したのはドン助ではなく、花々に縁取られた黒板で、それは私の目の前で静止し、表面にチョークの文字を浮かび上がらせた。

「……〝にんむすいこうちゅう〟……？」

　私もレピスも、目を凝らして何度も確認。

　どういうことだろう。私、ドン助に何か命令したかしら。

　とにかく心配で、精霊魔法学のユリシス先生の元へと尋ねに行った。




　ユリシス先生は学校の敷地内にある水晶宮と呼ばれるガラス張りの大温室で、その中央にある人口池の淵ふちに座り、白い睡すい蓮れんの浮かぶ水面を覗き込んでいた。

　夕焼けがガラス越しにすけて見え、またその茜あかね色が映り込んだ水面は美しく、先生もどこか神秘的な魔力に包まれている。

　憂いを帯びた表情で、何か囁ささやいているようだが、水の中に何かいるのだろうか。

　彼の周囲を、美しい極彩色の空中魚エアフイツシユが泳いでいて、それがため池に戻ったり、また飛び出して空中を泳いだり。

　幻想的なゆったりとした時間に、ゴクリと息を飲んだ。

「おや？」

　私に気がつくと、先生は授業をしている時のような教師の表情になる。

「どうかしましたか、マキア嬢」

「あの、ユリシス先生。……今、よろしいでしょうか」

　水の中の誰かと話をしていたように思えたけれど……

「ああ、ふふ。今、パン校長とお話ししてたんですよ」

「えっ、校長と？」

「まだ居ますぞ」

　ぬっと、水面から山羊やぎの顔だけ出すパン校長。私は思わず「ぎゃあ」と叫んでしまった。

「ごきげんよう、マキア・オディリール嬢。面と向かって話すのはこれが初めてですな」

「……は、はい。ごきげんよう、パン校長先生」

　私は少し緊張しつつ、ローブを摘つまんで挨あい拶さつをした。

「結構。先日は大変な目に遭わせてしまいました。学校の管理する薬園島に、転移装置が仕掛けられたのはこちらの落ち度ですぞ。二度とあのようなことがないよう、学校としても原因を追及し、十分に注意してゆく所存。どうか心落ち着かせて勉学に励まれるよう」

「はい。ありがとうございます」

　パン校長はそれだけ言って、忙しく水の中へと戻って行った。

　入学式の時は鏡だったけれど……パン校長の本体は一体どこにあるのだろう？

「ところで、僕に用事ですか？」

　ユリシス先生はゆったりとした白いローブの袖そでを動かし、隣に腰掛けるよう勧め、改めて私に尋ねた。私は先生の隣に座り、事情を話し始める。

「その、私の精霊が一匹、どこかへ行ってしまったんです。再召喚を試みましたが、任務遂行中だとかいう、メッセージが出てしまって」

　校外実習の途中まで、二匹ともバスケットの中にいたこと。学校に戻ってきたら、黄色のドワーフハムスターのドンタナテスがいなくなっていたこと。白いポポロアクタスに聞いてみても、キョトン顔で何も答えてくれないこと。

　ユリシス先生は「ふむ」と顎あごに手を当ててしばらく考えていたが、

「精霊には自己判断能力があります。何か、あなたにとって必要だと思ったことを察知し、遂行している最中なのでしょう」

　私にとって、必要なこと？　まるで見当もつかない。

「主人から離れ、長く任務につく精霊もいます。例えば、先ほど水死体のように顔だけ浮いてたパン校長も、五百年前の〈白の賢者〉から命じられ、この魔法学校を守り続けているのです。かの魔術師がここに戻ってくると信じて」

「…………」

　水死体？

「精霊は一度仕えた主人を忘れられず、その命令に忠実です。たとえ命令がなくとも、自分でそれが必要だと感じたら、役目を全うしようとします。悲しいほどに……」

　ユリシス先生は水晶宮のキラキラした天井を見上げていたが、眉まゆを寄せ苦笑した。

「あの。ドン助……ドンタナテスは、私の元に戻って、きますか？」

「もちろん。役割を終えたら」

　ユリシス先生は、心配で仕方がない私に優しく微笑みかけ、諭す。

「ドンタナテスとポポロアクタスは双子で、いつも一緒です。一方がどこにいようとも、磁石のように引き寄せ合う。ゆえに、ドンタナテスを見つけたら、彼がなぜ〝そこ〟にいるのかをよくよく考えなさい。きっと、とても大事なことだから」

「……はい」

「二匹はとても優秀な、あなたのサポーターです。僕はそれをよく知っている」

「……？」

「安心して良い、ということです」

　ユリシス先生の言葉は意味深だが、妙な安あん堵どもある。

　どこで何をしているのかわからないが、ドン助には早く私の元へ戻ってきてほしい。




　そして、日々大変な授業をこなし、班員たちともいくつか実習や実験をこなし、期末のテストも終えた頃のこと。

　まだドン助は戻らないが、私たちの元へ王宮の使いらしき人物がやってきた。その者は私たち９班の全員を、王宮でもうすぐ開かれる、夏の舞踏会に招待してくれるというのだ。

　特待生にならなければ王宮には入れないと思っていたのに、救世主を助けたことで舞踏会にお呼ばれされるなんて、思いもしなかった。








第十話　舞踏会









『オズの魔法使いってあるでしょう？　あの物語のように、主人公は空から落ちてくるんだよ』

　田た中なかさんは、自分が書いているという小説の話をしてくれたことがある。

『そして気がつけば異世界にいる。そこでは動物と言葉を話せたり、魔法が使えたりするの。そして悪者を倒すように頼まれるんだ』

『悪者って？』

『魔女だよ。悪い魔女。素敵な王子様や騎士に守られる主人公に嫉しつ妬として、攫さらったり奪ったり殺そうとしたりするの。あの手この手を使ってね。だけど主人公の知恵や機転で切り抜けるし、最後は魔女を懲らしめて……殺す』

『こ、殺してしまうの？』

『どんな物語でも、悪役の魔女は最後に死ぬでしょう？　たくさんの人を苦しめてきた罰は受けなきゃ』

『……だけど……』

　悪い魔女にも、守りたいものや、そうする理由が、あるのかもしれないよ。

　そう言いたかったのを、飲み込んだ。

　白雪姫や、眠り姫も、そう。魔女が悪役なんてお決まりだし、最後は魔女が死んでハッピーエンド。

　だけど私はこの手の物語を読むと、憎まれて哀れな死に方をする魔女が気になって仕方がなかった。それはもう、幼い頃から。

　物語の裏に潜む、孤独な魔女の心の内側を考えずにはいられなかったし、強い力を持っているのにひとりぼっちで、誰にも愛されない魔女が、どこか切なかった。




　　　　◯




　前世の夢を見た後だと、お城の舞踏会なんて、本当に夢の世界の話のよう。

　だけどメイデーアではこちらが現実で、私たちはまさにその準備に追われていた。

　だって今日は、王宮の舞踏会の当日だから。

「あの、マキア。私、変じゃないですか？」

「ううん、素敵よレピス。レピスは背が高いから、スタイルが良く見えて羨うらやましいわ」

　いつも以上に大人っぽく、ネイビーのシンプルなドレスがよく似合うレピス。長い黒髪は編み込みにして、黒髪に映えるパールと花の髪飾りで纏まとめ上げた。

　次に私の準備だ。

　お母様が送ってくれたのは、ワインレッドの生地と重ねられたレースが上品な、パフスリーブの流行のドレスだ。髪は毛先を強めに巻いて、片側に流し、銀のバレッタでサイドを留める。最後はいつもの、チェリー色のリップを塗って……

「はあ……マキアはため息の出る美しさです。妖よう艶えんな色気と幼気な色気が見事に混ざり合っていて……はあ」

「なんかよくわからないけどありがとうレピス」

　なんて、レピスとあれこれ、褒めあったりして。

「ですが、イヤリングはそれでいいのですか？」

「これ？」

　トールからもらった紅水晶のイヤリング。

　確かにこれは安物で、今日着ているドレスには、不釣り合いかもしれない。

「いいのよ。安物でも、私にとっては何物にも代えがたい宝物なんだから」

　改めて、自分の姿を鏡で見る。

　トールと離れ離れになった日から、二年近くが過ぎた。

　あの頃はまだ子どもっぽかったけれど、私は少しだけ、大人になったと思う。

　舞踏会のドレスも違和感なく着こなすし、表情や佇たたずまいには落ち着きも出てきた。

　とはいえ、私の心臓は破裂しそうなほどバクバクと高鳴っている。

　今日の舞踏会、ルネ・ルスキアの生徒で招待されているのは、私たちガーネットの９班と生徒会役員くらいで、これはとても名誉なことだと聞いた。

　だけどそんなことはどうでも良い。

　今日、ここで、トールに会えるかもしれない。

　もし会えたなら、何と声をかけたらいいのだろうか。

　それを、ずっと考えている。







　舞踏会が開かれるのは、ミラドリード城内の〝花鳥の大広間〟だ。

　時計塔が午後６時の鐘を鳴らす。私たちはこの黄昏たそがれ時に、バラの庭園を見渡せる大理石の大階段を上っていた。

　大広間に、指輪や杖つえなどの魔法道具を持ち込むことはできない。

　すまし顔の衛兵が控える大扉の向こう側は、女の子なら誰もが憧あこがれる場所。

　それは、夢の時間。

「うわあ……」

　豪華絢けん爛らんな大広間はすでに賑にぎわっており、キラキラと眩まばゆく、目眩めまいがしそうだ。

　魔法を駆使して作った、花を模した巨大なシャンデリアが、ゆっくりと回転しながら浮かんでいる。その周囲にも、ガラスの花が輪を描いて浮遊しており、光を反射して会場を煌きらめかせている。

　ピカピカの大理石の床には、令嬢たちの鮮やかなドレスが映り込んでいて、華やかで綺き麗れいだ。流行の孔く雀じやく色のドレスが多く、これでもかってくらい袖の膨らんだドレスにも驚かされたり……

　ネロとフレイは、この華やかな空間に興味は無さそうだったが、国王からの強制的な参加を命じられ舞踏会に来ている。ネロはプラチナブロンドに似合う白と青の衣装で、フレイはグレーと赤の衣装。

　二人とも憂ゆう鬱うつそうな顔をしているが、ぱっと見はなかなかのものだ。

「ネロ、あなた本当に庶民の出？　出自を辿たどると王族とかそんなことない？」

「なぜ」

「そういう格好をしていると、王子様みたいだからよ。あなたちゃんとしてたら綺麗な顔なんだから」

　私のエスコートをしてくれているネロに、ぐっと親指を立てて褒める。

　ネロはどうでもよさそうだし、淡白な口調で、

「君こそ……そういう格好をしていると、ああ、女の子なんだって思うよ」

「そこ？　そこからなの？」

　お姫様みたいだよ、さすがは貴族のお嬢様、などという言葉を期待した訳でもないが、それ以前に女であることをやっと理解したレベルであるのが解せない。

　わりと普段から女の子らしい格好をしていると思いますけど？

「今日の舞踏会で、国王からとても大事な発表があるらしい……」

「きっと〝救世主〟の件を公表するのでしょう。ここにいる貴族は皆知ってますのに」

「少し前に攫われたと聞いた。大丈夫なのか、今回の救世主と守護者は」

　きらびやかな世界の隙間から、物騒なひそひそ声が聞こえてくる。

　参加者たちはどこか不安な顔をしているもの。

　私以外の班員は、救世主について確かなことを知らない。

　ネロやフレイは一度出会っているし、何か察しているかもしれないけれど……

「あ、ほら。もうすぐダンスが始まるわ。一曲くらいまともに踊るわよ」

「えー」

　面倒臭そうな男子たち。

　だけどこの日に大恥をかかぬよう、放課後の工房でダンスの特訓もした。ネロとレピスが全く踊れなかったのに対し、私とフレイはそれなりに嗜たしなんでいたから。

　それで、ペアは私とネロ、フレイとレピスという感じになっている。どちらかがリードしなければならないから。

「あーあ。踊るならどっかの綺麗なねーちゃんがいいってのに。レピス嬢は綺麗なんだけど年下なんだよなー」

「一応、私はあなたと同じ年ですよ。留学生なので」

「え、そうなの？　でも同じ年かー。惜しいなー」

「なんか腹が立ちますね」

　フレイが頭の後ろで手を組んで愚痴っているので、レピスが静かに苛いらついている……

「一曲踊ればあとは自由時間よ。フレイはお得意のナンパでもしてくれば？　あんた結構踊れるんだから。レピスは後で私と踊りましょう！」

　私がまたぐっと親指を立てると、レピスは「それがいいです！」と熱心に頷うなずき、フレイはすでにお姉様方に目星をつけていた。

　ここ最近わかったのだけれど、フレイには上層階級の教養がある。もしかしてかなり良いところのお坊っちゃん？　貴族とか？

　自分のことを何も教えてくれないから、全然わからないのよね。レヴィ家と言われてもピンとこないし……

　そんな時、ドッと会場がざわついた。

「第三王子ギルバート様だ」

「まあなんと麗しい」

　うっとりとした声を漏らす女性たち。会場内にある二階の階段から下りてきたのは、深緑色の衣装に身を包み、淡いベージュの長い髪を一つに結った王子だった。

「あれがルスキア王国の王子様……いかにも王子様というキラキラ感ね」

　確か、ルスキア王国には五人の王子がいると聞いたことがある。

　ギルバート第三王子は愛想の良い笑顔で手を振っていたのに、こちらを見ると憎悪を滲にじませる目をして、ずんずんとやってくる。な、何事!?

「なぜ貴様がここにいる、フレイ」

　そして王子は、冷めた口調でフレイに声をかけた。フレイはいつも以上に面倒臭そうに、

「……兄上こそ、ご無ぶ沙さ汰たですねー」

　ん……？　兄上??

「俺なんか無視してりゃいいのに。注目集まってますけど？」

「うるさい！　貴様をここへ呼んだ覚えなどないぞ！」

　言い争いになりそうだったところを、仲裁に入ったのはルネ・ルスキアでもおなじみのユリシス先生だった。

「喧けん嘩かはおよしなさい！　それにフレイを呼んだのは国王です」

　先生も今日ばかりは魔術師のローブを脱ぎ、王子然とした格好で素敵。

「で、ですが兄上！」

「ギルバート……上で〝アイリ〟が呼んでますよ」

　ユリシス先生が小声で伝えると、ギルバート王子はパッと頰を赤らめ、ゴホンと咳せき払いするといそいそとこの場を去った。

「フレイ、よく来てくれましたね。君は嫌がると思ってましたよ」

「……ま、うちの班員が心もとなかったんで」

　ユリシス先生はクスッと笑い「では皆さん、楽しんでいってくださいね」と言って、すぐにこの場から離れ、ギルバート王子の後を追った。

　私たち９班の面々はというと、さっきから瞬まばたくことなく、突っ立っている。

　割と長い沈黙の後、

「え？　フレイって……王子様……だったの？」

　私がその沈黙を破り、やっと横のフレイを見上げた。

　おかしい。こいつはチャラ男で我らが９班のツッコミ担当だったはず。

「はあ～。これだから嫌だったんだよな、王宮の舞踏会は」

「…………」

「あ、言っとくけど俺は末の第五王子で王位継承権はねーよ。母親がかなりヤバいことをやらかして、王宮を追い出されたんだ。その時に俺も一緒にポイされた。故に俺に狙いを定めて玉の輿こしに乗ろうなんて夢は見るなよ、女子諸君」

「いや、見ないけど」

　と言うかこの国の王子様って、フレイのようにお忍びで魔法学校に通ってたり、ユリシス先生みたいに教師してたり……何なんだ、いったい。

「畏かしこまったほうがいいんですかね、マキア」

「わかんない。どうする、ネロ」

「……今までのままでいいんじゃないか？」

　ネロの一声で「そうね」となった私たち。フレイもまた「そうしてくれ」とうんざり顔で髪をかきあげた。王子扱いされると、死にたくなるんですって。

「ほらほら、辛気臭い話はやめて踊ろうぜ！　レピス嬢、お手をどうぞ」

「いきなりやる気を出して、何かを誤魔化しましたね」

　円舞曲ワルツはすでに始まっていた。あちこちで紳士が令嬢を誘ってダンスフロアに連れ出す。

　令嬢たちのうっとりした顔と、翻るドレスの波が、目め紛まぐるしく美しい。

「マキア……僕らも踊ろうか」

「ええ、もちろんよ。あなたを特訓した甲か斐いもないしね」

　私もまた、ネロに手を引かれて眩いシャンデリアの下へと歩んだ。

　ネロは何度か足を踏みかけ、その度に「ごめん……ごめん」と真顔で言う。

　普段はクールで何でも器用にこなすのに、ダンスが苦手なんて可愛いじゃないか……




　ダンスを一曲踊っただけで疲れ、喉のどが渇いた。

　私たちは四人揃っていそいそと会場の端にある軽食コーナーに向かい、そこで冷たいぶどうのジュースをいただく。私たちは良い子なのでもちろんノンアルコール。フレイが酒に手を伸ばそうとしてたその手を、パシッと叩たたきながら。……はあ～、生き返る。

「あ……」

　二階席に、さっきの第三王子ギルバート様がいるのを見つけた。

　そういえば「アイリが呼んでいる」と言われて慌てて戻っていったっけ、あの王子様。

　二階は王族のための特別な席。トール、いないかな……

「!?」

　突然、大広間のシャンデリアの明かりが暗くなり、魔法による演出で足元に純白の花が咲き乱れ、あちこちから驚きの声が上がっていた。

　これは、国花である純白のアイリスの花。

　二階のテラスのアーチ状に出っ張った場所に、いつの間にか人が立っていた。

「王だ」

「ルスキア王……」

　そう。我が国の国王だ。金の王冠を被かぶり、王おう笏しやくを手に、威厳のある眼で私たちを見下ろしている。王たる風格は新聞でも見ていた通りだが、実物はそれ以上の厳格な緊張感を纏まとっている。その存在をいっそう大きく見せる、長いマントと共に。

　誰もが我が国の王に頭を下げた。

「ルスキアの兄弟たちよ、面を上げよ」

　王は深みのある声音で演説を始めた。

「二年前の流星群を覚えているだろうか。あの日、我々は気がついたはずだ。五百年前の様に、この世は再び混こん沌とんの渦に巻き込まれるということを。星はそれを予言し、このメイデーアに、異世界より救世主を遣わした」

　この場にいる者たちに、王は改めて救世主伝説を語り、訴える。

　新聞記者が脇でせっせとメモを取っている。これは明日あしたの新聞で民にも伝えられる内容なのだろう。

「その異世界の少女が、ここにいる」

　王は一度振り返り、背後に控えていた少女の手を引き、自らの横に立たせた。

　淡い水色のドレスを纏う、前世の親友・田中さん。

　いえ、もう私は彼女を〝アイリ〟さんと認識している。この世界に降り立った異世界の少女、救世主として。

「彼女こそ我らが時代の救世主。メイデーアに祝福されし少女だ。名は、アイリ」

　しんと静まり返った後、誰もが彼女に頭こうべを垂れた。私もそう。

　彼女はここにいる貴族たち全てが、敬うべき人物なのだ。

「今日、ここに新たな救世主とその守護者の出現を宣言する！　そして、この時代に降り立った彼女を、歴史は〈アイリスの救世主〉と記すだろう」

　今度は大きな喝かつ采さいが湧く。救世主万歳、ルスキア国王万歳、と。

　アイリさんはドレスを摘つまんで軽く頭を下げ、堂々と自らの存在を知らしめた。

　自信に満ち溢あふれた姿は、かつての田中さんとは思えないほど。

「救世主には星の導きにより四人の守護者が選ばれる。四光の紋章を与えられた、救世主の盾となる〝守護者〟である」

　会場から、再び驚きの声が上がる。彼女の傍らに三人の守護者が現れたからだ。

　ルスキア王国第三王子　ギルバート・ディーク・ロイ・ルスキア。

　王宮騎士団副団長　ライオネル・ファブレイ。

　そして、王宮騎士団魔法騎士　トール・ビグレイツ。

「トール……」

　私のよく知る、黒髪の騎士がそこにいた。

　貴族然とした立派な衣服を身に纏い、隙のない表情を作っている。大人っぽく凛り々りしい姿に、離れ離れになっていた二年を思い知った。

「皆の者、静粛に。静粛に」

　王の脇にいた大臣の男が、ざわつく大広間を静めた。

　まだ王の話は終わってないからだ。王はゴホンと、一度咳払いをして、

「最後の守護者が、まだ見つかっておらぬ。これは国を揺るがす一大事である」

　王笏でカツンと床を鳴らし、王はとても大切なことを宣言した。

「ルスキア王ロレンツ・ローグ・レ・ルスキアの名において、勅命を下す！　最後の守護者は即刻、名乗り出るべし。守護者の役割を放棄することは絶対に認められぬ！　国民総出で、何としても探し出すのだ！」

　また会場が沸いた。見つけ出した者には多額の報酬が用意されているのだと、同時に発表されたからだ。

　きっと、この御お布ふ令れは今夜から明日にかけて国中に知れ渡り、誰もが最後の守護者を探し始めるだろう。国中が、大騒ぎになるに違いない。

　王の話はこれにて終わり、大広間は再び明るくなる。

　ここにいる貴族たちの賑にぎわいは先ほどまでとは比べものにならず、誰もがこの救世主と守護者の話題で盛り上がり、ダンスそっちのけでお喋しやべりに夢中になっている。

「マキア……？　どうかしました？」

　レピスが私を呼んでいたが、私の視線は二階のテラスにいる者たちに釘くぎ付けだった。

　この騒がしい中、二階ではアイリさんがトールに何かをせがんでいる。

　トールはそんなアイリさんに微笑みかけ、その手を取って手の甲に口付け、エスコートしながら階段を下りる。恨めしそうなギルバート王子に見送られながら……

「まあ、救世主アイリ様がダンスを踊られるわ！」

「あの方は守護者のトール・ビグレイツ様」

「お似合いですこと。守護者は美形揃いで、アイリ様が羨うらやましい限りですわ」

「ギルバート王子も、副団長のライオネル様も、異世界の少女に夢中なんだとか。いったい誰が、アイリ様のお心を射留めるのかしら！」

「あの少女が次期王妃候補という可能性も!?」

　令嬢たちは、救世主や守護者の背負う役割などより、根も葉もない噂話に花を咲かせ、彼らの恋の行方ばかりを気にして盛り上がっている。私の耳は、やけにその話題ばかりを、拾ってしまうのだ。

　フロアにアイリとトールが降り立つと、再び足元にアイリスの花が咲き乱れる魔法の演出がなされ、会場の人々は脇に避よけて二人の空間を作る。

　そんな中、トールとアイリさんは、ゆったりとした音楽に合わせて優雅に舞っていた。

　まるで恋人のように、二人、微笑み合いながら。

　かつて生意気だった目は優しく細められ、そこにはダンスに不慣れな少女をリードする、私の知らないトールがいた。

　まあ、最初から、わかっていたけれど……あんな二人を見ると、胸が苦しくなる。

　恋人のように見えるのではなく、本当にそういう関係でもおかしくないのだ。

　でも、最初にトールを見つけたのは、私だったはず。

　トールにダンスを教えたのは、私だったはず。

　ずっと私の側にいてくれるって、言ったくせに───

　そんな、強い〝嫉しつ妬と〟の感情が、自覚するより先に私の中に湧き起こる。

「……いっ」

　なぜか凄すごく頭が痛くて、目眩めまいもした。

　フラッシュバックしたのは、いつかの田中さんと斎さい藤とう。更に、その向こう側……




　───やめて。

　───また、私から奪っていかないで！




　黒いとんがり帽子をかぶった、真紅の長い髪をなびかせるローブドレスの魔女。

　たった一瞬だが、その人が嘆き悲しむ姿を見た。

　ゾクゾクゾクと、足元から湧いて出て来た黒い感情に、体が震える。

「あ……っ」

　何が何だかわからなくて、冷えた体を両手で包む。自分を守るみたいに。

　なぜだか凄く怖い。嫉妬するのが怖い。

　自分が怖くなるほどの、深いマイナスの感情。だけど、これは私だけのものじゃない。

「おい、どうした、マキア」

　ネロが私の肩を引いた。レピスもフレイもそこにいて、様子のおかしい私を心配し、困惑している。なのに、辛つらい。怖い。憎い。憎い───

「わからない……私、私……っ」

　思わず、その場から逃げるように、私は走って大広間を飛び出した。

　目立つ行動だったかもしれない。途中、大理石の階段で靴が脱げたけれど、そのまま放置して王宮の庭園に逃げる。そう、多分私は逃げている。

　何から？

　わからない。私の中にある黒いもの。

　トールへの思いを確信したら、私はどうなってしまうのだろう。







　前に、お祖母ばあ様から聞いたことがある。

　ご先祖様の〈紅くれないの魔女〉は、叶かなわぬ恋をしていた、と。

「さっきの、何だったのかしら……」

　舞踏会の優雅な音楽は聞こえてくる、誰もいない王宮の庭園。

　そこにあることを忘れられたような大理石の噴水にもたれて、静かな流水音だけを聴きながら、夜露に濡ぬれる赤いバラをぼんやりと見つめていた。

「靴も、片方どこか行ったし……なにこれ、シンデレラ？」

　ふっと苦笑し呟つぶやくも、言葉が虚むなしく宙に溶けて消える。

　逃げるようにあの場所を去った。

　強い感情、特別な思念のようなものが自分を襲ったと言うのもあるが、これ以上、私ではない別の女の子を見守るトールを、見たくなかったんだと思う。

　私って、小さい女。まるで自分が自分でなくなったみたい。

　へこたれている自分。あの二人に嫉妬してしまった自分。

　きっと、レピスやネロやフレイを驚かせただろうな。バタバタ飛び出したから、オディリール家の令嬢は礼儀知らずと噂になってるかも。

　王宮に来れば、トールに会えると思っていた。

　トールに会って、彼の前世について確かめ、私の想いに答えを出したかった。

　だけど、安易に近づけば、私自身がきっと傷つく。ボロボロになる。そんな気がする。

　彼は守護者で、もう私のことなんて忘れて、アイリさんだけを見つめている。

　私がトールに抱いた気持ちや、この嫉妬の正体を知ったところで、何ができる？

　遅すぎるし、やめておいた方がいい。

　確信してしまったら、もう後戻りはできない。




「……お嬢……？」




　ふと、薔ば薇らの園を懐かしい声が通り抜けた。

　ずっと聞きたいと思っていた声。

　静かに跳ねる、自分の胸の鼓動に気がついて、私は思わず自らの胸に手を当てた。

　そして、ゆっくりと振り返る。そこには黒髪の騎士がいた。

「トール……？」

　しばらく見つめ合う、海色の瞳ひとみと、菫すみれ色の瞳。初めて出会った、あの時のように。

　だけどその精せい悍かんな顔立ちは、ボロを纏い瘦やせ細っていた少年とはまるで違う。

　多分私も、あの頃の幼い少女ではない。




　夏の夜の、暖かい風が強く吹いている。

　それが、私の髪を、薔薇の真っ赤な花びらをも舞い上げて……

　しんしんと降り頻しきる月光の下、私たちは再び出会った。








第十一話　この世界で一番悪い魔女の末裔









　トール。そう、私が名付けた。

　無意識であっても、前世の記憶が無かったとしても、私の中にいるもう一人の私が、きっとあの時教えてくれたんだ。

　この人の、運命の名前を。




　トールは瞬まばたくこともなく、静かに、私の元へ歩み寄った。

「あ……っ」

　私はというと、なぜか自然と後ずさり。

　そしてドレスを掴つかんで脱兎のごとく走り逃げた。

「!?」

　トールはびっくりしたでしょうね。

　自分でもなぜ逃げたのかわからない。突然そこに現れたから、トールと対面する心の準備ができてなかったのかも。

　いや、違う。さっきからずっと逃げているもの。

　怖いんだ、私。あんなに会いたいと思っていたのに、トールと向き合い、自分の気持ちの正体を知るのが。

　こんな風に、今でもふと前世の私が顔を覗のぞかせる。

　意気地なしで、大切なことから逃げて、何一つ言葉で伝えられなかった、私。

　私はもう、前世のあの子じゃないのに……っ。

「ぎゃあ痛いぃ！」

　靴を履いていない方の足で、尖とがった石か何かを踏みつけてしまった。

「そりゃ靴の脱げた足で薔薇園を駆け回ってたらそうなるでしょう。相変わらず困ったお人だ」

　トールはトールで、走り逃げた私にもう追いついてるし。

　私はワタワタと挙動不審な動きをした後、足を引きずって側の木の後ろに身を潜めた。

　バレバレなのに。バレバレなのに。

「なぜ、逃げるんです、お嬢」

　幹越しにトールが尋ねる。私の心臓がばくばく鳴っている。

「だって……っ」

　だって、だって……

「もう、俺のこと、嫌いになりましたか？」

　どこか悲しげで、切なげな声だった。

　そんなわけない……っ。私は思わず、ひょっこりと幹から顔を出す。

「ち、違うわトール！　私、私はただ……っ」

「つーかまーえた」

　しまった罠わなだ……っ！

　トールは私の肩をガシッと掴んで、狡こう猾かつで生意気な笑みを浮かべている。

　変わってない。変わってないぞ、この男！

「あ、あああ……」

　何かこう、体の力が抜けてその場にズルズルとしゃがみ込む。

　トールは立ち上がれずにいる私の前で膝ひざをつき、子どもの頃のように視線を合わせて、騎士らしく手を差し伸べた。

「お久しぶりです、マキアお嬢様」

「…………」

　やはり言葉が出ず、ただ差し伸べられるトールの手をじっと見つめていたが、私は戸惑いと混乱と、そして少しの恐れも抱いて、男らしい彼の手をちょんちょんとつつく。

　変な虫か動物かに出会った時みたいに。

「なぜ、つつくんです」

「え、だってこれ本物のトールかなと思って。いよいよ私が幻を見る様になった訳じゃないわよね」

「今更!?」

　そしたらトールが堪こらえきれず噴き出して、

「あははっ。やっぱりお嬢だ」

　それからはもう、風船でも割れたかのようにお腹を抱えて笑っている。

　見た目は随分と大人びたが、その笑い方はトールそのもので、私は目の前の騎士が本物のトールであると、再確認した。

「……どうして、こんなところに？　あなた踊ってたじゃない」

　私は控えめな声で問いかける。

「ああ、踊っている時に、豪快に会場を飛び出すレディがいるなと思ったら、それがとても懐かしい赤髪でした。もしかしたらと思って……つい」

「いいの？　トールは今回の舞踏会の主役の一人でしょう？」

「ああ、いいんです。俺は……ああいう場所、本当は苦手なんで」

　そう言ってしまうのが、トールらしいというか。

「あと、階段でこれを拾いました。お嬢のでしょう？」

　トールが銀色の靴を私に見せる。

「そう……っ！　そう、それ私の！　ああ、良かった～　途中で脱げたのを放ったらかしにして逃げたから」

「なぜ……そんなに俺から、逃げたかったんです？」

「…………」

　トールが寂しそうな顔をして、靴を履いていない私の片足を手に取り、切り傷などないかを確かめた後、そっと銀の靴を履かせてくれた。さっき尖ったものを踏んだけど、怪我はしてなかったみたい。

　伏し目がちのトールがチラリと私の方を見ると、私は「あっ」となって下を向く。

「なぜ、目を合わせてくれないんです？」

「だ、だって……トール、ずっと大人っぽくなっているし。その、格好良くなってるから」

「…………」

「逃げたのだって、私、トールに会ったら、こんな……っ、余裕がなくなって、ガタガタになっちゃうもの」

　あああ、なんだこの乙女の返答。トールが絶句しているではないか！

　さっきから私らしくない。調子が狂っている。

　トールの顔なんて前まで毎日見てたし、いつも一緒にいたのに！

　トールをこき使い、トールにからかわれ、お互いに皮肉を言いながらも、善いことと悪いことを同じくらいしでかして、身を寄せ合ってミルクコーヒーを飲む。

　そんな仲だったのに！

「お嬢。それは、俺のセリフですよ」

「……え？」

　思わず顔を上げると、トールはどこか物憂げに私を見つめていた。

「見違えました、お嬢。あまりにも美しくなられて」

「な、何よ。前も十分、可愛らしかったでしょう！」

「それはまあ、そうですけど。でもあの頃より、もっとずっと、綺き麗れいだ」

「…………」

　あれ、トールもなんかおかしい。私を素直に褒めているなんて。

「なぜ、首を傾げてるんです？」

「え？　えっと、あなたも……あなたもあれね！　いつの間にかお世辞が上手になって」

　怪け訝げんな顔をしたトールは「お世辞じゃありませんけど」と。

「ち、違うの。立派になったわねって、言いたかったのよ……私」

　子供の頃の癖が出て、指をちょんちょんと突つついていると、トールはクスッと笑って、

「俺はこの二年の間、王宮騎士団で騎士道やら貴族社会での嗜たしなみを学びました。それでも、まだまだ礼儀知らずで言葉足らずだと言われますよ。俺は」

　木の幹を背に私の隣に座る。ここには誰もおらず、私とトールだけ。

　トールはしばらく黙っていたが、

「お嬢の隣は、やっぱり落ち着きますね」

「……そう？」

「ええ。デリアフィールドが懐かしいです。何もない荒野、誰も知らない雄大な空、最果てのような塩の森……だけどあなたがいて、帰りたいと思える屋敷がありました。何度、あの場所に戻りたいと思ったか……」

　静かに語られるその言葉は、お世辞でもなんでもなく、トールの心からの本音のように思えた。

　離れ離れになった時、私はトールの気持ちを何ひとつ知らずにいたけれど、きっと、彼もたくさん戸惑って、苦しんだのだろう。

　私ばかりが、悲しかったわけじゃないのだ。

「そうだ、お嬢。せっかくなので踊りましょう。音楽、聞こえてますし」

「え？　ここで？」

「これでも結構、上手うまくなったんですよ、ダンス。ビグレイツ家の養子として、貴族の嗜みを厳しく仕込まれましたから。……ほら、立って！」

　トールは私を立たせて、改めて私にダンスを申し込んだ。

「マキア・オディリール嬢。俺と踊っていただけますか？」

「……ええ。もちろん、トール・ビグレイツ様」

　私もそれを、貴族の令嬢らしくお受けする。そろそろ調子が戻ってきた様だ。

　シャンデリアのキラキラした明かりの下ではないが、月光の降り注ぐ神秘的な夜に、芳かぐわしい薔ば薇らに囲まれて踊るのもロマンチックで悪くない。

　あまりに静かなワルツ。

　さっき大広間で見た時も思ったけれど、トールは確かに凄すごくダンスが上達している。

　彼と一緒にいるのがとても自然で心地よく、何だか泣いてしまいそうだ。

「お嬢、そのイヤリング、まだつけてくれているんですね。安物の石なのに」

　踊りながら、トールは私のイヤリングに気がついた。

「当然よ！　これはとても大切なものだもの。これがあったから、私……」

「……お嬢？」

「あのね、トール。私、あなたに会いに、ここに来たのよ」

　まだ少しドギマギしながらも、私はなんとか、言葉を紡いだ。

「あなたに会うために、魔法学校でも頑張っていたの。だってあんな別れ方をして、私……っ」

　本当は凄く会いたかった。

　それなのに、さっきは逃げて、悲しい顔をさせてごめんなさい。

　そう続けようとした、その時だ。

「トール！　こんなところにいたんだ！」

　私の言葉を遮るように現れたのは、淡い水色のドレスを纏まとうアイリさんだった。

　彼女は私を見て「あ……っ」と困惑した顔になったが、すぐにトールに駆け寄って、

「ダンスの途中で、あたしを放ったらかしにしてどっか行っちゃうなんて酷ひどいよ！　すっごく恥ずかしい思いをしたんだから」

「申し訳ありません、アイリ様……その」

「この日のために、いっぱい特訓したじゃない！　トールの足を踏まないようにって、あたし。なのに……っ」

　目に涙を溜ためて、今にも泣きそうなアイリさん。

　トールは彼女の細い肩に手をおき、何度も「申し訳ありません」と謝っていた。

「でも、仕方ないよね。トールの大切な、元ご主人様が、相手ならね……」

「…………」

　アイリさんはこちらに顔を向けた。私たちの目が合う。

　それは、どこか私を探るような、意志の強い眼まな差ざしで……

「あなた、マキア・オディリールさんでしょう？　トールからよく話は聞いていたの。だから、前にあの島で会った時、すぐピンときたんだ」

　そして、腕を後ろで組んでぐっと私に顔を寄せると、

「トールが会いたがってたから、あなたを王宮に招待したんだよ」

　愛あい嬌きようのある笑顔を作った。

　それは私のよく知る田た中なかさんの仕草で、思わず懐かしいと思ってしまう。

「本当に、なんとお礼を言っていいか。ありがとうございます、アイリ様」

「ううん。助けてもらったのはあたしの方だもん。それに、あたしも少し、確かめたいことがあったから」

「……？」

「大広間に戻ろう？　ライオネルが騎士団の見回りで出てしまったし、ギルは異国の賓客のお相手もしなくちゃいけないし。トールがいないと退屈なの。ほら、マキアさんも！」

　アイリさんは軽やかにドレスを翻し、トールの手を引っ張った。私も彼らについて、一歩後ろを歩きながら、大広間へと戻る。

　トールの背中を見て歩くことなんて、前はほとんど無かったな。

　それが今の、私とトールの立ち位置を暗示している気がした。

　今、彼の傍にいるべき少女は、私ではなくアイリさんなのだ。







　大広間に戻ると、やはり注目を受けた。

　ざわつく人々の、探る様な視線が痛い。

　そんな中、ズカズカとこちらにやってきたのはギルバート王子。彼は苛いら立だった表情でトールの前に立つと、思い切り彼の頰を叩たたいた。

「貴様、何を考えている！　大勢の前でアイリを置いて、別の女を追いかけるなんて。こんな大事な時に、彼女を[image: 蔑]ないがしろにするなんて……っ」

「……申し訳ありません、殿下」

　トールは粛々と、だけど誠実に謝った。

　そんな中、アイリさんが「トールを責めちゃダメよ、ギル」とトールを庇かばう。

「トールにとっては、あたしより元のご主人様の方が、大事なんだから」

　彼女の言葉は少し寂しげで、それがまたギルバート王子の怒りを駆り立てたようだった。

「守護者は救世主を第一に考え、彼女を側でお守りするのが務めだぞトール。他の女のことなど考えるな。アイリがどれほど傷ついたか……っ！　この愚か者めが！」

「しかし、殿下」

「奴隷出身の成り上がりの分際で、この私に口答えするのか！　同じ守護者でなかったら切り捨てているところだ！」

　貴族たちがざわついた。トールが奴隷出身であることを、第三王子によって暴露されたからだ。

　たとえ王子が相手であろうとも、トールがその生まれで責められているのが我慢ならず、私は思わず「お待ちください殿下」と割って入る。

「申し訳ありません殿下。私が、私が悪いのです。大広間を飛び出してしまったので、トール様は心配になって追いかけてくれたのでしょう。元々、私たちは家族でしたから」

　私は謝罪し、深く頭を下げた。

　確かにあの場でトールが私を追いかけたのは、かなり問題があったのだろう。

　救世主と守護者の絆きずなを示し、国民に強く印象付け、支援を求めるタイミングだった。私でも、そのくらいはわかる。

「ですが、トールの生まれがどのようなものであろうとも、その才能は疑いようもありません。きっとアイリ様のお力になることでしょう」

　ギルバート王子はピクリと眉まゆを動かし、

「オディリール家の娘……」

　表情に明らかな嫌悪感を露あらわにした。

　トールが元オディリール家の騎士であったことは、王子も承知のようだった。

「あの罪深き〈紅くれないの魔女〉の末まつ裔えい。お前のような存在は、アイリにとって百害あって一利なしだ。現に我々の絆すら、壊しかねない」

「……え」

　思わず、顔を上げてしまう。

「前の時代の〈トネリコの救世主〉を葬ったのは、間違いなくかの魔女であった。オディリール家の娘には同じ血が流れている。底意地の悪そうなこの女が、尊きアイリに、何か危害を加えるかもしれない！」

「…………」

「即刻この場を立ち去れ。二度とアイリに近づくな！」

　大勢の前で罵ば倒とうされ、退出を命じられたが、私には何も言い返せなかった。

　ここで何か言うことは、トールの立場をますます追い詰めることになると思ったから。

「ギルバート殿下、その言葉を取り消してください。この方は俺の大事な主人です」

　だが、トールは前に出て、王子を睨にらむようにして迷わず告げた。

「貴様……っ！　その言葉がどういう意味を持っているか、わかっているのか。アイリを侮辱しているのと同じだぞ！」

「いいえ、決してアイリ様を[image: 蔑]ろにしている訳ではありません。使命は全うします。ただ、マキア様がそれ以上に、特別だというだけで」

「!?」

　それは、この場では言ってはならない言葉だ。

　だけどトールは躊躇ためらいすらしなかった。

　アイリさんが眉を寄せ、僅わずかに視線を落とす。ぎゅっと、ドレスを握りしめながら。

「それが……っ、それが侮辱だというのだ、トール！」

　ギルバート王子はトールに掴つかみかかる。

「守護者としての自覚は無いのか！」

「どうかマキア・オディリール嬢への侮辱のお取り消しを」

「貴様……っ！」

　周囲はざわついていた。誰もが王子の意見を支持し、トールを非難する。

　守護者の身分で、そんな勝手は許されない。流石に奴隷出身なだけあり、身を弁わきまえることを知らない、と。

　アイリさんは「やめて！」と二人を止めようとするが、ギルバート王子もトールも自分の言葉を取り消そうとせず、お互いの主張はぶつかり合っていた。

「やめなさい、トール」

　なので私は、トールを自ら制した。

「ギルバート王子の憂慮なさっていることは、とても正しい。あなたは言葉に責任を持ちなさい」

「……お嬢」

　トールが私の尊厳を守ろうとしてくれたことは、わかっている。

　だけど、トールが私を庇おうとすればするほど、彼の守護者としての信頼は失われてしまう。元々奴隷であることが、そういうことに拍車をかけ、責める口実を与えてしまう。

　ならば、私こそが悪役となり、おとなしく身を引けばいいのだ。

　私は唐突に、含みのある笑みを浮かべた。

「確かにあなたは私の奴隷だったわね、トール。随分とこき使ってやったのに、今も変わらず忠義を示そうなんて、健けな気げだこと……」

「お嬢？」

　そんなことを言い出した私にトールは驚いていたが、私はトールから貰もらったイヤリングを外して、彼にずいと差し出した。

「だけど、もういらないわ。あなたも、これも」

　トールはそれを見つめ、しばらく言葉を失っていたが、

「……あなたまで、俺を、捨てるんですか」

「…………」

「わかりました。お嬢の、ご命令とあれば」

　大人しくイヤリングを受け取る。

　その悲しげな目が、言葉が、とてもショックだった。

　彼は元々、異国で両親に売られ奴隷となり、オディリール家にやって来た少年だ。

　守護者の紋章が出てからは、すぐにビグレイツ家の養子にされ、オディリール家からは関係を絶たれた。

　彼の意志など関係ない。それは、信頼していた者に「捨てられた」ことを意味していたのかもしれない。

　捨てられるということが、トールの心に深い傷を負わせてしまう。

　それでも私は何も答えず、今一度この場の者たちに頭を下げ、静かにその場を去った。

　お父様がトールを手放し、見送った、あの時の気持ちが今ならよくわかる。

　本当は手放したくなかった。だけど、彼の役割の大きさを知れば知るほど、トールの私たちへの一いち途ずな思い入れが、彼の本来向けられるべき救世主への忠誠心を邪魔しているのが、わかるから。

　トールは、第一にアイリさんを大事にし、守らなければならない立場だ。

　そこに、他の者への情や忠誠心など、あってはならないのだ。




　壁際まで引いて、喉のどが渇いたのでまたぶどうジュースを飲みながら、どうやって学校まで戻ろうかと考えていた。

　さっきからずっと、知らない貴族たちの視線が痛く、陰口が聞こえてくる。

　救世主と守護者の絆を脅かし、王子に反抗し、忠義を示した健気な騎士を捨てた私は、この場の悪役だ。トールへの悪口が私に移ったんなら、それでいいんだけど。

　そんな私を、魔法学校の班員たちが見つけてくれて、

「マキア、大丈夫ですか!?」

「何だか揉もめていたな……」

　レピスやネロが私を気遣う。

「大丈夫、大丈夫。ありがとうみんな」

　こういう時に、私に対して敵意のない仲間がいるのは、ありがたい。できたてホヤホヤの班だが、良い班員を集めたと思う。

「兄貴と言い合ってた黒髪のかっこいい人、班長のなに？　元カレ？」

　フレイは気ままに聞いてくるし。まあ、そのくらいの方が話しやすいけれど。

「元、私の従者よ。私が拾って騎士にしたの。だけど守護者の紋章が出たから、もう私の従者じゃない。……わかるでしょう、この意味」

「あー。自分の騎士を、異世界のかわい子ちゃんに取られちゃったわけかー。残念」

「フレイ……あんたのその、包み隠さず言ってしまうところ、本当に凄いと思うわ」

　突然現れた救世主に、世界の宿命に、大事な人を連れて行かれた。

　なんて言い方をしたら、私はあちこちから責められるだろう。

　だけど、多分、本音はそう。だからあんなに、嫉しつ妬としちゃったんだ、私。

「マキアがずっと会いたいと言っていた人は、あの人なのですね」

　察しの良いレピスが、私の肩をさすってくれた。

「もう、帰ろう。僕もここは苦手だ。マキアも……疲れただろう」

「……ええ」

「あんな言われようで、よく耐えたな。流石だ」

　ネロが珍しく私を褒めたので、小さな笑みが溢こぼれる。

　それで、なんだか少しばかり、胸のつかえが取れた。

　トールに新しい仲間たちがいる様に、私にも新しい学友たちがいる。

　とても寂しいことだけれど、そうやって、私たちは別々の道を歩み始めているのかもしれない。そう、納得する他ない。

　舞踏会はまだまだ賑にぎわいの最中にあるが、私たちは学校へ帰ることにした。

　もしかしたら、もうトールとは二度と会えないかもしれない。

　彼に抱いた想いの正体など、もう一生確かめることはできないかもしれない。

　だけど、その方がいいのかもしれない……

　寂しさと、やるせなさを嚙かみ締め、小さな喪失感を抱きながら、大広間を出ようと大扉をくぐった。

　……その時だ。

「え？」

　真横を通り過ぎた、貴族の男。

　その男の肩に、なんと、私の精霊である黄色のドワーフハムスター、ドン助がちょこんと乗っていたのだ。

「にんむすいこうちゅう、でち」

　私、足を止め、振り返って絶句。

　なんで？　なんで私のドン助があんなところに？　しかも喋しやべった？　でち……??

　だが肩にそれを乗っけている男は、ドン助の存在に気がついてないみたい。

　私は彼を追いかけるために、再び大広間へ戻る。

「あ、おい班長！」

「どうしました、マキア」

「ドン助が、ドン助が！」

　班員たちに身振り手振りで説明をしようとしたが、ドン助を肩に乗せた男がどんどん中へ入ってしまうので、それを見失うわけにもいかず、ああもうっ、と思いながらそっちを優先して追いかける。

「あ、いた！」

　その男は、長髪の中年貴族という風ふう貌ぼうだったが、ちょうど今、救世主として数多くの貴族の支援者に囲まれるアイリさんに、愛想よく挨あい拶さつをしているところだった。

　貴族のおじさんの肩に乗ってるハムスターが、めちゃくちゃ場違いでシュールな絵面だけど、目を何度か瞬かせても、やはりドン助がそこにいる。

「も、戻っておいでドン助[image: ～][image: ～]っ。チッチッチ」

　少し遠くからドン助を呼ぶ。ひまタネもおやつも持ってないのが痛手だ。

　ドン助はこっちを、ほげ～っとした顔で見ている。そもそも私が主人であることを覚えているのだろうか？

「あ……」

　そうだ。確かユリシス先生は、精霊がなぜそこにいるのか考えろ、と言っていた。

　ドン助がいなくなったタイミング。そして、その男が、誰であるのか───

　私は、じわりじわりと目を見開く。点と線が結びつく様な、冴さえた感覚があった。

　表情を引き締め、私は人々を搔かき分けて男の手を掴み、その手袋をはぎ取る。

「!?」

　私の行動は常軌を逸しており、周りを驚かせただろう。

　男と話をしていたアイリさんも、側についていたトールやギルバート王子も、流石に呆あつ気けに取られていた。

「無礼な！　この娘、いったい何を……っ」

　手袋を剝はぎ取られた男は、私の手を振り払おうとしていた。

　……だけど、やっぱり。

「オディリールの娘、この期に及んで何をしている！　この方はグレイグス辺境伯だぞ！」

「ギルバート殿下。この者は、前にアイリ様を攫さらった男です！」

　私の発言のせいで、グレイグス辺境伯とやらに視線が集まった。

　辺境伯は、最初こそ「何を根拠に」と余裕のある態度だったが、

「この指先、特徴的な火傷やけどをしています。これは、あの無人島で私の肌に触れた時の火傷。私は【火】の申し子で、発熱と発火の体質がありますから」

　私は男を睨にらみながら、説明した。

　あなた、あの時私の頰に触れて火傷したでしょうと、意地悪く瞳ひとみで語りかけながら。

「や……っ、火傷など日常でも負うことはある！　これは熱くなったポットに誤って触れ、できた火傷だ！」

「それではなぜ、この火傷を治さなかったのです？　優れた魔法薬の溢れる、この国で」

「それは……っ」

「治さなかったのではなく、治せなかったのでしょう。私の肌に触れてできた火傷に効く魔法薬は無く、自然治癒では治りにくい。それに、私に触れてできた火傷くらい私にはわかるわ。そこから匂い立つ、自分自身の魔力の香りでね」

　詳しく調べれば証明できることだけど、どうする？　と。

　トールも前に出て「マキア嬢の言っていることは本当です」と追い打ちをかける。

「グルだ！　こいつらが私を陥れようとしているのだ！　私にこのような侮辱、たかだか男爵家の身分でタダで済むと思うな」

　その時、アイリさんが手を合わせて「そうだ！」と声を上げた。

「あの時は仮面を被かぶってたからわからなかったけれど、確かに背格好はこのくらいの男の人だったよ。あたしを攫って、あたしに救世主の役目を放棄するよう、脅した人。声は魔法で変えているみたいだけど、口調はそうそう変わらないしね。それにさっきから、やたらと自己主張が激しくて怪しいと思ってたんだよね。この手のキャラは〝何か〟あるから」

「!?」

　アイリさんの言葉に周囲がざわつき、やがて誰もが彼女を信じる。

　そのせいで、言い逃れができなくなった辺境伯は、

「チ……ッ」

　鋭くどこかに目配せした。

　マズい、仲間がいるのかもしれない……っ！

　私がその視線を追った隙に、グレイグス辺境伯は私の手を振りほどき、いつの間にか手にしていたナイフで切りかかってくる。間一髪で避けたが、よろついて倒れた私に、今度は銃を突きつけていた。同時にナイフが男の足元に落ちる音が響く。

　今のは、どういうこと？

　武具や魔法道具の持ち込みは禁止されており、それを感知する大扉を越えているはずなのに、なぜ、ナイフや銃を次々と……

「お嬢！」

「誰も動くな。この娘の頭に穴が開くのを見たくなければな」

　トールの動きは鈍る。男はもう一方の手を掲げると、見覚えのある転移魔法を発動させて、その手にも小型の銃を出現させた。

　貴族たちは悲鳴を上げ、混乱し逃げ惑うが、辺境伯の銃が一度天井を撃ち、

「問おう。救世主とは何だ」

　しんと、大広間が静まり返る。

「この世を救う者？　白々しい……っ、ただの異界からの侵略者ではないか！　その影響力を以もつて、異界の知識、思想をこの地に植え付ける！　それを侵略者と呼ばずして何と呼ぶ！　王や民が揃いも揃って盲信し、世界を託すなど嘆かわしい！」

　辺境伯はこの状況で、堂々と弁舌をふるう。

「あんな異界の小娘に何ができるというのだ！　救世主の世迷い言などを信じる前に、王はもっと民草と家臣の声を聞くべきだ！　そもそもこの世界の覇権を巡る神聖な争いを、こんな小娘のせいで止めさせる訳には───」

　その熱弁が終わるか終わらないかの頃、魔法兵たちがバタバタと大広間に突入し、

「動くな！　動くなと言っとるだろうが！　ええい、この娘がどうなってもー」

「構わん！　奴を捕らえろ！」

　ギルバート王子が命じる。トールが「おやめください殿下！」と叫んでも聞く耳持たず、魔法兵が無数の捕縛魔法を放った。しかし辺境伯には一つも通らず、手前で捕縛魔法が搔き消える。

　強力な守護壁魔法？　いや、違う。魔法の効果ごとどこかに〝転移〟しているんだ。

　ギルバート王子がアイリさんを安全な場所へ連れて行こうとしたが、

「ここにいる、逃げない！」

　アイリさんが、それを拒否。ギルバート王子は「しかし、アイリ」と彼女の説得に手こずっている。

　そんな中、辺境伯の視線が、慌ただしく大広間のあちこちに向けられていて、

「早く逃げて！　こいつだけじゃない、他にも仲間がいるのよ！」

　私は叫んだ。

　ほぼ同時に辺境伯のものではなく、大広間に潜む仲間たちの撃った銃声が無数に響く。

　素早くトールが飛び出し、アイリさんを庇かばいながら、自らの周囲に円形の【氷】の壁を作った。その氷は銃弾を全て防ぎきり、

「流石はトール！　あたしを守ってくれると思ってた！」

　アイリさんがトールに抱きついて喜んでいた。

　しかし……何か、おかしい。

　四方八方から氷の壁に刺さった銃弾は、バチバチとした緑色の光を帯び、それがリングを描くように繫つながって、内側のトールたちを閉じ込める魔法の檻おりとなる。

　非常に高度かつ、仕組みの難しい緊縛魔法だ。おそらく異国の魔法……っ。

「きゃあああっ」

　アイリさんの悲鳴が聞こえた。バチバチとした光が、内部の者たちの魔力を乱し、苦しめているのだ。そのせいでトールも上手うまく魔法を行使できない。

　緊縛魔法は円柱状に広がりを見せ、真上の巨大なシャンデリアすら捉とらえた。

　敵の目的は……っ！

「トール、上よ！　落ちてくる！」

「!?」

　このバチバチとした光に、シャンデリアの浮遊魔法の術式すら乱され、トールとアイリさん、ついでにギルバート王子の頭上に、今、落ちようとしている。

　だけど、彼らは逃げられない。

「あっははははは！　潰つぶれてしまえ、救世主！」

　私は、辺境伯が目の前の光景に嬉き々きとしている隙に、前に飛び出し、奴の足元に落ちていたナイフを拾った。

「貴様っ、娘！」

　慌てた辺境伯が、何発か銃を撃つ。一つの銃弾が右足を貫き、私は体勢を崩し転んだ。

「い……っ」

　痛い。でもこのままでは、トールたちがシャンデリアに潰されてしまう……っ。

　どうすればいい。足が動かない。こんなナイフじゃ、何もできない。指輪もない。

　この状況を打開する魔法がわからない……っ。

『マキリエルシア……』

　だけど私は、とある呪じゆ文もんを知っていた。

　心の奥底に潜む誰かが、口元に指を添え、囁ささやいている。

　今こそ唱えよ。

　私は無我夢中で、自分の長い髪を掴つかみ、ナイフで切り落とした。そして───




「マキ・リエ・ルシ・ア───紅ぐ蓮れんの理ことわり、血の人形、廻まわせ廻せ、赤き糸車」




　どこかで、カチリと、鍵かぎが開く様な音が響いた。

　私を中心に、強い風が吹き荒れる。切り落とした髪が舞い、赤く光る細い糸となり、床や柱や天井を、無数にクロスしながら繫いでいる。

　廻せ、廻せ───

　救世主の目前まで迫っていたシャンデリアすら、真っ赤な糸が、一瞬でがんじがらめにして天井に吊つるしてしまった。

　いくつかこぼれ落ちたガラスの花が、トールとアイリさん、ついでにギルバート王子に降り注ぐ。トールはアイリさんに覆い被さり、血まみれになって彼女を守っていた。

　廻せ、廻せ、廻せ───

「この小娘……っ！　また私の邪魔をするのか！」

　辺境伯は、今一度銃を構え、私の背に向かって撃った。

　だが、自動で収束した赤い糸が私を守り、銃弾を搦からめ捕り、まるで生きているモノが口からそれを噴き出すように、弾はじいてみせた。

「ぎゃあ！」

　跳ね返った銃弾は辺境伯の肩に命中。私はゆっくりと、振り返る。

「今の銃弾……これを持つ者を索敵し、一人残らず───捕えよ」

　その糸の扱い方を、なぜか私は、心得ていた。

　足から流れる血が、糸車のホイールに似た魔法陣を描く。

　くるくる、くるくる。廻れ、運命の、赤い糸車───

「あ……ああ……」

　紡ぎ出された赤い糸は、一瞬で大広間に蔓延はびこり、気がつけば糸に搦め捕られた罪人のオブジェが、大広間のあちこちにある。

　全ての悪意を、赤い糸が捕縛したのだ。暴れても暴れても、糸が逃すことなどない。

　もちろん首謀者である辺境伯も、この糸によって自由を奪われ宙に吊り上げられている。

「なんだ……これは……っ」

　煌こう々こうと赤い。禍まが々まがしくも美しい。誰もが瞬まばたくことすらできず、目の前の光景を、刮かつ目もくして見ている。

　赤い糸が、自動でしゅるしゅると私の足に絡み、傷口を巻く。

　立ち上がり、片足を軽く引きずりながらも、私は辺境伯に向かって無言で歩む。

　そして彼に、ゆっくりと手を伸ばした。キラキラと、自然界ではありえないほど輝く紅蓮の炎を、両手いっぱいに掬すくい上げながら。

「やめろ、やめろやめろやめろ！　来るな……っ、熱いっ、熱い!!　魔女め、魔女めえええええええ！」

　辺境伯が汗と恐れにまみれた顔をして、叫んでいる。

　わからない。私、今、この男を燃やし尽くそうとしているの……？

「ダメだ！　お嬢！」

　トールの声がした。その声が、私の中の、何かのスイッチをブツンと切る。

　ほぼ同時に、私の真下の魔法陣が消え、両手で掲げていた炎も鎮火した。

　体が熱い。意識も朦もう朧ろうとする中、小刻みに震える自らの手を見つめた。

　今の、魔法は、いったい……

　魔法兵たちのバタバタした足音。捕らえた敵を降ろし牢ろうに連れて行けと叫ぶギルバート王子の声が、遠く聞こえる。

「……〈紅の魔女〉の命令魔法」

　誰かが、どこかで、そう呟つぶやく声も。

　顔を上げると、二階からルスキア国王と、その傍で王を守っていたユリシス先生が私を見下ろしていた。

　私だって、わかっている。これはきっと、かの魔女が残した魔法。

「お嬢、お嬢！」

　ハッとした。トールがいつの間にか、私を揺すっていた。

「大丈夫ですか!?」

　心配そうな顔をしている、血まみれのトール。

　シャンデリアからこぼれ落ちたガラスの装飾が、トールを傷つけたのだ。ずっとアイリさんを庇っていたもの。

　私は一気に緊張感から解放され、トールを見て涙をぽろぽろと零こぼす。

「ごめんなさい、ごめんなさいトール」

「……え？」

「いらないなんて、噓よ。私、トールに会うために、こんなところまで来たんだもの。いらないなんて、ありえない。ありえないわ。トールがいなくなったら、私……っ」

　私は、ものすごく怖かった。何もかも、訳がわからないというのもあったけれど、色々な感情が、葛かつ藤とうが、渦巻いていて。

「私、全部、守れなくて……ごめんね。ごめん、トール、ううううう～っ」

　あんな魔法を使っておきながら、結局トールは、たくさん怪我している。

「大丈夫です、大丈夫ですから、お嬢。俺の心配なんてしないでください。浅い切り傷ばかりですから。お嬢の方が深刻なんですよ。足を撃たれて、血が……髪も……っ」

「トール、トール！　うわああ[image: ～][image: ～]」

「……お嬢。どうして」

　トールは血に染まるその手で、周りを憚はばかることなく声を上げて泣く私を、抱きしめる。

「泣かないでください、お嬢。相変わらず泣き虫なんだから。あなたが泣くと、いつも、いつだって、たまらなく胸がしめつけられるんですよ、俺は……」

　久しぶりに、本当に久しぶりに、生まれたばかりの赤ん坊のように、私は泣いた。

　どうしてこんなに泣けてしまったのか、よくわからない。膨らんだものが弾けてしまい、我慢ができなかったのだ。

　いらない訳がない。本当は、ずっと、私の側にいて欲しかった。

　あなたが、とても恋しい。

　抑えきれない感情をぶつけるが如く、トールに縋すがって泣き続けて、我ながら熱い涙をたくさん流したと思う。








第十二話　幕開ける運命









　むかしむかし。

　南の国の〝塩の森〟に、一人の魔女が生まれました。

　薔ば薇ら色の髪と海色の瞳ひとみを持つ美しい女の子で、とても大きな魔力を持っていました。

　彼女の噂は国中に広がり、その力を頼りに来る人ばかり。

　魔女は人々の頼みを聞き入れ、時には畑に雨を降らせ、時には病を治し、時には運命の名を与え、時には敵国の兵士を炎の雨で追い払い……

　しかしあまりに強い力は、人々に恐れを与えます。

　魔女はたくさんの人助けをしてきたつもりでしたが、やがて人々に迫害され、国王により処刑の命令までもが下り、森奥に逃げる他ありませんでした。

　こうして、ひとりぼっちになった魔女は、人間を呪って生き続けます。

　しばらく森奥に引きこもって過ごしていましたが、ある日、自分と同じ強大な力を持つ男の魔術師の話を、渡り鳥やネズミたちの噂話で聞いたのです。

　魔女はその魔術師に興味を抱き、塩林りん檎ごで作った自慢のアップルケーキを持って、空飛ぶ箒ほうきにまたがって会いに行きました。

　同じくらい強い魔術師であれば、自分を受け入れてくれるかもしれない……

　魔女は、お友だちが欲しかったのです。

　ひとりぼっちはとても寂しい。

　自分と一緒に生きてくれる人が、この世のどこかに、たった一人でも居てくれたらと、淡い願いを抱いていたのです。

　さて。北の国で出会ったのは、黒髪の魔王でした。

　魔王は人々に恐れられる魔物や幻獣を従え、誰も入ってこられないような雪山に、特別な空間魔法で国を作っていました。

　そして魔王は、自分に会いに来たという魔女を見て、こう言い放ったのです。

「魔女は嫌いだ。国を奪いに来た、狡こう猾かつな悪女に違いない」

　そして、魔女の持って来たアップルケーキも毒入りだと勘違いし、バスケットごと谷底に捨ててしまいました。

　魔女はショックを受け、山を下りながら一人で泣きました。

　もともととても泣き虫で、弱虫で、ガラスのハートの持ち主でした。その涙はとても熱く、雪山の雪を溶かしてしまったけれど、構わず泣きながら山を下りました。

　そして、決心したのです。

　魔女というだけで嫌われる。それならいっそ、誰もが勘違いしている悪い魔女そのものになってやろう、と。

　勘違いじゃなく、本当にそうなら、ほんの少しだけ悲しくないかもしれないから。

　その後、魔女は本当に、魔王の国を奪いに来たという名目で、何度もそこへ遊びに行きます。

　負けぬよう、呆あきれられぬよう、飽きられぬよう。

　暴れて、暴れて、時にティータイムを設け語らい、そしてまた、暴れて───

　それが〈紅くれないの魔女〉と〈黒の魔王〉の、大おお喧げん嘩かのはじまり。




　　　　◯




　ハッと目が覚めた。

　夢を見ていた気がするけれど、ほとんど覚えていない。

　ただ、赤い糸を手繰り寄せていた様な、妙な感覚だけがある。

「ああ……そうだ、私、舞踏会で」

　咄とつ嗟さに、あのレシピ本に隠されていた呪文を唱えて、妙な魔法を使ってしまった。

「起きたでち……もう大丈夫でち」

「ほんとだぽ……お嬢の熱、下がってるぽよ」

　あれ。……ハムちゃんが二匹、傍で喋しやべってる。

　ゆっくりと起き上がると、額から白いポポ太郎が滑り落ちた。

　どうやら【水】属性の精霊であるポポ太郎が、私の額にペタンと横になって、健けな気げに濡ぬれタオルのような役目を果たしていたらしい。

　それと、枕元に、たくさんの野花やクローバーが並べられていた。

「これ、あなたたちが？」

　二匹のハムちゃんがピュアな瞳で私を見上げ、「でち」「ぽよ」と頷うなずいた。

「あなたたち、喋れたのね」

「ポポたろたちが最初から喋ったら、お嬢がびっくりしすぎて卒倒するぽよ。これでも紅の魔女様の精霊だったぽよ。気配り上手ぽよ。有能だぽ～。くしくし」

　と、真っ白ふわふわのポポ太郎。毛づくろいをしながら。

「ドンちゅけ、あのおっさんから深いヤバみを感じて、尾行の任務を開始してしまったでち。勝手に消えてごめんなさいでち。お詫わびに四つ葉のクローバーをあげるでち～。ぺろぺろ」

　と、黄色く小さめのドン助、ちっさなおててを舐なめながら。

　……ハム弁？

　とってもキュートで気の抜けるような声だが、二匹ともそれぞれ違った特徴的な喋り方をする。ただ、共通して口が動いておらず、どこから喋ってるのかわからないところが不気味と思わなくもないが、可愛いものは可愛い。

　私は起き上がって、二匹のドワーフハムスターを手のひらに掬う。

　今ならわかる。

　あのレシピ本に隠されていた日記の主人は、私の偉大なご先祖様である〈紅の魔女〉だ。

　そしてこの二匹は間違いなく、かの魔女に仕えた優秀な精霊だった。

「ありがとう。あなたたちのおかげで、悪者を懲らしめることができたわ。ドン助も、お務めご苦労様。戻ってきてくれて、ありがとう」

　すると二匹が顔を見合わせて、

「むしろ、ありがとうなのは、こっちだぽよ」

「ドンちゅけたちを、お側に呼び出してくれたでち……」

　なぜかうるうると目を潤ませ、しまいには二匹とも、ポロポロ泣いてしまう。

　なぜ泣いているんだろう。訳がわからないけれど、とても愛いとおしくて、私も貰もらい泣きした。二匹をこれでもかってくらい、撫なでる。モフる。もちもち、スリスリ。

「ポポたち、お嬢のために頑張るぽよ～」

「そうでち！　ちなみにドンちゅけ、敵陣でこんなものを見つけたでち。ペシペシ」

　黄色のドン助が、頰袋をちっさいお手手で叩たたいて、あるものを吐き出した。

　それは丸い銀のボタン……なんだろう、これ。

「マキア……っ、起きたのですね！」

　その時、レピスが寝室に入ってきた。

「もしかして私、結構大変なことになってた？」

「大掛かりな魔法を使ったせいか、あの後しばらく、高熱にうなされていたのです。今日は舞踏会から三日経ってます」

「三日も!?」

　メイデーアに生まれてから、高熱にうなされる経験をしたことがなかったので驚きだ。私は【火】の申し子で、常に体温は高かったし、それが普通だったから。

　やはり、舞踏会で使ってしまった魔法が、原因だろうか……

　塩林檎ジュースのレシピに隠されていた〈紅の魔女〉の秘術。

　あのレシピ本が、紅の魔女の秘術を隠している日記であるのなら、私は他のレシピも試して、秘術を確認する必要があるのでは……？

「マキア、少し何か食べた方がいいです。あと、体調が落ち着いたらユリシス先生の元へ行くようにと言われています」

「ユリシス先生？」

「舞踏会におけるマキアの件は、全面的にルネ・ルスキア魔法学校の教師であるユリシス先生に任されました。王子殿下でもある先生が、マキアを庇かばってくださったみたいで……」

　庇ってくれた、ということは、私のことが王宮から問題視されているのだろう。

　仕方がないかもしれない。誰もが知らない魔法を使ってしまったのだ。

　それに、あの件がその後どうなったのかも知りたい。

　ユリシス先生ならば、私が使ってしまった魔法について、何か知っているかも。あの場で先生も、見ていたはずだから。







　麦がゆを食べ、シャワーを浴びて身なりを整えてから、ユリシス先生に会いに行く。

　先生は、自分のアトリエの大きな窓から外を見ていた。

「やあ。いらっしゃい、マキア嬢」

　いつも柔らかく優しい雰囲気の先生だが、今日ばかりはピンと緊張した空気を纏まとっている。

　今日は曇り空。少し、風が荒れている。生徒たちがいつも通り、ガヤガヤと学校の敷地内を移動しているのが、この大きな窓からよく見える。

　先生に促される形で、部屋のソファに座り、私たちは向き合った。

「あの、すみません、先生。先日は私が勝手なことをしたせいで、ご迷惑をおかけしました。……トールは無事でしょうか？」

　私はトールについて聞いてみた。何より気になっていたから。

「トール君には僕が治癒魔法をかけたので、怪我はすぐに治りましたよ」

「よかった……っ、ありがとうございます先生」

「僕は救世主と守護者の監督役で、顧問魔術師でもありますから、当然のことをしたまでです。むしろトール君に、あなたの容体を何度も聞かれました。あなたの足の怪我はすぐに完治しましたが、高熱の方は魔法薬も治癒魔法も効かず、手こずったので」

「…………」

「特別な魔法を、使った反動でしょう」

　先生はそう言い切った。先日使った魔法の光景を、今一度思い出す。

「先生が、私のことを庇ってくださったと聞きました。やはり王宮で、私は危険視されていますか」

　ぎゅっと、膝ひざの上のスカートを握りしめながら。

「確かに王宮は慎重になっています。ただ……あの時、あの場をどうにかできたのは、マキア嬢だけだったのです。辺境伯は自分の体内に異国の転移魔法装置を埋め込んでいました。最新鋭の小型のもので、ルスキア王国の時代遅れの魔法では感知することができなかった。トール君やアイリを囲んだ緊縛魔法も、異国が進めてきた戦争用の魔法技術であり、現代のルスキア魔術では、即座の対応が難しい」

　ユリシス先生は淡々としつつも、丁寧に教えてくれた。

「辺境伯の思惑通り、救世主の身が危険に晒さらされていたところを、あなたが例外的な魔法を行使し、状況を打破した。……あの魔法を、どこで？」

「祖母に貰った我が家のレシピ本に隠されていた魔法でした。先祖である〈紅の魔女〉の日記のようで」

「紅の魔女の……日記？」

　ユリシス先生は僅わずかに目の色を変え、顎あごに手を添えた。

「王宮が慎重になっている点は、あなたの行使した魔法が〈紅の魔女〉を彷ほう彿ふつとさせたからです。それはあなたが、かの魔女の末まつ裔えいであったからに他なりませんが」

「…………」

　私は俯うつむいて話を聞く他ない。やはり紅の魔女とは、ただそれだけで悪の象徴なのだ。

「〈紅の魔女〉の魔法は、救世主にとって害があると訴える者もいます。五百年前に、かの魔女が救世主を道づれに殺したからです。……ですが、マキア嬢。あなたが先日使ったのは、今は失われたはずの〈命令魔法〉であり、ある意味で現代魔術すら脅かすもの。それを使えるあなたは、それだけ、特別な魔術師になる素質がある」

「命令魔法……？　特別な魔術師……ですか？」

　スッと、顔を上げた。よく意味がわからなくて。

　だけどユリシス先生は、どこか遠くを見るようにして、語り始めた。

「五百年前の〈黒の魔王〉〈白の賢者〉そして〈紅の魔女〉を、ご存じですね」

「……ええ、勿もち論ろん」

「この三大魔術師が特に有名なだけで、メイデーアには歴史上、名を残した特別な魔術師たちが何人かいます。例えば、三百年前に代表されるのは〈藤姫〉〈聖灰の大司教〉〈青の道化師〉……八百年前に代表されるのは〈黄こう龍りゆうの大将軍〉〈瑠る璃り妃〉……千年も前まで遡さかのぼれば、〈金の王〉と〈銀の王〉……」

　知っている。それぞれ、伝説や逸話のある魔術師たちだ。

　それはもう、古いおとぎ話の登場人物のようだけれど、確かにこの世に存在し、善くも悪くも歴史を動かしてきた魔術師たち。

「まるで、異界より現れる〈救世主〉だけが特別のように言われますが、メイデーアを動かしているのは、まず第一に、魔術師です。魔術師の好奇心や判断が、時に誤った方向へ向かうため、軌道修正の役割を〈救世主〉が担っているだけで」

　私はただ聞いていただけだが……

　今、ユリシス先生が言ったことは、なんだか凄すごく重要なことのように思えた。

　先生の淡いシトラスイエローの瞳ひとみは、どこまでも落ち着いた魔力を帯びている。だけど言葉には、言いようのない熱がこもっている気がして。

「マキア嬢。あなたはもしかしたら、歴代に名を刻む、偉大な魔術師になるかもしれませんね。あの魔法は、滅多に使わない方が良いでしょうが……本当に必要だと思った時は、心の声を聞きなさい。真に偉大な魔術師の素質があるとすれば、自らの内側で、そっと、スイッチが入ります」

「スイッチ？　先生にも、そのような経験が？」

　尋ねてみたら、先生はスッと顔色を変えたが、すぐに平静を装い、

「……そうですね。ええ、そうだと、言っておきましょう」

　クスクス笑って、意味深な言葉だけ残した。

　スイッチが入る、か。確かにあの時、そのような感覚があった。

「他に何か、知りたいことはありますか？」

「あの、私ずっと寝ていて、舞踏会の事件がその後どうなったのかを知りません。敵は……グレイグス辺境伯はいったい、何が目的であのようなことをしたのですか？」

「辺境伯は早い段階で救世主の存在を知り、反救世主を主張する者を密ひそかに束ねていました。ですが本当の黒幕は別にいると思われます。辺境伯と接触し、彼らの感情を煽あおり、救世主を亡き者にしようとした者が」

「なぜ救世主を否定するのですか？　救世主とは世界を平和に導く者でしょう？」

「それは……救世主に出しゃばられては困る者たちが少なからずいるからです。この先の争いを止められては、困る者たちが」

　それはいったい、どんな者たちのことだろう。

「救世主とは、何かを〝倒す〟ためにこの世界に招かれるのです。その何かとは、救世主と守護者が聖地に赴き、ヴァベル教国の〈緑の巫女みこ〉の予言を賜った時に確定しますが、すでに自覚を持っている者がいたとしたら、先手を打つことも考えられるでしょう」

「先手……そういえばドンタナテスが、こんなものを頰袋に入れていました」

　私は懐から、ドン助が吐き出した銀のボタンを取り出し、先生の目の前に置いた。

「……これは」

　先生はそれを手に取り、掲げると、

「これは、お手柄ですよ、マキア嬢」

「え……？」

「敵の本当の姿が、あと少しで見えてくるかもしれませんね」

　先生はボタンに見覚えがあるのか、慌てて立ち上がった。そして何が何だか分かっていない私を見下ろし、

「どうです？　あの二匹は、優秀な精霊でしょう？」

　そう、お茶目に微笑んだ。

　先生は私の小さな精霊たちが優秀なことを、ずっと前から知っていた。







　翌日、メディテ先生の元で、寝込んでいた間の授業をどう補うかを話し合った後、いつものガラス瓶のアトリエへ向かった。そこにはネロとフレイがいて、二人それぞれ別のことをしていたが、

「ああ、マキア……」

「班長、もう出歩いていいのかよ」

　ネロは相変わらず何か作っているし、フレイは窓辺で寝そべってゴロゴロしていた。

「二人がここに居るって聞いて来たの。色々、迷惑をかけたわね。お礼に塩林りん檎ごのキャラメルマフィンを焼いて来たわ。というか、焼かなければならない理由があったから、余りを持って来たというか」

「俺たちは残飯処理係か」

「まあそう言わないでよ、フレイ。魔力の乱れを整える特別な魔法のレシピなんだから。魔術師であればありがたく頂いてしかるべきよ」

「相変わらず偉そうだなー、班長は」

　そう言いながらも、マフィンを取りにくるフレイ。私はネロにも手渡す。

「……髪、整えたのか、マキア」

　ネロはそれを受け取りながら、私を見上げ、目を細めた。

　確かに私の髪は、前よりだいぶ短くなっている。腰まであったのに、肩より少し長い、くらいまで。これはこれで可愛いのではと個人的には思っている。

「昨晩、ナギ姉に整えてもらったの。舞踏会でざっくり切っちゃって、半端になってたから。でもすぐに伸びるわ。私、昔から髪がよく伸びるから」

「ナギー先輩……か」

　遠い目をして、窓辺で黄昏たそがれているフレイ。

「あらフレイ。デートに誘ったって言ってなかった？　百戦錬磨のあんたでも、ナギ姉相手には苦戦してるの？」

「ふっ。舞踏会以降、俺が王子であることが学校中にバレてな。あの後、ナギー先輩は俺に会うや否や、こう言ったんだ。『王子なんて、重くて無理』と……」

「ああ……御愁傷様」

　確かに、ナギ姉は王子なんて立場の男は、面倒臭がりそうだ。

　それにしても、このガラス瓶のアトリエはいつの間にやら９班の班員の集いの場になっていて、勝手にお湯を沸かしてハーブティーを淹いれたり、持ってきた塩林檎のキャラメルマフィンでティータイムを決め込んだりしている。

　このマフィンはお母様がよく作ってくれた定番のお菓子だ。しっとりとした生地に、塩林檎の塩気とキャラメルの甘さが程よく混ざって美味おいしい。なんと言うか、甘じょっぱい塩キャラメル的味わいを生み出してくれて、癖になる。

　ちなみにこのレシピにも日記が隠されていた。でも魔法は隠されていなかったのよね。

　また、他のレシピも試してみなくては。

「マキア。いったいいつの間に、あんな魔法を使える様になったんだ」

　タイミングよく、ネロが例の魔法について尋ねた。マフィンの紙のカップを剝はぎながら。

「あら、首席としては気になっちゃう感じ？」

「まあな」

「呪じゆ文もんだけは最初から知ってたの。それをあの時思い出して、使うべきだって思ったのよ」

　私は素直に「でも、自分でもよくわからない。何もかも」と続けた。

　これが本当に、正直な感想だ。

「それにしても、王宮は褒美の一つもくれないなんて、しけてるよなー」

「褒美？」

「だって、実際には班長があの場で魔法を使えたから、テロを起こした辺境伯を捕まえることができたんだろう？　王宮は出すもん出していいと思うけどなー」

「そこは第五王子のお前が、何か進言すべきなんじゃないのか？」

　ネロのさりげないつっこみに、フレイは顔の前で手を振る。

「あー、無理無理。俺にそんな権限ないから。ほんと無意味な第五王子様ですから」

　そして、塩林檎のキャラメルマフィンを食べてしまった。特に美味うまいとも不味まずいとも言わず、ただムシャムシャと。私も食べながら、これからのことを聞いてみた。

「そうだ。あなたたち、夏休みはどうするの？」

「僕は……実家に帰るよ」

　ネロはどこか目を逸そらしがちに。「実家ってどこにあるの？」って聞いてみたら、淡々と「秘密だ」と答えられた。秘密主義なんだから。

「フレイは？」

「俺も色々あって帰ってこいって言われてる。ちょっくら王宮になー」

「ふうん。レピスも、夏休みに入ったらフレジールに戻るんですって。それでさっき、船のチケットを買いに行ったわ。私も列車のチケットを予約しなくちゃ」

「デリアフィールドに帰るのか？」

「ええ、もちろんよネロ。だけど夏休みの初めの三日は、補習を受けなくちゃいけないから、その後ね」

　長い夏休みが始まる。頼り甲が斐いのある班員たちとも巡り会えたし、一年生の前半戦は、なかなかのものだと私は思っている。







　その数日後。班員たちが実家へ戻り寂しいが、ガラス瓶のアトリエにて、日中外に出していた干し網を取り込んだ。

　干し網の中には、丸くて赤い、シワシワしたものが点々と並んでいる。

　これはアプリコットの梅干しの作りかけ。ちょうど、天日干ししたものだ。

　日本の梅干しとまではいかなくとも、アプリコットをお酒で消毒し、塩、レモン果汁で漬け込んで、赤シソを加えたり、溜たまった梅酢をフリフリしたりして、約ひと月。

　前世の高校生が梅干しの漬け方を正しく知っていたわけではないが、この世界では魔術師として、様々な漬物や干物をこしらえてきたのだから、その技術と前世の味の記憶を頼りに試作してみた。数日前から天日干しを開始し、今日で終了。これを再び梅酢に戻したものの、我慢しきれず、一粒味見してみることにする。

「赤シソがいい感じに色をつけてくれて……見た目は、いかにも梅干しって感じよね」

　いざ、パクリ。すぐにぎゅーっと口と目を窄つぼめた。んー酸っぱい！

「びっくり、思ってたより梅干しだわ。確かにアプリコットのフルーティーさもあるんだけど。……もうちょっと塩が多くても良かったかしら。まあでも最初だしね」

　一人なので独り言が捗はかどる。

「そうだ、ご飯炊いてみましょう！　梅干しにはご飯がないとね。食堂も閉まってるし、今夜は梅干しおにぎりよ」

　誰ともこの興奮を分かち合えないのが悲しいが、以前街の市場で買ったお米を、アトリエにあった土ど鍋なべで炊いてみよう。

　まずはお米を洗い、水に浸けて少し置いてから、一度ザルで水を切って土鍋に移す。

　土鍋の中でお米を平らにしたら、

「水の量は、お米の表面に手のひらをつけて、手の甲が隠れるくらい……だったっけ？」

　こんなところで、前世の林間学校などで習ったお米の炊き方が役立ったりして。

　いざ、火にかける。

　お米が食べられる日を、梅干しが頃合いになる日を、もうずっと待っていたのだ。

　美味しく食べられそうなら、この梅干しをお母様とお父様へのお土産にしよう。

　お米と一緒に食べて欲しいから、明日は買い足しに、街に出なくちゃ……

　そんなこんなで、お米が炊き上がる。

　こちらのお米は、日本のものより少しだけ細長いが、木ベラでほぐしてつまんでみると、味は知っているものと変わらない気がした。水が少なかったのか、お米の種類によるものか、多少固めだけど、お米はお米。

　早速、梅干しおにぎりをこしらえる。

　実をほぐしてから種を取り、梅酢と絡め柔らかい半ペースト状にしてから、お米で包み少しの塩で握ってみた。

　海苔のりがあったら良かったけれど、こればかりは手に入らなかったので、このまま。

「はあああああ……っ。ずっと恋い焦がれていた、梅干しおにぎりの完成よ」

　ただの白い三角の塊が、お宝のように輝いて見える。

　いざ……実食っ！

「ん？」

　だけど大きく口を開けた時、私の実食を邪魔するがごとく、上で妙な物音がした。

　誰かこのアトリエにきたのだろうかと思い、地下の台所から一階へと上り、外に目を向け……絶句した。ガラスの壁越しに、黒い怪物の姿が。

　巨大な羽。これは───ドラゴン!?

「ぎっ、ぎゃああああああああああ！」

　思わず叫んでしまったが、よくよく見るとドラゴンの背に跨またがっているのはトールだ。彼はひょっこり顔を出して、口の動きで「出てこられますか？」と告げた。

　もちろん、私は急いで外に出る。ドラゴンが、目の前の開けた砂浜に着地し、トールがふわりとマントを翻し、慣れたようにその傍に降り立った。

　黄昏時の海を背景に佇たたずむ、黒いドラゴンと凛り々りしい騎士は絵になるが、私は彼らに駆け寄りながら、

「トール!?　何やってるの、ここ魔法学校の敷地内よ！　不審者で捕まっちゃう……っ」

「あー、大丈夫。その時は尻尾しつぽを巻いてすぐに逃げますので」

　キリッとしたかっこいい顔で、何を言ってるんだか。

「だって、こうでもしないと、お嬢に会えないでしょう？」

　ちょうどドラゴンが翼を羽ばたかせ、静かに飛び立った。羽ばたく度に、チラチラと雪の結晶が舞い落ちる。夏の黄昏時に、ひんやりと涼しい……

「あれは俺の精霊である、氷ひよう竜りゆうのグリミンドです。属性は【氷】」

「ええっ、トール、ドラゴンを呼び出したの!?」

　驚きだ。ドラゴンの精霊は、最上位に値するというのに。

「流石ねトール！　凄すごいなあ、かっこいいなあ」

　精霊を褒めると、トールは少し嬉うれしそうにして、

「もう、体調は大丈夫ですか？　高熱を出したと聞いています」

「変な魔法を使っちゃったからよ。きっとあなたを驚かせたわね」

「……ええ」

　そしてトールは、しばらく私を見つめる。そっと手を伸ばし、海風に吹かれて揺れる、短くなった髪先に触れた。どこか、悔しげに顔を歪ゆがめて。

「ああ、これ？　ふふ、これはこれで、悪くないでしょう？」

「でもお嬢、ずっと長い髪を大事にしてたのに」

「それは多分、こういう時のためよ。大事な人を守ることに使えたのなら、髪を大事にしといてよかったと思うわ。それに、一度くらい切ってみたいとも思ってたしね。またお手入れを頑張って、前のように伸ばすわ！」

　やる気に満ちた笑みを浮かべると、

「……お嬢は、お嬢ですね。いつでも、どこでも」

　トールはそう呟つぶやき、改まってゴホンと咳せき払いをする。

「お嬢、今夜、俺とデートしませんか？」

「え？　デート？」

「今日はお嬢の、十六歳のお誕生日でしょう？」

「……ああっ！」

　思い切り、目を見開く。そう言えばそうだ。自分でもすっかり忘れていた。

　トールは私の誕生日を祝うために、この学校までやってきたというのだろうか。

「それにあなたは興味があるかと思って。ドラゴンの背に乗って空を飛ぶの」

「えっ、乗せてくれるの!?　もちろん！　絶対、乗ってみたい！」

　あまりに前のめりになって訴えるので、トールはまた笑いそうになっていた。

　あ、でも梅干しおにぎりを作ったばかりだ……

「そうだわ！　ねえ、魔法のバスケットも持っていっていい？　実は……あなたに食べてもらいたいものがあるの」

「それは構いませんけど、食べてもらいたいものって？」

「梅干しおにぎりよ」

　トールは「はい？」と首を傾げていたが、私は急いでガラス瓶のアトリエに戻り、先ほどこしらえたおにぎりを魔法のバスケットに詰め込むと、それを抱えて再び砂浜に出た。

　砂浜では、氷竜のグリミンドがすでに体勢を低くして待ち構えていた。いい子だわ。

「では失礼」

　ふわりと私を抱えて、トールはその背に乗せてくれる。

　彼は私を前に抱くようにして後ろに跨り、手綱を握って上昇を命じた。

「う、うわあああああ」

　夏の緩い風と、氷竜の起こす冷たい風が一緒になって顔に吹き付ける。

　目を開け、見下ろすミラドリードの夜景があまりに眩まばゆく美しいので、私は何度も感激の声を上げてしまう。

　青白く煌こう々こうと光っているミラドリード城。十柱の彫像を掲げる神聖なディーモ大聖堂。

　ステンドグラスの魔光街灯に照らし出されたレンガの橋や、輝きの水路。

　遠く、海の果てに、うっすらとオレンジ色の夕焼けが見える……

　私たちはディーモ大聖堂の、あの屋上のベンチに落ち着いた。

　港の方角から魔光花火が打ち上がり、夏の訪れと、異国の客船を歓迎している。

「綺き麗れい……」

　花火って、花を咲かせる瞬間はとても明るくて美しいけれど、灯あかりが消えながら落ちていく様を目で追いかけていると、あの先に何があるのだろうかって考える。

「お嬢、俺に何か食わせたいって言ってませんでした？　ください」

　トールはすまし顔で、わかりやすく手を出し催促する。いやしんぼめ！

「元お嬢様の誕生日に、堂々と物乞ごいするのもトールらしいわねえ。でもね、これ、あなたは好きなんじゃないかって思うのよ」

　紙に包んで持ってきた、白いおにぎり二つ。バスケットから取り出し、一つをトールに手渡した。トールは早速紙を剝はいで、

「これは、米ですか？　王宮でも時々パエリアを食べます。アイリ様が米料理が好きで。あ、えっと……これは、このまま食べるんですか？」

「ええ、そうよ。ガブッとね。中に凄いものが入ってるから」

「凄いもの……」

　トールは不思議な顔をして、おにぎりをあちこちの角度から観察していたが、白い三角形の塊である以外の情報もないので、素直にかぶりつく。

「!?」

　梅干しの酸っぱさに驚いたのだろうか。

　ぎょっとした顔、むしろ青ざめた顔をしていたので、私はゴクリと息を飲む。

「な、なんですかこの猛烈に酸っぱいの……お嬢、やっぱり俺のこと恨んでるんですか？」

「えっ!?」

　そういう反応!?　やはりトールは梅干しの味に覚えがないのか……

　ただ、トールは、梅干しおにぎりに今一度向き合い、ゴクリと生なま唾つばを飲むと、また一口、一口と齧かじって咀そ嚼しやくする。

　そのうちに食べ慣れてきたのか、表情を落ち着かせ、そして、

「一口目はあまりに酸っぱくて驚きましたけど、二口目からは、なんだか、凄く懐かしい気がして。……なぜでしょう。わからない……食べたことなんて、ないのに」

　一度、トールは目を閉じた。

　どこからか込み上げてくる郷愁を、梅干しおにぎりと共に嚙かみ締めている。そんな表情だ。

「きっと、いつかのどこかで、食べたことがあるのよ」

「そうかも、しれないです。それがいつだったのか、どこだったのかもわかりませんが。俺はこれが、好きだった気がします。ええ、美味おいしいです……っ！」

「…………」

　珍しく、素直な笑顔を浮かべるトール。その表情に、私は言葉を失った。

　ああ、やっぱり……

　あなたは前世の、私の大好きだった、男の子。

　忘れられた日々の中で、毎朝、あなたは梅干しおにぎりを美味しそうに頰張っていた。

　トールにその時代の記憶はないのだろう。だけど、面影が一つもないわけではなく、二人が重なった、と思えたこの一瞬が、私にとっては大事だった。

　懐かしい梅干しおにぎりの味も相まって、泣いてしまいそう……

　しばらく静かに、魔法学校のことや、トールの王宮勤めについて、語り合った。

　トールは王宮に連れて行かれてすぐ、王宮騎士団に入団し、副団長のライオネルさんの下でビシバシ鍛えられながら、救世主の出現に備えていたらしい。アイリさんと会えたのは去年の夏らしく、今は彼女を側で守りながら、最後の守護者を探している。

　私はトールほど激動の二年を過ごしたわけではないが、あの星降る夜にトールが願ってくれた通り、無事に魔法学校に合格し、班員を集めるのに苦労した話をした。

　この二年間のこと全部を語ってしまうことなんてできなかったけれど、トールとゆっくり話す時間がとても嬉しくて。ただ、それだけで幸せだった。

　花火も終わり、街の灯りも、一つ、また一つと消え始める。

「そうだ……」

　トールは胸ポケットからあるものを取り出した。

「これをお嬢に」

　それは、二年前の誕生日に、トールから貰もらったイヤリング。

　そして私が、一度トールに返したもの。

「ちょうど二年前のこの日に、あなたに贈ったものです。もう一度、受け取ってください。……本当にいらないのなら、どうか海にでも投げ捨ててください」

「……トール、でも」

「返されても困る。他の誰かに、あげる気もないので」

　私は素直に、そのイヤリングを受け取った。

　そして、星があまり見えない夜空に、それを掲げる。

　これだけが一等星のようにキラキラしていて、とても綺麗。

「ありがとう。本当はとても恋しかったの。これがないと、体の一部が欠けたみたいで」

　それだけ、このイヤリングに縋すがって頑張った、二年だった。

　私はこれを両手で包み、一度頰に当てて長く息を吐くと、今度は自分で耳に取り付ける。

　毎朝、起きたらすぐにそうしていたように。

「十六歳のお誕生日、おめでとうございます、マキアお嬢様」

「ええ。……今日は私にとって、トールに出会えた、最も幸運に恵まれた日よ」

　そしてお互いに、クスッと笑い合う。

「私ね、魔法学校の特待生を目指してるの」

「特待生、ですか？　それはお嬢に相応ふさわしい称号ですね」

「好成績を収めて王宮勤めが出来るようになったら、あなたたちをサポートする何かに携われるかもしれないでしょう？　塩の森の資源を使って、役に立つものを開発したいわ。裏方でもいいから、トールを助けられたらと思うのよ、私」

　トールは少しの間黙っていたが、

「それは……お嬢らしいというか、頼もしい」

「ええ。きっと何か、役に立ってみせるわ。トールが無事でいられるように」

　彼がいつ、その役目を終えるのか。終わりがあるのかすら、わからないけれど。

　今回の事件で、身を挺ていしてアイリさんを守るトールを見て、少し怖くなった。

　トールがこれから、とても危険な目に遭うんじゃないかって。だけど……

「あなたに初めて会った時、私、わかってたのよ。あなたが普通の男の子じゃなくて、この世界にとって、とても重要な役目を果たす魔術師になること」

　ゆえに、これは必然だ。

　彼がオディリール家を去った時は寂しかったが、確かに私は、あの時見つけた奴隷の男の子が、この世界にとって重要な存在になるだろうと確信していたのだから。

「お嬢。だけどそれは、俺だけじゃないですよ」

「……え？」

「この世界にとって、重要な役目を果たす魔術師……多分、お嬢もそうに違いない」

　トールは言葉に力を込めてそう断言した。そして、真面目な顔をして私に向き直り、

「俺を見つけてくれたお嬢に感謝しています。俺に名を与えてくれたことも」

「……トール」

「この名を頂いた時のことを覚えていますか？　俺、本当の名を言うのを嫌がったでしょう。実をいうと、物心がついた頃からずっと、自分の名前がしっくりこなかったんです。自分が不幸なのは、名前のせいだとすら思ってました」

　それは、私にも覚えのある感覚だった。

　前の世界では、ずっと名前がしっくりこなかった。私も。

「だけどお嬢に〝トール〟という名を頂いた時、ずっと探していたものを見つけたような……そう、まるで、生まれ変わったかのような、心地になったのです」

「…………」

　私は、じわりと、目を見開いた。

「上手うまく言えませんが、だからこそ、今日は俺の誕生日でもあります。あなたにこの名を呼ばれると……なぜだか無性に泣きたくなる」

　切ない顔して、寂しそうに笑って……

　そしてトールは、マントを翻し、私の前に跪ひざまずく。

「少しだけお待ちください、お嬢。俺はすぐに役目を果たし、必ずあなたの元に戻ります」

「トール、あなた」

「だからどうか、この俺を、捨てないでください。帰る場所がなくなったら、俺は……っ」

　トールは捨てられることを恐れ、家族を求め、安住の地に恋い焦がれている。

　類たぐい稀まれな力のせいで、何度となく運命に翻ほん弄ろうされようとも。

　与えた名を、そんな風に大事に思ってくれているなんて、知らなかった。

　だから私は、トールを包み込むようにして抱きしめた。彼が孤独を感じないように。

「大丈夫よ、トール。私はあなたを、見捨てない。忘れない。忘れられない、多分、ずっと。たとえ……何度生まれ変わっても……っ」

　今一度、問おう。

　この胸に込み上げてくる想いの正体は、何？

　それは決して、前世の未練や、引きずられて勘違いに至った愚かな感情ではなく、やはり私自身の〝恋心〟だ。

　そうでなくてはおかしいくらい、あなたが愛いとおしい。

　確かに〝心の隣人〟の想いも継承しながら、私はマキアとしてトールに恋をしたんだ。

　そう確信できたことがとても嬉うれしくて、感極まって、私は……

　今こそ告げよう。ずっと言えずにいた、その言葉を。




「私ね、あなたが……大好き」




　それがこの時、ちゃんと伝えられていたならば、どれほど良かったか。

　ほぼ同時に、ドオオオオン、と激しい雷鳴が轟とどろいた。とても近い場所に落ちたようだ。

「…………え」

　いきなりすぎて言葉もない。雷ゴロゴロ、さらには雨がザーザーと降り始める。

「降ってきましたね。ここ最近、夜の雷雨が時々。お嬢、大丈夫ですか？」

「え？　ええ……」

「すぐに戻りましょう。学校の寮へお連れします」

　トールは自分のマントで私を包み、グリミンドに乗せ、すぐに女子寮のバルコニーまで連れて行ってくれた。

　おそらくトールに、あの言葉は伝わらなかったんだろう。別れ際は、さっきの言葉をもう一度告げるにはあまりに味気なく、トールはどこか急いでいるようで……

「ではお嬢、また。デリアフィールドの旦だん那な様と奥様に、どうぞよろしくお伝えください」

「……ええ。トールも、お役目をしっかりね」

「無論です」

　雷雨の夜空を睨にらみながら、トールはドラゴンに跨またがり、少し名残惜しそうにしつつも行ってしまった。きっと、アイリさんの元へ戻ったのだ。

「また……告白し損ねちゃった」

　雨の中、遠く小さくなっていくシルエットを見送りながら、私はぼんやりと考えた。

　まるで、意図的に告白を遮られたかのような、タイミングだったな。

　もし、アイリさんが言うように、この世界が何かの物語の世界であったなら……

　私なんて〝救世主の物語〟に必要のない存在だ。私は、この世界で起ころうとしていることを何も知らないもの。

　だけど、予感がある。

　トールはもっともっと、遠くへいってしまう……

　物語のシナリオが、この先の私とトールを、一つとして繫つないでいないとしても。

　私は立派な魔術師となり、守らなければならない。トールの帰ってこられる安住の地を。

　そして、どうか、たった一度でもいいから。

　確信した私の想いを、この言葉で伝えることができます様に。




　　　　＊




「あー、濡ぬれちゃった。シャワー浴びなくちゃ」

　雷雨に降られて全身びしょ濡れ。慌ててシャワー室に向かい、服を脱いだ。

　告白こそできなかったが、トールと会えた興奮と、じっくり話せた喜びでいっぱいだ。

　彼は私の元へ戻ってきてくれると言ってくれた。

　それが、どんなに嬉しかったか。

　胸が締め付けられるほどに痛いのは、私がトールに恋をしていることの、証あかしだと思う。

　あーあ、鏡を見てご覧なさいよ。顔なんてこんな、ニヤニヤしちゃって……

「……え？」

　だけど、そのニヤニヤ顔が一瞬で凍いてつく。




　鏡越しに、私の胸元に煌こう々こうと浮かんでいたのは、四光の紋章───だった。








裏　田中愛理、物語の世界へ。









　あたしの名前は、田た中なか愛あい理り。

　これといって特徴のない、定番の名字と、当時の流行はやりを組み合わせた様な名前。




「救世主アイリ様、か……」

　王宮にある自室の机について、魔光ランプを頼りに、羽根ペンで帳面に文字を連ねていた。

　タイトルは『私が幸せになる物語（仮）』。

　そう。あたしは小説を書いている。

　異世界から落ちてきた特別な少女が、四人の騎士に守られながら、悪い敵と戦い、困難に打ち勝ち世界を守る。そんな物語。

　今は仲間集めのターンで、最後の騎士を探しているところだ。

「最後の守護者は、多分、金髪の騎士だと思うんだよね。トールが黒髪だから……」

　それにしても、トールは理想のヒーローだ。

　あたしが一番好きな黒髪の美形だし、強いしクールな性格をしている。

　奴隷出身であるのが予想外だったが、実は異国の王族の出とかで、訳あって奴隷に身分を落としたのではないかと思っている。そうじゃないとヒーローは務まらない。

　もう一つ予想外のことがあったとすれば……

「マキア・オディリール。この世界で一番悪い魔女の末まつ裔えい……」

　トールの元ご主人様で、つり目で赤毛の、貴族令嬢の存在だ。

　トールはあの子に虐げられていたようだが、予想外に二人の絆きずなが強い。

　いや、ただトールが義理堅いだけに違いない。それか洗脳されてるのかも。

　あの舞踏会で、マキアさんが発動した禍まが々まがしい魔法を見た時、あたしは確信したんだ。

「マキアさんは後々、悪い魔女としてあたしを殺そうとするに違いない。トールを取り戻そうと、嫉しつ妬とに狂ってね。あたしにはわかる。絶対に敵キャラだよ……」

　昔から魔女が嫌いだった。魔女は、どんな物語でも決まって主人公をいじめるから。

　彼女がその魔女だとわかったから、対策ができる。邪魔なんてさせない。

「ふう」

　執筆に集中していたが、ここで休憩。お気に入りのメイドが淹いれたココアのマグカップを持って、部屋のバルコニーに出た。

　そして、魔法の力が息づく、ミラドリードのキラキラした町並みを見下ろした。

　さっきまでうるさかった雷雨も上がり、一層、キラキラ。

「メイデーアは素敵な世界よ。あたしの理想の世界。あたしの思い描いたことが、本当になる世界」

　きっと、あたしは選ばれたのだ。

　あの日、あの時、あの場所で。




　　　　◯




「あたし、斎さい藤とう君のこと、好きになっちゃったみたい」

　あの日の放課後、あたしは確かに斎藤君に告白をした。

　斎藤君は学園ものの少女漫画に出てきそうな黒髪イケメンで、クールな一面もあったが優しい人柄をしていた。

「ごめん。俺、好きな人がいるから」

　だけど斎藤君は、あっさりとあたしを振る。きっとそのために屋上に来たんだ。

　まあ、わかってたけど……

「好きな人……それって、小お田ださんのこと？」

「……それは」

　斎藤君が何か言おうと、口を開きかけた、その時だった。

　バタンと屋上の扉が開いて、フードを深く被かぶった男が、突然現れた。

　無言でこちらに、スタスタと歩み寄ってくる。

「……？」

　最初は何が何だか、わからなかった。

　だけど異常な事態だと気がついた時にはもう、斎藤君が男の持つナイフで、真正面から突き刺されていた。

「流刑は済んだ……」

　フードの男は意味不明なことを囁ささやいて、赤く染まったナイフを抜く。

「斎藤君っ!?」

　ズルリと滑り落ちる様にして、斎藤君は倒れた。お腹から血をたくさん流し、すでに命の光を消してしまった、濁った目をして。

　どうしよう、どうしよう。こんなことになるなんて、思ってもみなかった。

「斎藤君、斎藤君！」

　あたしは青ざめて、震えながら彼を揺すったけれど、気がつけばあの男が覆いかぶさっていて、あたしのことも多分、刺した。

　覚えているのは、あのフードを被った男の、悪魔の様な赤い瞳ひとみだけ。




　そこからの記憶はない。ただ目が覚めた時、あたしだけが生きていた。

　斎藤君が死んで、なぜか小田さんが行方不明。

　それは学校の屋上で起きた不可解な事件として、世間を騒がせていて……

「三角関係のもつれって噂だけど。小田さんが、斎藤君と田中さんを刺して逃げたんだって。だから行方不明なんだとか」

「田中さん、小田さんから斎藤君を横取りしようとしてたもんね。いっつもそう。あの子、人のもの欲しがるから」

「違う違う。確か不審者がいたんだよ。田中さんが斎藤君に告ろうとしたところに不審な男が来て、斎藤君を刺したんだって。田中さんも刺されたけど致命傷じゃなかったって」

「じゃあ……小田さんは、なんで消えたんだろう？」

「小田さんもさー、優等生ぶってたけど、正直何考えてるかわからなかったっていうか。きっと例の不審者をけしかけたんだよ。女が男をけしかける事件、いま結構あるじゃん？」

「でも、警察は小田さんも事件に巻き込まれた可能性が高いって。小田さんの血けつ痕こんが残ってたらしいよ。遺体は学校のどこかに隠されてるかも？」

「きゃー、いやー。怖い怖い！」

　……周りは、好き勝手なことばかり。

　あたしだって、何が何だかわからない。説明してほしいくらいなのに。

　意味のない考察。くだらない噂話。

　水の流れを止めることができないように、噓が噓を生んで広まっていく。

　無関係の人間が、あたしを責める。あたしを追い詰める。

　あたしたちを貶おとしめる。面白くもない妄想話で、笑ったりしながら。

　あたしは、ただ……ただ、小田さんに……

「小田さん、かわいそ」

　前に、あたしを仲間はずれにした女子たちが、学校の廊下で通りすがりにそう言った。

「あんたが屋上で斎藤に告ろうとしなければ、あんなことにはならなかったんじゃない？」

　違う。あれは運が悪かっただけだ。

「あんたが生き残ったって、誰も喜ばないっつーの」

「…………」

　それは……違わない。

　確かにあたしが生き残ったことで、喜んだ人はいない。

　母の手一つで育てられたけれど、お母さんは新しい恋人に夢中だし、普段はあたしのことなんて気にも留めない。家にもほとんど居ないしね。

　流石に入院している間は何度か来てくれたけれど、退院してからはあからさまにこの話題を避けようとするし、いつも通り、あたしを家に置いて恋人のところへ行く。

　向き合ってなんかくれない。聞こうともしない。

　いっそ死んでしまった方が、お母さんも自由になれたんだろうか。

　斎藤君の両親は、自慢の息子が殺され、葬儀で取り乱し泣いていた。

　関係が上手うまく行ってなさそうだった小田さんの両親でさえ、娘がいなくなり憔しよう悴すいしきっていると聞く。

　だけど、あたしが生きていることを、誰も喜ばない。

　誰も。誰も誰も誰も。

　おかしいよね。生きてるのにね。生きてるって、素晴らしいことなのにね。

　だけど、これこそ罪で、罰みたい。

　生き残ったことで、ひとりぼっちだってことを思い知ったんだもの。

　もう、あの二人もいないし。

「あの二人……？」

　なに言ってんの、あたし。あの二人との関係をぐちゃぐちゃにしようとしたくせに。

　あたしは最初から一人だった。あの二人に、あたしが寄生してただけで。

「……助けて」

　この世界は、生きづらい。苦しい。逃げたい。

　遠くへ行ってしまいたい。消えてしまいたい。

　あたしなんて、この世界からいなくなったって、誰も悲しくないんだから。

「……助けて……助けて」

　現実逃避するには〝物語〟が必要だ。

　あたしは自分の物語を描き続けていた。綴つづり続けていた。寂しい時、悲しい時。

　一人が寂しいから、慰めてくれるキャラクターが必要で、ワクワクする事件が必要で、誰もがあたしを求める世界が、必要だった。

　理想の物語。心沸き立つ物語。愛される物語。

　悪者を倒して、英雄になる物語。

　幸せが、すぐそこにあって、簡単に手に入る物語が……っ！




「こことは違う世界に、行きたいか？」




　学校の帰り道。傘もささずに雨の中をぼんやりと歩いていた。

　多分、この時にはもう、心が限界だったんだ。

　いつの間にか、フードを被ったあの男が目の前に立っていて、あたしに尋ねた。

　そいつが斎藤君を殺した奴だってわかっていても、あたしは頷うなずいたよ。

「……行きたい。違う、世界に」

「いいだろう。ならば救世主としてあちらの世界へ赴くがいい。そこはメイデーアという異世界で、お前が求めている優しい世界とは、かなり違うかもしれないがな」

　異世界……？

「なんでもいいよ。どんなことになったって、ここから逃げられるのなら」

　男は、ナイフを取り出した。

　殺されるかと思ったけれど、それを立派な鞘さやに納めて、あたしに差し出す。

「この短剣をやろう。お前には必要だ。お前は〝救世主〟なのだから」

「救世主……？」

「大魔術師を、殺せる者のことだ」

「それって、悪い奴を倒すってこと？　あたし、選ばれたの？」

　フードの男の口元に、笑みが浮かんだ。

　直後、あたしの足元から光が広がって、それが大きな穴となり体を吸い込む。

　そこは闇。いや、夜？　暗い水の上に、あたしは立っている。

　どこまでも続く水面に、星空が映り込んでいて、まるであたしが宇宙の真ん中にいるみたい。

「待って……っ！」

　数え切れないほどの流れ星を追いかけた。ひたすら顔を上げて、泣きながら走って走って、走って……

　学校もない。意地悪で好き勝手なことを言う同級生たちもいない。

　あたしのことが煩わしい母もいない。

　何の関係もないのに、ただの興味であたしのことを追いかけ、質問を繰り返す連中も。

　そんな場所に辿たどり着ければ、きっと全てを忘れられる。

　何もかも。何もかも。

　もうあの事件に縛られ、小田さんや斎藤君のことで、自分を責める必要もないんだ。

　そこにあったのは、知らない世界の、始まりの扉だけ。

　あたしは迷うことなく、その扉を開いた。




　メイデーア。そこはきっと、あたしの願いが、全て叶かなう場所。

　あたしのための世界。

　あたしが幸せになる───物語。








あとがき









　こんにちは。友ゆう麻ま碧みどりです。

　富士見Ｌ文庫さんでは「かくりよの宿飯」「浅草鬼嫁日記」に続く、第三のシリーズとして、こちら「メイデーア転生物語」を書かせていただきました。

　もともとこちらは、私が２０１２年よりネット上で書いていた作品であります。

　メイデーアという世界の名称は、救難信号の「メーデー（私を助けて）」から思いついたものでした。




　これは、愛の物語。私たちの物語は、これからだ。




　ウェブ版の最終話をこの言葉で締めくくったのは、約四年と半年前のこと。

　文庫にして約十五冊分の文量を、ただの趣味で書き上げた時の達成感と感動は、いまだ忘れがたいものがあります。あの時の集中力は、今の私も見習わなければなりません。

　しかし、心残りは多々ありました。

　この作品を、しっかりと書籍で残すことができなかったからです。

　いつかどこかでと夢を抱きつつ、がむしゃらに頑張っていたら、私の執念を感じ取った富士見Ｌ文庫の編集さんより、リメイク＆再書籍化の機会をいただいたのでした。

　オーダーは、今の友麻碧の描く、メイデーア。

　ウェブ版とは始まり方が大きく異なるので、こちらの書籍から読み始めたという方も、ウェブ版のメイデーアを読んでいた方も、マキアという主人公と同じ目線、速度で、イチから楽しんでいただけるのではないかと思っております。

　第一巻は、実に友麻らしい一冊に仕上がっているのではないでしょうか。

　ただこの先は、良くも悪くも私がまだ商業というものを知らなかった頃の、ある意味でとても純粋な、友麻碧の〈原点〉を含む物語であります。

　ただただ未熟で、原石だった物語。

　だけど私がどうしても忘れられなかった、マキアという魔女の、片想いの物語。

　それを、今の自分がどのように磨いてゆけるか、読者の皆さんに伝えられるかと、考えて考えて、ブルブル武者震いしているところでございます。




　担当編集様。かくりよの宿飯、浅草鬼嫁日記がお世話になっている中、メイデーアの再書籍化のお話まで頂き感謝してもしきれないほどです。本当にありがとうございます。

　表紙イラストを担当してくださった雨あま壱いち絵え穹そら先生。この度は、お忙しい中メイデーア転生物語のイラストを担当していただきありがとうございました。雨壱先生の美麗なイラストで、マキアとトールに出会えた時の感動が、いまだ忘れられません。細かい要望を多々受け入れてくださり、素晴らしいキャラデザを作って頂き、誠に感謝しております！

　そして読者の皆様。初めまして、の方も、いつもお世話になっております、の方も。

　この度は『メイデーア転生物語１』をお手に取って頂き誠にありがとうございました。

　二度の書籍化作品という特殊な背景を持っておりますが、まずは純粋に、物語として楽しんでいただければと、願っております。この第一巻が、そういうものになっていたならば、私はもう少しだけ、作家として自信を持つことができるでしょう。




　幕開けるマキアの物語。続きもどうぞお楽しみに。


友麻碧
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メイデーア転てん生せい物もの語がたり１




この世せ界かいで一いち番ばん悪わるい魔ま女じよ








友ゆう麻ま 碧みどり
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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